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アスアアノレトに関する研究合開催に付協曾

員の随意参加希望の件

今回本協曾材料委員舎 に於てアスフアノレトに 関し専門家

を加へ意見の交換舎を下記の通開催致 します から協舎員

各位の随意御参加 の上研究談 を御洩し下 さるこごを 希望

し、fごします 。( 遣て夕食は準備いにして居りまんせから御諒承を願ひ ます)

時 4 月10日(水) 午後正 6時 開 曾- 9 時 閉 曾

所 建 築 倶 楽 部 (北 直 中之 島朝 日 ピル 4 階)

×  ×  ×  ×  

五 版

市 街 地 建 築 物 法 令 改 訂 版 列 行

本書 は六大都市施行来日! 則その 他 閥係 命 令 を蒐 め昭和 8 年 刊行第四 l慌を出 し暫〈

絶版中のもの であつ にが今回 同法 及 施 行 規HIJ ・施行細 則の一部或は全部が改正接

令 されにのでこれ を機舎に 改訂して第五版と して刊行し I : ものである o

定債 は一部 50銭 、郵塗料は 6 銭 、 その他飽裁等は前) 抵通りで あ るo 御 希望 の向

は丸善本支底、柳 々堂書庖或は本曾事務所まで 申込んで戴 き ?こい。

量士 閣

法 人

昭 和 10 年 3 月

日 本 建 築 協 曾
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1. 食堂修理前正

面 影

食堂 は荻良時

代 の 建 立にな

る 建 物 で 是 に

鎌 倉 時代 の 大

ｩｾ 補 が Ｑｊ ｉＱ ｉ ［ＱＺ り

疋 函の 扉苧 窓

等 は 会 〈 此 D

時 の も の で あ

る、 政 ｍ｜ ・ ｜ Ｂ ｬｬｾ

先々 ; は桃 山、

江 戸 の修王'11が

加 はって平年 し

く舗[ れ て ゐ た

2.食堂修理前背

面量三

正 面 に は市n股

が あ P 背 而 に

はすく・ニI' .-Wtが

あって食堂。

外 影は共のまー

だ け が大 望 出

来 る に 過 ぎ な

い の で あ っ た

が、是はJ t . の

背函土塀 を修

理 のため取り

去 っ た 時 の姿

である、 大 破

してゐた有様

が よく わかる

I  I V  
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3 食堂内部金案

内部 の大虫1・梁 と合訟

に よる化粧 小 屋 一一

合 掌 中火: の束は後 紛

の材 で形帝大きさが

まち まち で ある 一一ー

及 び 中央の 141:境 が示

されて ゐる 、 HI :.l1i 附

子 は総 て 鎌 fTの 後納

で あ る

4 食堂屋根手渡

食堂 の/J 、昼 は 江戸時 代 の 後補 で化

粧 屋根 裏の 上東と旬: 厳で低〈組み

f聖子の 上 に王手土を 置 き瓦 をの せる

江 戸 時代 の簡 素な手 法 で あ っ た



5 食堂化粧小屋組解骨豊中

大虫1 : 梁の形、合 掌 の 組 方 、 合 掌 奔

みの納イ上口等に注意す可き駄 が多

い、桁は総 て丸 〈今のも のは杉材

粗 製 で 柱 JBl 何 rmにも長〈架ってゐ

るが古制のものは-nn毎に縫いで

あ る

6. 食堂化粧屋根解穏中

化 粧 尾 根の袈板は 4 寸 乃ヨ巨6 寸 ill

の制板で .Jt. の上 lこ押 へ授が打 ちつ

けてあ る、 制限も斯う した手法で

あるが是も古い手法で珍らしい

7. 食 堂化 粧 樫 組 方

化粧尾根の楼はM木上の奔みの部

でj折うした粗方にな っ てゐる、他

の法隆寺内堂宇でも見る最も古制j

のものである

3
1 V  
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10 建 物解 放 後の食 堂 土 澄( 図版略〉

礎石の門 ｅ 列の Ｉ Ｑ 去 を示 す 、 自 Ａｫｾ ， ｴ 抜 ｩ 品 が Ｇ￬ ｩｲ に ｩｬｬ 物タ ト

方に向 くや う据へてある のが日につく 、足場の

上にあるの は1!i いliJ( TJ:て: tul¥J lli l l mに綴手が作

られ る( 本文42頁 大潟氏記事中 の闘 版 句τ 5 凶

食 '1阿佐石内e;r IJ I' 参照の こと 〕

11 食 堂 磁石 〈刷版略〉

I V  4  

疋而( l ! I l性 筋の礎 石段総て斯うした二訟 の繰 出 が

あって或は今のや うに民苧』慢 があ ったのでは な

く 此 の礎 石 の 繰出 飾 が もっとタト ｩ Ｇ ｾｻＩ に ｢ｩ ，Ｊは れてゐ

たの か も知 れ ない と，思はれ る( 本文42頁大潟i氏

記事中の 闘 版 U第 3 間食堂前田i礎 石U 参照の ζ

と〉

8 食堂化粧樫継手

械木と- I J : jj 量材f と相府i ｾ千 千 々 反リが泌」、た め ｊ ｊＺＮ の

flUκ 拠るイヒ: w: 極の 勾削が; 主 って ゐるが それは j折

う し て母局桁 の 上で紙 、、 である 、 ｉ Ｍｪ｜ｾ般 の ｉｉ ｕ りを

地から 作 りあげる扱 ｪｦｔ の 最も官 ｬ ｐ Ｇ ｬ ｬ なｾ ， Ｎ ｾ ｉｪｬｬ とみ て

よv

9 食 堂 側柱筋 構 架 詳細

繋 虫! 梁と柱とl i J ( TJ :がi!i ( 大 斗 は後有Ii の松 材 で形

が縫っ てゐる 、大 斗肘 木斗棋の肘 木 を除いた EIi

を示 したのである が虫L梁ゃ斗 の (1: 口は古制] に近

、、

12 食堂 礎 石( 闘版略〕

T士而官111柱筋の礎石は雨 術 後fl f : のもの を除いて は

皆斯う した長押1.¥・ P の飲 込があ る、此 品主に /J(，装

置でもあ った 筈で ｮ 鍛 抄 の背而 Ｓ ｾ ド の 戸 は Ｗ flfJ 

のrl' 、fi'2 と 1 flll-i泣にあ った ものと思は れ る資料

とな るもの( 本文42以 大 泌 氏 ［ 氾 ｩ ｊ ｾｲｬ ｲ の ＱＱ [it. j版

。第 4 悩l食 堂脊而{ 礎 石 H 参 照 のこと〕

13- 食 堂 礎石

前 後 Ｑ Ｑ｛ ＱＱ 柱 ｦ め を ｉ￭￭ ｾ ｶ 、た内 部の 校礎石 は 皆斯うした

形を してゐる 、石英安山岩で柱納 を彫 り綴気抜

TI'Iiを あけ てある



14. 東 院 鐘穣 修 理前金影

的 ｴｴ ｾ 土 鎌 ｦＮｊ ｉｉ ｊ ｦ Ｈ￯［ の ｕｌ ｪＩｾ兵の後討 Ｑ 町 、 桃 山 、 ｩ ｉｾ 戸

に修理 をう け今 l 二法 だ し く官ttJJ の Jfj か ら 努 リ、

桃 ＱＱＱ 、 江 戸時 代風の ｉｦｲ が多 〈 混 入 してゐ た 、 ｉ ｶ ｾ

:ui の皮も 甚 し く今 l友l土大量警な修]"11' で あ る

15 東院鐘穣

修理前磁風

詳細

桃 山 時 代 に

ｾ￻￭ｬ ｩ を 大き

〈し前方に

突 出し て作

っ た λ め ｾｉ ｊｪ

の rri りがErr

ｾ ＱＧＱ ＱＱＮｲ＼附に な

っ てゐたの

を江戸時代

の修 "1'に 民

附 に し て 大

きい破瓜を

無担1
1
に 治 め

てゐた 、篤

民 の 大 縦 の

J.U. Jじと烏会

には天文 の

銘が あ る

16 東院 鐙棲

小屋解建中

il 甘ill した 桜

附 の科 手法

士i工戸日刊に

に 民 間 に な

ほした Jt 里子

附木 の有様

をぷす、l協

lこ新 に木 を

i:f. i へ て棲を

民間 に 打 ち

つ けた もの

で太い腐朽

した隅 木 が

jff "、それで

ある 、;!f;tt

4号・ l土新 しい

手 法 に革きっ

て ゐ るD が

わ か るだら

う

5  I V  
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17 東院鐘纏小屋解骨豊中

鋭棋で l:t 小 民 組W! 般 中各H の 'f，IJ 材

を)1事川さ れたも のが出 て 来叉 小 巌

の一部が1主て組み換へら れ て は い

るが相首王! f ぃ形式を 保 っ て ゐる Z与

が知られた

18 東院鐘穫解骨豊中の妻飾

修到Ａ前は破風や 懸 魚にかく れて ｾ

官flj を立証正に 見 る司王が 出 来な か っ た

が此民主 で はＪ 町 ｽＡ｜ｾのある笈形をも

った Yl I : 梁太瓶来の形式がよ くわか

る、材 料 手 i H.予から桃山の{ 庭内 と

J2 たプY が良い苧 3である

19. 東院鐘穣小屋組奮規

小 脳 rlJ か ら111 て 来 た 槻 木 、 肘木、

ＰＭ ＧＤｊｴｦｬ 也の 材料 を盤到 し てｾＡｽ形式

を車11み ト げ る と 新 う したも のにな

る、総 て 新 し い材 料 を除いて今残

る古い もの 込みが示さ れ て ゐ る 諜

で ある



20. 東 院 鐙模 小 屋解 穏

調 査 中

今の去作j J と Ijij 主sPi ;J 、

l忍;f. ll三在日ili との il ij 後卜.

下 の中日災を示 した も

の で あ る、 とれ だけ

装飾 を前に 出 して n

つ ｬ 阪 かにした ヰ ｉ ｈＧ ｾ は

名ｾＺＡＱミ とし て ｨ にＭￎ￯Ｍし

い も の で ある

21. 東院鐘権平面圏

一 二 1

，
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22 東院鐘穫正立直圏

23 東院鐘穫側立面圃

I V  8  
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24. 細 猿修 理前

正 面全影

7  I日] の食 堂 の

前 に 同 じ n: 日

の紡l殴が主主っ

た 姿、古 記 に

ｬｉ ｾｦ 々 見える ｽｦｲ

ｾｉ ｾ Ｇ Ｊ， ｭ 肢のｦｊ ｦ Ｈ￩ー

の ill 様 で ある

泊IJ処 は古 いゃ

う で あ る が 今

の ill 物 は 鎌fT

n H¥，; の再処 に

すよる

ＲＵ Ｎ ｾ 細殿修理 前

側梨 影

制 J設は 其 の 二

重の虫l 梁 と 斗

に よ る 古 式 の

ヨE飾や化粧維

の ー十にすく・殿

4良を3i: ぃ たJJ; r

始 手法が注意

されてゐ た、

此 の 屋 根の手

法( oj: 今 凶 の 修

理の 謝 査で特

に 面 白 く 感 じ

られ たE!i で あ

る

9  1>1  
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26. 細殿菱金量五

張りの良い虫l 梁と '1ーで 出来 た この

ヨf: Wli は奈良式なrffi 'が多〈 或 は奈 良

l時代の ill 構そのも の か と も 恩 は れ

たが 、 綴手 ゃ 仕 1-1A 他 の 技 法 か ら

見てi ! t をまねた鎌倉のものと思っ

た方 が良 いやう で ある 、其の{ 山板

［ｽＮｾｊｬｩ［Ｚ 母Ｚ が 刈 ｬ へられて久 模様が 主きっ

たゃ うであ る

， 27 . 細殿妻飾詳細

松材で出来た斗 、木 質の迩」 、板五 ｾ

般 、夫 等 に絞べる と二本の虫1・梁は

如 何に もi i ぃ、 そ う し て wi 惚 し て

見ると上 のｾ Ａ｛ ｾ廷の 中 火に ももと よ 卜

が伎はれた 痕 がある 、 此 の妻前i の

1I; 規は柱宇桁と の組 方 を 考 へ る 時

! J . ! ! ! l ! <多い研究と な る ものである

ＲＸ Ｎ 細ｾ妻詳細

相桁の者: しい jS L 、軒 桁 下1i Nri に も

反 りがあるため肘 木 上 端 が 是 に 添

ひ肘 木 に 増 しが つ いてゐ る形 、 j ヰ

他 には化 粧袈 板の手法毒事が此 の 篤

良で は興 味 を 持 っ て 見 ら れ る



29. 細殿内部修理前金影

細 骸 は 後補 の 際 {史川さ れ た 松 併の

部 分 が 腐 蝕 甚 だ し 〈或 は折 れ 或 は

破 れ 平年しく主J 1物 が傾いてゐた 、 床

土 が訓Eーは れ て礎 石 が 高 〈出てゐ た

のは特に ｊ 正予 ｾ Ｚしかった 、 内部の大

板 1 m昨年架は美しい答のも の が み

まり 見 栄 へ が し な かっ た 程 をある

30. 細殿化粧小屋

組構架

虫 ｉ Ｚｾ 誌に大 ｴ 反必 ［ＱＺ＼Ｚ

を作った大 ｉｾｾ な

此の; Q: ｉｉ ｈｙｩ Ｕ＿ｬｾ＠ I土

宗 Pl J 泣 い 頃 の 後

布日と で も 見 て 良

か らうか、w木

に 合 学 術 裂 の痕

があ って占 < I二

食堂より ー府f尚

早 な窓 匠 になっ

て ゐ たと 思 はれ

る

I  I  川
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32 細殺化粧小屋解骨豊中

31. 細殿慢解官豊中

棒はｾに大破 し

て ゐたがペ'{f ての

修 刊に先 の腐 れ

をl }J1り 楽て長さ

を縮めで あ った

NI木 と 共の肘 木

1::: 古 か っ た が 後

半; ーは 111 3付を j'jlJ り

なほ してイ乍っ た

ものである事が

列 った、 fl!IJ 性筋

l土・卜ゃ JJ . J 木桁が

a  多 く松長j で 破 損

も甚だしかった

4  

市H殿J l [ 'l1! 7)  WlJ!査中の 姿である 、前 !J の 桁 が

松 材 で 其の下 のM木と捻れて ゐ る 有 様 が 見

え る 、 ［ ｾｩＩ 材の折 れ や創れ と 綴手仕 ｉＭ Ａ の 緩み 、

)'(11材 の捻 れ殊 に荷重に よる 部 材のZE4ffが 磁

北 ｩ の 後の ｾＱｾ ｊ ｊ 雫を最も悶 ｱＡｬｬｩ ならしめる

33 細殿屋根解官豊中

ヨじ と:l l: :I二と を除 くと直〈・ jti う した 化 粧 哀板

となる 、大 w雨2J』;の 1$に主量級反 P を持たせ

るため 1'Yi か三 四寸ーのお きにニ刀工の野 地 を 作

っ て ゐ る 有 様 が 見 られ る、制 板に抑 へを 打

った Ｍ ｾ，い手 法 もよく剣る であらう



34 東大門修理

前正面全影

奈 良 時 代 ノJ 合1)

主主、藤n;[ 、車産

i.i 、桃山 、江

戸 に 千件ｉｬ ｾｴ 迄

した 大修却を

うけて ゐ る、

事由古:11JIj_ JJ;. fU!の

部 材 l土相官i・11:

い ものを J立し

て ゐ る が 度 々

の修ＧＨＱｾ組枠等

でご| 扶や桁、

帰紋々: の経 1ｾ＠

大 分 後 っ て ゐ

た

35 東大門修理

前背面詳影

キt や斗棋士，';';1 ｾ＠

古 いが此単に F  

見 へ る中 でも

ヲ1m、lfA口、

斗t共Ii UのZl ; .*

軒 桁、飛 F 棒 、

木 ('，、茅 u、

ｊｌ ｾ 与は会ｾ ( 後:

111:の品目 (1萎で軒

の 形等 は みｾ (  

被 っ て ゐ た 、

古 い 粧 や 斗t
ll

虫c.j徒主? も泣梓

へ ら れ て ゐ た

の で あ る か ら

己主授の平年しい

の に驚〈

h  

s  

h  

} ‘  

Ｎ ＮＮ ， ｾ Ｎ Ｎ Ｎ‘＠

13
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36. 東大門修理

前小屋組

所 3111三 村l症 の

小 民 組 の ー 郊

で あ る が 前 方

の虫c:梁は桃 山

の布I i 修で形が

型軽ってを り上

の板益肢はも

と妻に出てゐ

た ものを中に

入れ た も の で

あ る、イI!U柱筋

の桁 が 令 〈角

に鑓 ってゐる

の も見 られる

であらう

37. 東大門妻飾

破 風、懸魚、

j也様、飛 終 棒、

車F桁 等 比 島 に

見 へ るも のは

皆新 しν、、そ

うして夫 々 に

，!i ぃ形 式機傍

を%L してゐる

ものである、

衰 の 肘 木 i土中

央冠 木 にあた

る材7を:受ける

ものの 他 は 皆

長手のも ので

ある筈が短い

内側に1a..; 、も

のに泣替へ ら

れ 板 延 肢 も 新

補 さ れ て ゐ る



38. 東 大 門 内 部

京大門が滋; 時の八関門; 闘の典明を

示すもの であ る ｮｾ は柱斗桃虹ｾ Ｍ ｾ

l政令・の古 い 部 材 と 其 の組合せに よ

る幹事梨意匠の越本的なものが覗ひ

ＱｾＱ るからであった 、 と同時に又恐

ろ しく 後 約 に よって共れ が乱れて

ゐ たのでも あった 、1JI¥11の雨柱等

はｾ ｾ ( 其の位置を ]1正り替へて後有I i

のｾを援 ｩ 置するに使じ た り し て ゐ

たの である

ＳＹ Ｎ ｾ 東大門 化粧小

屋 甥 放 中

古i Ij 述の や うに夫

々のn 1i; J ; J が取替

宜称されてゐた

の で ｉ ｾ 字放中の 部

材寸法それによ

る組 法の; 拘夜 11

p，j 維を 納めた 、

共 の 翻 査 中 の 姿

である 、此の官

民で は 三 械迭 の

構 造 法 が よ〈判

るで あらう

15
1 V  



40  東 大 門化粧小屋解骨豊後

上詑 の ｾ ｉｉＺ 梁 を ｊ ｩ，ｚ り 去っ た所 ー であ る 虹 梁 でもと の

位 世 にあっ たも のが殆 ん どなく数本 は新 州 され

て を り形 も巡ってゐた 、ヰー lて筒J f I . t.r 八 fl !Vf"J てがi

雑なｾＺ Ｑｋのな かった の が ＱＵ 規を探求して行く ｊ Ｍ Ｎ

に成 功 をも た らし たのであ っ た

I V  16 

41 . 東 大門斗検 ノ 1

号 ￦ ， ｎ ｉ 木 受の Ｑ ト 以て ・ あ る 、 肘木 、 斗 、 村 ｦ は皆 ｲ ｾＧ い

が長かる官I き}!，j 木 を内側の 短い肘 木と替へてあ

ったの で斗のf立政令 には狩 りがある



42. 東 大 門斗秩 ノ 2

ヨE母尉受 の 斗棋 で あ る 、 斗の附が

飲けてゐる ので 虻 梁 と 肘 木 の 組手

がよ〈 わ か る、桁 の 下 端 に 元 長Ij .J

木 の時に1;¥. ってゐ た斗 の痕 が よく

見へてゐるであらう

43 . 東大門斗秩 ノ 3

中長I i ! ' J 桁受 の 斗枚、柱、 大 斗 、虫E

梁、 s't木、 斗 、桁 と 古 い ものがよ

く揃ってゐるが風蝕甚だし〈肝腎

な 部 材の寸 法 や I曲線等は新 う し た

所 ではきめるととが出来ない

44 東 大 門 斗秩 ノ 4

似IJ柱 筋 隅 の斗耕 、 此民主では肘木と

柱 の他線、てが新しいものと努つて

ゐる 、斗 11: 室 町 頃 の 取 替 か 、iiJ(白白

宇 桁は桃 山、 江 戸 の 改 後 で あ る

17 f V  



45. 東院濯堂{t!

建前正面量三

股 I:; L'・は 鎌 倉 の

i 'j 位 、桃 山と

江 戸 に 修 仙 を

うけ其の後明

治にな っ て中

:よとの床 を 切 り

とった りした

が 、 桃 山 の屋

総 の形 を 筏 へ

た 修 理!土最も

甚 だ しいも の

でJf5 を令〈 後

へ て し まって

ゐ た

叫

門

w

u

46. 東 院l謹堂修

建前側面影

初 堂の{lII]而は

桃 山 の 修 理 に

より斗供如: 梁

各ＭＡＨｾをお め

で妥 の1診を一

書きし た事によ

っ て 著 し く 後

へ ら れ て ゐ た

妥庇 が附加 さ

れたの は あま

り後の司4では

な い、計三prr か

そ れ 以 前 に 訟

にあっ た と.竪

はれるが荷II 設

を符な い

I V  18 



47. 東院櫨堂 内

部

内部 は千千泊り

に柱 を 置 き11!1J

と 等 しい +棋

を組 んで 組 入

天 井 にしてあ

るが この 内市l

の 柱 は l 寸 以

内 の仰 び がみ

つ て 天 井 が畏

れ 下 っ てJ ，I. へ

る 鉛 究 を防い

で ある 、天 井

桁 は柱 iめを油

るだ け で 今 11

其 の 問 に 1 :本

仮 枠が力日 へ ら

れたり してゐ

る

48 東院種堂萎

飾梅架調査

中

妻飾 の 古 ｾｪ 主 ￟ し

た 改善警は 更 に

軒 に 至 っ て 技

法 を 無 税 した

姑 息 な 修 斑 が

してあった の

で 今 回 の修f 111

で は 是 を 総 て

蓄 に復 し た 、

其 の 翻 査 中 妥

庇 を 取 っ た委

である

19 I V  
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49 東 院3皇室小屋解放中 間 堂 の小属は桃山町 の仕 事でJ-t. の材 料 '1' l'こは古 いも のが伎はれて

ゐなおおった 、川 合 l亡簡単 lリ1旧宮な 和小脳である 、工事途中 の 一例までに示す

50・東院檀堂 小屋 軒先解放 中 地極の多〈列ぶ中仕事の割合に 11 ] . 略に見えるのが古いの で末

まで 筒に士 ＱＺ ヒげてあるのは Ａｾ ｈ 旨 外 極 が混用され てゐたそ れ である 、 此 の ｦ 旨外経 を資 料 と
して 妻 飾 を鑓 へ附 の軒反りを彼奮 した



52 東院市霊堂新蕩

種( 飛簿J

妻 飾 の 彼 慾 に 伴

ってヰ汗の11品をも

復 活 し た 其の際

の資料を 此民主に

劉 比 して見る 、

上 が桃 山 に修理

した 時 の極 で 下

が鎌倉の 訴時の

もの であ る、極

上端下端の反り

其 他 の形 や木 質'

にまで著 しい相

梨 があって 桃 山

の 修 型の蕪 雑 さ

が似ばれる

SJ . 東院躍堂新葱

地種

今 の地 権 1':): 反り

のノクぃ桁に 予定っ

て殆んど特権 で

あ る、 j てに示す

の が そ れ で 仕事

も甚し 〈粗 い、

下方 の は 鎌 倉 の

聖書極で 反 りとjH

しが 児事にあり

金 〈 技 巧 的 過 ぎ

る程の良 い 粁 で

あっ た と と を 示

してゐ る

54. 東院纏堂新沓

軒 桁

上 は 現 在 期 ひ て

あった桁 で妻 附

の有日強の ため 斗

を繰出して桁の

せ い を 増 し等し

て あ る が 其 の反

P は甚だしく絞ー

い、下 方 の も の

は鎌倉の13材 で

小 屋 内 か ら後 見

されたも の、反

P も麹笥・で斗の

'1ii・ P痕 が あ っ て

よく 判 る

51 東院前霊堂妻飾斗桝調査中

ヨ ｾ￻￭Ｕ 斗燃 は 此 の ｴｴ Ａｉｔ の 最上 滞 の桁

とJ主の下 の斗 一 列 及 び 上 重 の 虻 梁

が後約によ習 11ft け力日へられた ので

元 の斐如:梁 は 下 lli の もの 1 ;本で合 ， 

掌 の仕 口火 が 見 え て ゐる 、又 斗 秩

の 繰 型の ある JJ1 木は 元 の桁 で反 り

があり極の釘痕もある

21 I V  
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55 東 院君主堂修理正立面圏

修苅! 前 の5震を恢め 又市「 の反 りを根木 的に復持 したも

の で あ る

拘 束 院 謹 堂 修 理 側 立 面 圃

修刈 ｉ 事 ｉ の ｾ良と到 比 して 安 侃 ｩ の 鎚 化 を見ら れ た い

ｾ ＮｾＮＦ｟｟ ｌ｟｟ ー ー ー・ーーｾ
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法 隆 の寺問 題
A  

E  

虫色

日

T" 皐 |専τ|て 伊 太東J忠

1 再 建 非 再 建 問 題

九そ 日本の古建築の中で 、法隆寺ほど謬界及び嬰界に問題を起 しにも のは無い。 これ法

隆寺が建築史上如何に京大性を有するかを語るものであるが . 叉ー而 に於 てiJi 建築の徹底

的 研究が 如 何 に 六ケ敷しいかを数ふるものでめ り、同 時 に 我問の専 門 ｾｾ者の ｦ ｻ￟ むこと を会 ＱＱ

らさ' る研究心が虫n向に[ 任官であるかを示 す もので‘ 吾人 のifb:右: に構えさ'る 鹿であ る。

予は認にこ の消息を詳設する 111:( l i  ＱＱＱｾ＠ ｬ 、が 、 法降寺 ｦｬｭＢｉ ＱＮＱＧは夙 に 寺 の ｊ 縁起流言 ｅ 資財帳 ｾｩ に ｈｉ

て推古天皇15年に 聖徳太子の建立 lこか〉るも の と信ぜら れ、九つ筑IJ 立以来火災 に抗日つ 1: 事

が無い と言はれて居1: 庭、明治初期の頃に黒川小杉雨1噂士に rJ I て、日本書紀夫智天皇 9 年

の火災の文献 に基づき 、法隆寺伽阪の 再建設が 11日へられに のであった 。

この再建設に封して猛然反! 授をカ11へた のが闘野貞博士で . 法隆寺の建築が明かに者1; 干片時

代( 一般に所謂飛鳥時代 )の様式である以上 、再建で はあ り作ない 、若し再建 とすれば 、夫

は率然前期の建築にならねばならね。故に日本容紀の詑鉢は信令 るに 足らす. e して幾多の

傍読を星雲げられ 1: 。然 るに之に劃して更に痛烈! なる反駁をカ11へ1: のが喜田貞吉博士で 、日

本害紀の如き傘騒なる正史を 信する に足ら- t . とするは暴論であるとし . 闘野博士の趨多の

傍詩に劃しでも一々抗議を提/+¥し1: 。世論は認に於てがIl騰し 、再建非再建の雨減競ひ起っ

て火花 を散 して午、ふこと正 に30有後年 、その間に或は根本に 1ifiJ Jって伽IJ:7I 建築の動機や年代

を徐討 し、 或は枝葉に亘って資料を提出し、 その意見を公表しに論説は、合 て木村貞吉君

が調布 した丈げでも
801誌に主主 して居る 、今 日に 至つて は恐 ら〈は 100 篇を突破 して居 ると

思 ム。 しかも この問題 は依然未解の ま〉で聾 されて居 る。恐ら 〈は将来なほ永 〈解決きれ

ぬであ らう。

2 遺 物 本 位 と 女 献 本 位

この問題が斯 〈も扮糾して解決 されぬ のは 、皐党建築家 と賂史家とが互に その立場を異

にし、互 に相誕らさ'る が震で 、事者の態度 として は首然の事であら う。建築家は遺物を本

位 とし歴 史家は文献を本位 とするが 、雨者互 に相契合するこ とは率ろ稀有であ り、多 〈は

相背反するも のである、そこに研究の興味 も汐Il 寺、論午:の意策 も生十 る諜であ る。

予は明治31年「法隆寺建築論」ーお を公表 した が. その 中に 再建非再建に 闘して次の掠

2 3  I V  
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な所見ぞ述べt:。夫は 、法隆寺建築の稼式が推古時代に属するこ主は明瞭であるか ら非再

建 と認め度い所であるが 、日 本書紀の天智火災の明文ぞ誤記 と断定すべき理由を知ら ぬ、

若 し天智火災を事賓とするならば 、法隆寺伽取は火災直後に推古式に由て復奮されにもの

と考ふるより外に途は無いと述べt: のであ る。 虚が或る 方面から、 伊東の設は頗 る巧誌で

ある 。再建か非再建か、明確に 断言せするして l度味な る態度を採るのは怪 しからぬと批難し

? こ。併し予は賢際今日と雌も 倫ほ この問題に就て明確なる断言を下し得ぬので ある。予の

所信は 、文献の事は文献皐者の研究に侠も ‘ 若 し天智火災の詑鋒が誤であるこ k が立設さ

る〉ならば、法隆寺非再建論が正論と認めらるペし火災記録が民賓であると立ままされた

ならば再建論が正しいことになるが 、而 も法隆寺建築が何れにしても推古時代の様式を保

って居 る事に受りは無いと 見るのである。

然る に最近問中 重久氏の公表 されt: 新設は 、法隆寺は聖徳太子の建立に非す・して蘇我馬

子の建立と認むべき理由めることを論じ、日 本書紀の天智火災の文は干支ー運の錯誤で 、

質は推古天皇 ＱＸ 年の斑鳩寺の火災ｾ 訣篤 しにものとし 、 舎 で 卒子鐸義 ｩ 氏の護表し ｔ こ 干支ー

蓮錯誤設を裏書さ れて 居る。予は未 ｴｾＧ 田中氏の設の営否を 判断し 得な いが、 是は頗る重大

な易保設で 、若し之が是認さる〉ならば奮来の法隆寺論は殆ん ど根底から改諒されねばなら

ぬ事となる 。

3. 法 隆 寺 建 築 の 本 質 問 題

予はー建築史患の皐ヲt 1: して 、寧ろ法隆寺建築の本質の検討を主題 として居る。即もそ

の様式、手法、構遁等の特異性、その体来の経路、西軍乃互支那三特との開係等の問題を

鹿現するこ正に従事し来り、既に数次卑見を環表して居るが 、こ の方面に於ては世論は殆

んど沈黙を守札来 ｴｾＧ 強力なる賛否の評論を聞かぬ のは頗る 物足 ら す思ふ のであ る コ 文献

謬上の問題が赫々として烈火の虫fI < に燃へ盛 るのに、建築謬上の問題が寂莫 として死の如

きは何事であるか。

世人は往 k 法隆寺論の先決問題はそ の年代の決定であ り、年代未定のま、では建築を論

じ得ぬとする炉 、予は爾 〈考へない。勿論年代問題と建築問題 t は密接に相開聯すること

は自明であるが、吾人は年代の確定する迄手を扶して建築の研究を停止することは問来ぬ 3

予は建築と文献 と相提携して同時に研究の歩武を進めねばなら1I . 1 1:思ふ。

建築に 即した事設と しては、 関野博士の支那六朝の梁の影響設や、積回耕作博士の雲将

雲棋の起源設及び金堂内部の構成と西域乃至支那の石痛寺の内容 E の比較論等があり 、何

れも傾聴す べ きＭｾ 裂設であるが 、 未 ｴｾＧ 的 確の定設 に 至 つにものではないと思ふ 。 なほ此 の

種の幾多の建築上の諸問題が残されて居るのであ るから 、建築家は勿論、建築に趣味を有

する人は努めてこ の方面にカを喝さ れんことを掴望するのである口

試 に重要問題 と思はる〉二三の例を禦ぐれば 、そのーは推古時代の建築の真相の研究で



ある 。今日 の建築は数次の大修絡を経て 、創立官時 とは可な り控更 されて居 るのである 、

第一に中門 、金堂の妻飾は共に釧't f_T時代の改築であり 、屋線の正11.勿. 551吻等も l京形は金〈

失はれて居 る。軒の棋な ども若干後世の意匠に由て蟹改されて居るに相違な し 之に閥聯

して霊木以下の各部分にも 鐙更が刻lへられにと推考 し得る。勿論是等の原形t ' 正しく考完

する こと は至難であるが、極力研究して見ること力 2必要である d 若干改鼠されに現時の建

築 を眺めて、 完全無扶の推古式の美建築であると賞讃す るなど は、頗 る苦笑を禁じ到tいも

のがある。

序 に、推古式装飾文様の如きもその出!阪の研究になほ不備な貼lj が残されて魁 L その他

の美術工事等に闘 しでも 同保の憾がある。これは寧ろ 工惑l劃築家の領土 に凪するが建築家

としても 重要視すべ き問題であ ると思ふ 。

4. 重 修 問 題

恰も好し今次我が政府は特に法隆寺伽 ｾ ｦ ＱｦＮ 重修を開始 し 、 ＱＷＰ 徐寓の議算ｴＧ 以 て ＱＰ 数年 の

期間 に於て、伽 藍 の堂塔門廊全部 に 亘っ て 徹底的大修理を施さ んとする のであ る 。ｾにこ

れ斯界の慶事である。 何 となればこの工事は菅に建築物の歪みにるを正し、幽 りたるを矯

め. 欠けたるを補ひ 、朽ちにるを新にし、構造の弱きを楠強するといふが如き普通の修絡

でなく 、更に之に由て極力法隆寺建築の本来の良相を悶明せんとするの意味が含まれて居

ると解せられるからである。

現に今. 西院伽珪の食堂 、志向殿 . 東大門. 東|涜伽監の植堂が工事中であるが、之を解悼

して調査せる結果、現形式が沓形式の改鼠に rJI て若干の不自然不合理なる手法をがlへ? こも

のであることが明示されに コ東院位堂の下か らは古住の一群が護見きれ、夫が古への門[ hl

であらうと言はれて居る。 今後も此の種の事蹟が迫ひ迫ひ現出する こと 〉思ふが 、これ等

の貴重な る資料を死蔵する E なし充分に活用して新しき研究の分野を開拓する ことが今

後の大問題 となると 思ふ。数年の後令堂重修の時に営つては 、特に慎重に調奈研究を遂げ、

何等か重要な る研究費料を得度いも のである。

予は一面に於て、多大の希望を以て この工事を i展観 するとき、他の一面に於 て非常な る

不安の念に駆られるのであ る。夫は施工の技巧の問題である。元来法隆寺建築の貴重なる

所以は. 共日 本最初の古建築であり 、共様式の特殊 にしてしかも一種端正崇高の美を備へ 、

而してその材料の仕上げも: 工具と 工 作の技術に由って一種の素朴純真な る趣味を 生十るに

由る。今重修施工が如何に堅牢に如 何に精巧に成就するとも、若も夫れが古代の古雅素朴

の味を失つにならば、重修の功は之が矯めに全然失は れる 。即 ち作業の工匠は 1300年前の

人に主主1) . 推古時代の精神を以て ‘ 首時の工具を使用し営時の技術を以 て施工 しなければ

民の重修の目的は達せられぬ。併し これは非常な難題である。難題 といふ と雑絶鱒に回避

は許 されぬ。是が非でも 之を途行せねばならぬ。 如何にして之を遂行し得 べ きか Y 嘗面の

-l  

2 6  I V  



問題である。

工事主任の武出 五一博士は目 下工匠 に遁飽の使用を練習 させつ〉 あ りと の事であ るが、

淘に我意 を得 ?こる 庭置である。 但 し何庭まで-夫が成功する か、な ほ多大の不安は菟れぬ。

調 り遺鈎の問題斗 りで な し 何事 もこ の筆法で行けば大過はないの であらう こ例へば垂

木割など で も、厳密 に割方を定 めて分煙の差な し 霊木の大 さも - *1豆毛の差 なきが如き

は、現代の工匠の心事 として は首然の事ならんも 、若も之伝法隆寺に 適用す れば全然古代

趣味を失ふのである 。結果形は法隆寺に酷似して味は金 〈之 に異な るもの となるのであ る。

元来古への工匠は天員無宛にして素朴な仕事を鵡 し?こ が故に組と 雄 も純 であっ た。今の工

匠が こと さらに素朴な仕事 を馬 し?こ結 果は組に して不純な ものになる傾向があると思ふ。

問題は こ 〉に在 る。

チCに世人の均し〈 疑問 とするも のは金堂の壁由の問 薗であ る。之 に就 ては今詳殺 する 時

を得ぬが . 一言にして云へば 、金堂重修に際 して壁高を 如何に底 IlJ1. すべ きかの 問題であ る。

壁 髄は 可 なり危 険の 妖 態 に在る から 、 その値 にして 金堂 に 工 ｾ［Ｑ ｊ ｉｬ へれ ば蛍 然 壊ｊｪｪ ｪ の庇 があ

る。之に劃して壁腫 を硬{じす べ しとい ふ考へと ‘ 壁績を切 り取 て他の場所に 保存す べし と

いふ考へとが併立 して居る が、賞際問題 として雨者共に蔦全を期し難し 、と思ふ。似に7i C金

を期し得 るとしても 認 に別に両者に射 する異議が起 り得 る。

壁 悼を 現 場に 於 て 硬化 する 法は Ｍ ｾ礎液を館内 に 注入し表面 に吹き つけ る の で あ るが、 之 が

鴬 に 誼商は 鑓 色し茜の真僚は著 し く減殺さ れ る 。 主事克苗Ｍとしての生命 ｾ 王手ふ も の で あ ると

して 反射が唱へ られる。壁程を切り離すこ とt主、五t'i O) 保存には最上の策であ るが. 元来壁

苗は金堂 と不可分の性質の ものでゐ L 壁詰i 全失ふ こと は金堂の生命 を失ふ ことになると

して反射される。双方共に五分五分の道理がある ので、その裁量は相賞困難であ ると思ム。

5. 今 後 の 法 隆 奇 問 題

今後の法隆寺問題は甚 ｴｾ 多し ｶ 一々これを ｾｗｦ ， 註 することは姑ら ｴ 省略 し 、 只 ｦ ご 試 に その

題 Id ｾ描ぐることにする。

]. 法隆寺創立 、蒋建、非再建問題の他続

3. 法隆苛・建築の淵源研究

5. 法隆寺建築全部の賓測及局員の完成

7. 法隆寺の完全な る防火設備

9. 法隆寺の維持資金調達

2 法隆寺建築の本質問題の繕敏

4. 法隆寺建築のi軒巴編纂

6. 法隆寺境内の完全なる整理

8 完全な る寺賓館の建設

以上は予の重要と思ふ項目であるが 、之に闘l険してなほ幾多の問題が起 り得 るのである 。

悉〈之を完成する には幾何の金と時 とを要するかは説1) 1 ) 知られぬ。1 J j' し日本の最重要なる

古 建築で 、 同時 に 世界係有の名建築である以上 、何 慢の 金 と 時 ｾ ｾ をし ても是非 上 記の諸 問

題を徹底的 に解決 し度いも のである。〈了〕
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法 隆 寺の 大 {彦 理 計 重

工事博士 武
田五

法隆寺 には各時代を通じて其代表的な建物を保有 してM る口共組棟数四十二棟、共内閣

貨 に指定され? こ るも の三十械に及んでゐる、古寺 は飛鳥期の千三百年前の もの より、近〈

は江戸末期のも の までも 完全に残されてゐる のである。完全に越さ れては居 るもの〉何分

千三百飴年の放月推移の聞には . 寺運の泊、長 もあり 、風雨の佼削t . 火災の暴威等幾 多の災

害 にも曝されて堂宇の鑓濯常 ならぬものもあって 、建築物の破回せるもの . 或は不用意f r . l i

息の修理のｾめ に原形を 失ふたものもあり、明治 川ｼ 年 Ｎ 古祉寺保存法賞施以来常に復原修

理に努力はして来て居fこもの= 、共株数多〈して貴重なる建物亦多敢なる矯め に共修理の

進捗はかばかしからす¥其全部を完全に修理せんとすれば、従来の方法及経費の支出方法

にては今後f布教十年を要し. 其修理の終らん とするときは師に最初修理を了したる建物は

再度の修理を加lへぎる べか らぎること、なる如き欣態となり居れるを以て、文部省園宜保

存局の営局者及法隆寺寺院側を代表せる聖徳太子奉読合の役員等の苦心努力の結果、昭和l

八年途に干i T 園議舎 を動かして法隆寺建築物保存貨 として、園j主より年 k 七高 LQI の柿助を得

ることに成功. 園責保存合技中 より同蔦岡 、之に加ふるに 寺院の負拾金 として聖徳太子事

讃 合より 1 ｩＱｾ 闘を得Ｎ合計金 ＱＲ 高岡を以て途に昭和 Ｙ 年 Ｓ 月より園 ｊ ｩ 主法隆寺修理の事業の

絡に就 f: 次第である。

元来法隆寺の大修理をやらねばならぬ と云ふ こと の考へは大分に古いことで ある。間企

費三、卒子鍔嶺君などがま ｔ ご生存されてゐて Ｎ 喜問 、 闘型 ｦＧ 雨博 士がし きりに再 建非再ｾで

論争せられて居 fこ色き 、法隆寺に参詣し? こり研究し? こりする人々が多〈なって、共駿到の

情況が世人の注意をひ〈やうになって 、遂に平子氏の死後法隆寺保存舎を作らうと云ふ企

ても出来 たので あったが、物にならする、共内に聖徳太子一千三百年の御遠忌が大正10年に

携行サられにとき 、共基金として帯設舎の集めに金が60高回以上にもなれこれが基礎と

なって次第に大修理の談 も具閥的になって予10: 。

法隆寺の修理に先行することは共防火問題であるが. 之は昭和 3 年に大井博士と奈良府

首局との努力によれ経 ＱＡＨＲＹ 寓聞にて ｉｉｾ 来上 ト之等が紺となって、迭に ｬ 昭和 Ｘ 年の真黒

板T!l 士 、荻野文部省l踊託等の非常なる 霊力 で. とうとう大蔵省を 設 主務して非常時の苦 し

い園費の内から 7 高閣を支出してもら い、之に前に述べ? こやうな金 を布11足して 、12珂凶と

して修 理工事 に着 手 しにゃうの次第であったのである。此修理は総経費 170 高凶を計上し

2 7
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共 れを ＱＰ 年計聾ｾ以 て 進め て 行＼ｬ象定 で あ った の で あ るが Ｎ 逐 一 審議の結 果 、 共 年度 ｫ 々

の支出として縫績費 としての安 出は出来 ないこと とな り、毎 年17高聞 と思ふて居 fこのが初

年は12寓固となり . 第 2 年の昭和 10年度に於いては向共 れ よ り7 千闘 の減額 となっ仁詩め

共 10年間の修理期聞は止む な く延長 することになる であら うと思ふ 。

令
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の18秘 である。 此内に於レ て、最 も困難なる ものは大講堂、五重塔、 金堂、 夢殿の 4 1.*で

あ る 。此 Ｔ 棟は何れも法隆寺伽 Ｑｾ 中最低の構造物であり 、 最 も 慎重な る 注意を 以て 工 事を

進めて行かな〈ではならない建物である。其内に於いて 、金堂内には彼の世界的 に種 k の

問題を提供して居る 監古があ り、五重塔内には同僚の塑像がある。向之等建物の基礎下に

は種 k の秘密を離するとも 云ひ傍へられて居る こ とでもあり、之等の解慣に着 手する とき

ともなれば 、 定めし最慣、最紛 の注意を 以てエ ｾ進め て行かな〈てはならないかとも 思 ふ

のである。大講堂は l昭和10年度より始めるが 、金堂は多分昭和13年の中宇期以後より着手

し得る こ ととなると思ふロ

修理の 方 針は Ｎ 飽〈まで 、 現 ａａ 保 存 の主旨を以て進んで 行 〈 積りであ る。 勿論永 き 年Ｉｾ
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の聞 に加へられれる不注意、: t lll 劣なる修柿の矯め創立創建営時のものより 、全然鐙更され

たりと考へられるも の ふ共手法と、共蛍時の手法が鯨著なるも のに、不用意に之を原型

と思はる〉形に復原することはしない。若し解障の結果、明らかに中世修有li の手法に無理

があり 、所謂合理的にオサムルことの不可能なるもの 、或は構ii 仕上、材料使用上の智識の

不足よりして終来建物の保存上不利主主な りと認むる部分は充分t良重 に研究して f 之れを創

立首時の原型に復原し 、共修有I i 前の形態は貧浪1)聞と お真と に由って之れを保存し 、共次第

ｾ報告書の形式を以て瑳表する考へである。

建築材料の撰樺も亦大なる 注意を以て これに充営することにして居り 。例へば使用木材

の如き之れを試論片として共材駆と産地とを拶術的に検討し. 石材或は壁土も亦共開別を

究めて共産地主? 附破し. 共原産地に就て之れを採取し、木材外部の塗料 、Jil，t:土 、l J 参着材の

研究等 . 何れも 近代科皐の示す術式に rJ I り、之を行ひ之を復製使用すること〉して居る。

付L 叉建築カJI 工の手法、例へば木村の飽削り仕上げ方法、或は叩き床の手法 、築地 、堺‘

築活の方法 、屋五の茸き方 、屋根野地の構造方法等よれ錨釘の製作 、打ち込み方法に至

るまで ，考八得ら る〉範囲の研究を行ふことにして居る。

中 ＱＱ 上 、 寺運衰微のときに行ひ＿こる修理には、共営時の古材・ｾ車専用して Ｏ ｊ 、屋材等に使用せ

るものがあってＮ之を取り出し官 Ｑ ， ｾｉｊ するとき、はからす｜共建物の原形を考へ得らる、こ

とがある。既に修理を了し? こる南大門 . 或は修理年ばにある東院伽佐臨堂の古nきは 、其小

屋相の内より原破風板の断片、或は切 h縮められ 1: る前の飛橡慌の多数を瑳見し 1: 。

礎石は ｉ ｦＺむを得ぎる限りは、之れに手ｾ 芳 ｴＱ 1"' . 共催にして置〈方針である。共理由は

修理後の建物の重きが、修理前のものより哨さ Y る限り、共基礎にrm修を) J 1 1 ふるの必要が

なし 、からである。但し、礎石が風化消滅に近づ〈か 、或は破壊 して 居る場合は之を新石材

主取り換へな〈てはならなし、。此場合と雌色、共礎石下を掘り起すことはなるべ〈遠慮し

て居たいと思ふ。東院伽j控嘩堂床下の殻掘作業は 、偶然掘 り附されたる 敷石より遂には止

tJ にJ l - : まれぬ順序として、共 8 尺飴の下部より堀立柱の残存せるも のを掘 り起すこと h な

ってしまっ? こ口

向、将来は金堂、五重塔、夢殿などと云ふ問題の建造物が登場して来 る、恐ろしいような

興味深き未来がある次第である。
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法 隆 寺の 建 築

一英 の 焼 失 問 題-

文製博士 演 田
主

円 陵

法隆寺伽聴の主要建築が 、日 本に於りる 、否な東亜或は世界を通じて、 最古の木造建築

である のみならす¥ 其の美術的慣値に於いても、他に比類少なき優秀なものであることに

就ては . 今更詳 し〈説明する迄もなし 今 日に於いては我々 日本人ばかりでなく、世界人

の? 吉識 となってゐる 。併しながら 、此の建築の賓際建立せら れに年代に闘しては、 従来種

開の議論があって 、所調「法隆寺焼失非焼失の論争」 として、 30年来係予= の問題として 、

今に其の結著 を見ないのである o 同より此の論q ; : の結末は何 うあって も、 法隆寺が最古の

木造建築であり、優秀な美術的償値を有 するも のである ことに 就いては費 りがないのであ

るが、 今此の論争に開して極〈 簡車に共の経緯を述べ 、且つ私自身の考へをも明か に して

置 き度い と思ふ。

11 

法隆寺の伽EEは、推古天皇の十五年 ( r¥. D.  607)  Iこ創立せら れた のであ るが、共後6
0
i余

年、天智天皇カ年 ＨＶＷＰＩ に 、 ー犀徐す ｾｉｔｈ 焼失し ＱＺ との明瞭な記事力 ［ｲ 日本書紀 ｊ に出 て ゐ

るに閥ら今、寺家な どに 於い ては、推下1 朝建立の{査であると停へ 、或は明治以後美術愛好

者の向古趣味などから、法隆寺の建築共他美術品が、推古時代のものであると信する人が

多かつ? このに封して 、文献上から其の焼失を高唱せられ1: のは 、明治の中頃に於げる黒川

真頼、小杉櫨郁雨翁て' あっ 1: 。併し此等の人 k は整術の様式に闘する深い了解ーがあったと

も思はれす" 1ニヲ文献のみ に由り、 物質的責料の吟味を喝されなかっ 1: 、所謂奮式の純躍

史家の態度に i過ぎなかっ1: 。

之に反して法隆寺の建築美術を、新に感術的に研究せら れ? このは、営時年若い皐徒 であ

っfこ伊東忠太、塚本晴雨博士であり、塚本氏が装飾美術を取扱はれにに射し. 伊東氏は東

豆諸地方に於ける頗る不充分なる嘗時の知識を以て、な l; i 法隆寺の中門、金堂、塔樫、廻

廊の諸建築は 、共の焼失後の再建fこると、非焼失? こるにを問はす、 J隊式上推古時代即ち飛

鳥朝の をれを示してゐると 論 じ、叉そ の接飾文様等に 、西方の影響を認められにことは.
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美術史上に於ける大スケ ールの見方として . 今 日に 於いても 我々の敬服を紫じ得ない所で

ある。賓は以下; A ; ベる b改n <、 長 い間 の論午: を締り来つ fこ今 日に於ても、共の主旨に於い

ては、之れ 以 上に 何者 全も新に ｾ ｪＮ｝刈 ｬ し符ないと 云 って 芸文 ない の で あ る 。

-a-E
・

，

 

••. 
I

 

然 るに 誌 に 法 隆 寺 の主要 諦建築は 、推 ｲｾ Ｑ 時代 の 様式に属 する ばかり ならすＢ Ii 書紀』の焼

失 ｬＺ 闘す る記 事 は 、金〈 の 誤謬であり 、 ｴ ｦｊ ｾｲＧ￯｝ ＺｩＩＺ ｊ 建迭 の 催のものであると云ふことを立詩せ

んとする塁持者が . 明治後葉の始めに現はれ来 1: 。 その一人は闘l J l i'貞博士であって 、博士は

金堂以下の主要建物が、奈良J;iJ J以後施行せられに唐尺に由っ て設計せられす¥其の以前通用

の高麗尺で建てられてゐる事を賢官1 I Jの結果敢字の上から 設明しようとせられたのである。

まt: 之 t 殆ど 同時に卒子鍔嶺氏は、文献の上から 、『書紀』にある天智九年庚午' ! l U災の記事

を疑ひ 、是は同一火災の所仰 と思は れるも のが、『上官聖徳太子体柿闘記J と云ふ審物に、

羽t性'i 18{f-. )j j:f王子としてある ので、『埜!: 紀」の編者が、干支一巡を誤って、 60年後の天智九年 に

繋り にも のである。従って推古WJに焼失 しでも. 直 に再建修理せられにと見る可し今日

現 存の建 築 は 共 後焼失 し ＱＺ こと の な い、推 下 ￮ ＴｾＺ ｊ の 造物で あ ると ＱＱ 日 泊 した。是は一見頗る巧

妙な設であるが、之 と相似 1このは 、最近提 H¥せ られに 合津八一博士のそ れで あって、氏は

『柿: 1H記』とは少し異つt:r 扶桑田告記J の記事金採っ て、 法隆寺は推古15年、即ち創立後同年

中に炎上し、 共後金堂は推古30年 、i答は骨子明の朝 に再興せ られにも のであ る、『書紀 iの天

箔川1i ・xの記事は 、やは り此の枇古倒の火災を誤 り記 したも のであると云はれたので ある。

l V 

時刻 型 ￭ｴ 専 士やｾ子氏の 非 焼失論が現は れると、営 ｈ 寺 世ｉｬ ｮ では多〈此の新 設 に耳 Ｚ を傾げ 、 或

は之主? 以て最 中・法隆寸z焼失非焼失のr : n題は決定 しにと 信す・るも のが多いやうに見え Tこのを

ＧｬＧｊ Ｇｴ 慨して 、小 杉 氏 の意志 を 櫨 い ＱｾＧ 菩同点吉 ｼ事 士 は立って 、 開野博 士 の尺度 論 を駁墜 し 、 『書

紀J の記事の決 して疑ふ可からざるを高唱せられたっ即 ち喜岡氏は . 法隆寺の建物が高麗

尺を 以て設計せられ 1: る鐙掠あ るも、 其れは再興に際 して、奮尺度を製用 しに のに過ぎ争 、

府尺使用後 e mj f:も 、哲尺の使用金〈湖、を絶つ? こ とは考へ られないと 論 じ. 共他の理由よ り.

天智 9 年の羽il 災を疑ふ自余地はなしとせら れに。叉 fこ卒干氏の設に劃しては、「楠闘記』の如

草、 Wi k 後世私撰の苦:は 、共れ よりも古い紋撲の正史の設を覆す こと 能はす・として一蹴せ

られた。近〈現はれに合津氏の設 に劃 しでも. 菩間博士は勿論同様の態度を以て . 手ひど

く反幣せられにこと は云ふ迄 もない 。

此の闘野博士 、卒子氏の設に3討する 菩田博士の反! 段設 をきっかけとして 、明治38，9年の

際史美術界は 、甲論乙駁 、法隆寺の論争を以てl阪か されにのであ るが 、回より大審院の裁

判 を以て決定すると云ふ糠な筋ではないから 、雨設互に水掛論 を以てウヤムヤ に終息し、
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各 k 自ら信子る所を改め る人もなく、其後約20年 、最近に至っ て舎津氏の設が現は れて、

焼り棒伐 に火がつ い? こと 言ふ感を起こさしめたことである。

V  

以上は明治の事界を! 仮かし、なほ最近に至るも結末のつかな い法隆寺焼失 、再建等に闘

する f好調「法隆寺論争」 に就いて 、極 t 共の要黙を摘記 しにのであるが . 私自身は此の論

布、 に劃して、回より深い閥心を有し来つに一人ではある が、幸か不幸か 、直接論年三の渦中

には飛び込み、或は各き込まれなかっ? こので、 諸家の所論を共の積り で精し〈 読 んでは居

今、読んで居つでも忘れて ゐるので 、今 - k 之 lこ劃して批評を する 資格も準備もない o 1J I' 

しながら、 今 も私が持ってゐる、態度をぱ悲 に言明して世〈のは敢て無用の ことでもなく 、

或 は之を私 に期待してゐらる〉向もあること〉恩ふのである。? こ Y 之に就いて私は既に先

頃雑誌「夢殿』の上に 、 護表し ＿ここと もあるので、 今ｾ［ｕ こ ｙ 共 の大悼を繰 返 へすにＡ とめる

こと〉する。

さて闘野博士の尺度論は 、之に3討する喜田博士の! 駁論. まに三iill 周行博士の論 などがあ

るにせよ 、尺度の如き科書典的根擦を以て 、遺跡遺物に臨み 、之を? 立論の基礎とせられにこ

とは、確かに考古家J 上新 しい方法を採用せら れにも の として、法隆寺論争にーの「ダイメ

ン シヨン」を加lへ? こものと 云ふ可きである。 併 しながら、 菩問氏 も言はる〉通り 、官尺 が

復興の際、特に奮様を墨守する 工匠 によって使用せ られることも 充分可能であ るから、 是

は非焼失の絶封的霊践とはならない。併しながら、之と 同時に法隆寺が少〈とも奮稼に[ J : I

って作られ? こ推古式に属するものであることを、雄間に詮蹴立て るものであると云ふこと

が出来る。

之に反して司王子 、 合津雨氏の干支ー運 錯誤論 を棋践とする推 古 ｪｾｊ￮ 焼失］ 天 智 ｗＺｉ 非焼失論

は 、『日本書紀J の他の多 〈の記事に於いて、 同様の雌質 なる 主if 誤が立設せられ、若しくは

『書紀』と同じ債値、或は共れ以上の文献が現はれて来 ない限りは. 史家が文献取扱の鎖則

上、どうしても 『書紀』 よりも慣値の低い nlli 闘記』や ru、桑略記』の記事を以て之を誼

へすことは出来 ないo それを若し自 設の使: LC上やる ことになれば 、歴 史の研究は全 〈共の

椛威 主? 失ふことになる のである 。

VI 

然加工法隆寺論争1は結局どうなるかと云ふに、私は共れは結局樹立の催 、永久に残され

るものであると思ふ のである 。歴史文献仮の感者は如 何に肋棋の腫史「 日本書紀 [を楯 に取

らうと、な lま之と同様の償債のある 文献が、更に多〈 引は れて来ない以上、一或は現はれ

て来て色、 能れが現在の新聞乃至公文書が . 凡に 於てー屯の誤 りなきを云ひ得る者がめら

うか。況んや数十年数百年以前の事を記しに書物に 於てをやである。我 は々 官撰の正史を
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信じ度いのである、併し今論年1 は此の正史の記事が被告となってゐるのである。正史?こる

の故を以て、共の記事の正踏を保設す ること は出来ぬ。必す・や他の詮抜物件が要 るのであ

る。市かも美術史家の多〈は共の反詮に近い材料( 絶劃の誰掠 とは ならな いが) を さへ提出

しつ〉ある のであ る。然らば例へば伽 径の境内を殻掘 して、ｾ土、韓瓦があれば、共の器

綴 とな るか と云ふに 、全面Iに亘っ て其れが残存士fli 積 して ゐる場令ならば格別、 僅かな分量

では誼践とはならない。まに反劃 lこ鹿二士、焼瓦が一部分 にないとて、( 或は全部にないとて

も〉其れは非焼失論の絶!s-J的諮蝶にはならないのである。

VII 

それでは次に様式論者の多〈支持する非焼失論はどうであるかと云ふ に、 尺度論に闘し

ては、巳に 以前に述べ?こ古川、? こ Y 其の様式が推古式 に属することを脅する以上に、非焼

失の絶釘的誰践とはならないのである。まに法隆寺の主要建築カ，支那南北朝に行は れた

様式に属するものであることは 、伊東博士が古 〈述べられに通 りであ り. 共後伊東博士自

身をはじめ閥単 ｦｦ 事士、共他内外のｾｾ者に ｆｊｬ つて東亜各地 に 於いて 、 此の ＲＰ 年来探究せられ

に結果. 北郡の雲尚、古町1 天龍 山等の石油上に於ける、或は朝鮮高麗古墳壁蔀上に於げる

所見等に曲って 、愈々明かに詮明せられ来ったのであれ私自身 も此の南北朝建築の特徴

Tこる 雲形材料の如きは 、所前「丞想形式J ( fancy- form) として、之を漢代石闘などに現はさ

れにものと比較 して、 漢代以来の古い様式の「レムナント」であり 、斯か る様式は唐代 に至

って漸〈衰へ? こものであると論じに所である。斯の如〈 此の様式の盛行は南北朝に 在 れ

従っ て 共れ伝説倣 しに のは推 古ｾｩｽ ｊ であっても、 支那自園 に於てきへＮ共れが唐朝に 至 って

忽然として凱ーを絶つ? ことはl I r r せ' られ子、況んや宮様式が少し遅れて遺存し得可き日本に於

いて. 特に荷・輿の場合など に於いて、推古時代以後も行は れなかっ Tことは云はれないので

ある。様式論は到底共の絶劃年代制在言 し得ないのであり 、叉1: 確言せぬ所に共の長所 と

妙味 とがあるのである。

VIlI 

私は自分の専攻する謬問の性質上から も、 「様式」な るも のを重んす る一人で あるが. 而

かも之 と同時に 、「犠式」なるもの〉語り得る範囲を細心に 吟味するものであ る。私は古物

を愛する こと に於いて敢て人後に堕ちない。法隆寺は感情上草創の俊のものとし度い こと

は山 k であるが 、様式上到底之を確言し得な いのを寧ろ遺憾とする。私が合って云った如

し 天智 9 年の火災に法隆寺が全焼 してし まっ たと は芳へられな い。普通如何なる 大火で

も、多少の携捜建物はあり、そ れによってよ〈 醤様式が復興せら れ得 るので あるが. 之 も

畢克一箇の想像?こるに止 まるのであるコ叉法隆寺 に如何に 多 〈の推古朝の奮物が保存せら

れて居つでも 、是亦fこ非焼失の絶釘的護協とはならぬのである D それは持出すことも出来、
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後に他から移入することも 有 り得るからである。要する に、 文献と椋式と盤方議論の立仰

地主? 異にするもので あるから 、遣った種類の数字を加減出来ないと同様 . 太刀の相交はら

ぬ、川向ひで、互に濁り l喧嘩をしてゐる類である。書事b附薬品式上の研究が如何に精細になり

如何に法隆寺が焼失 しなかっTこらし〈なって行つでも、 焼失 しなかったとは立誼する こと

は出来ない。之と同時に文献減が『書紀 l を況んや他の雑書を根操 としても、共の絶劉事

賓を? 讃明する こと は出来ぬのである。それ故我々主主の到達し得る結語は

「法隆寺が天智天皇 9 年に焼失したと 、『日本書 紀J に出て居るが、共の主要建築は 、

なlま推古時代頃に盛行し? 二 、支那南北朝の様式を示してゐる」

と云ふ簡草卒凡なものに君主きてゐる。それは或は焼げなかったかも知れないが . 或は焼け

ににしても奮様式が、特に或は嘗時なほ行はれて居つにので、w ，¥用せられTこと云ふことを

意味する。而かも之によって我が法隆寺の美術史上に於げる他に比類なき位置は 、少しも

動 格 しないのである。
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〔附記 〕 以上私の議論の量産さな かった所を補足す可告 、私自身 の論文三四をメ ンシヨンして泣き

皮ぃ 。

( 1)  r法隆寺の; u l ; 築様式と支那E拡大朝の建築様式1' '::就 てJ ( 内藤博士還賂記念論文集〉

( 2)  r法隆寺令堂と六朝 石翁寺 J O' f埋ま 、第六; I ! I } ) ( 3)  ｲ 法 隆寺論号 事我籾 ｊＨｾ ｜ 殿 、 第十 二 Ｑ ｍｽＩ



法 隆 寺 式 伽 藍 酪 置 に 就 て

1 序
=-

'"ョ

工 率 博 士 藤 島 亥 治 郎

飛鳥時代の伽鑑配置を分類 して二種となし . ーを四天王寺式と憎 して塔 と金堂 とが前後

するものを指し他を法隆寺式 と稿して塔と 金堂 とが左右するも のを云ふ。そ して . 前者は

明かに大陸の伽箆様式を踏襲しにものに過ぎないが. 後者は支那朝鮮を通じて此の匿の法

例 �［ 先日、且左右均斉を破った性質が大陸的ならぬ黒ｾより見て、飛鳥時代に日本に於いて

創意せられにと見る ー之が飛鳥時代伽箆配置に闘する謬設であ り、 E 定訟とならんとしつ

つあるのである。

以上の設の中、四天王寺式 に闘 しでは金〈問題はない 。支那'浩陽の永率寺、朝鮮民州の

皇龍寺の如き此の配置による 伽箆があっ?こ からであ る。併し、法隆寺式 に闘 しては、 大 陸

に遺例がなし且日本的? ごからと云ふ漠然7こる根践の下に栴せられて居るに過ぎないので

あって、現在の所では斯う推考する他がない事は私も等し〈認めるのであって敢て反劃す

ぺ〈もな い。

11佐、近年五重見に係る百桝の寺土止に多少法隆子式を思は すものあるを悲 に紹介 して多少の

参考に供するに止めたい。之を以て在来の法隆寺式配世論を鑓改しゃうと主主は考へないし、

叉、鐙改す べき費料 としては筒、頗る 荷弱なの である 事は先づは っきりと御断 りして世〈

のである。

2.  飛鳥時代伽藍配置の源流

飛鳥時代の悌数建築が百怖に負ふも のである事は云ふ迄 もない。 従っ て、 飛鳥時代建 築

や伽箆配置は必す・や百慣にあるべきであつにロ然るに百済にはーの木造建築、ーの伽箆祉

の存するものなしとした。四天王寺式配置の原型も百演ではないが. 百済 と同一様式 に操

つにと考へられる 新羅の皇龍寺お1 : の現存配置によ り、 間接的 に之を知 るに 過 ぎない。百Pi

の悌寺は新羅に減lまさ れてより全然l掻誠 に蹄したか 、若し 〈は新雑俳寺 として 櫨慌しにの

であって 、純梓百済悌寺主1 : の遺存するものはーもないとせられた。? こ Y 、百済官IJ 建の 1911ぞ}'

で新羅時代に 櫨 偵 し にも の 〉中には百 憤時代の配置を多〈鑓改せす と認 めら れるも の も Ｑｈｾ

いではない。例へば、全北益山君g繭取l寺は私の考では百梢時代既に創建せられにと思へる

が、共の寺.l:.lI:に就て見 るに、四天王寺式配置に依る伽箆を三虚に 、三律知立の欣態に配 し
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fこ伽箆である事が察せら れる。

然るに、近年に到り百掛最後の玉都であっ? こ忠清南道挟露告を中心として二三の百済時代

俳寺: l : J 1 : が鷲見せられに。之は昭和 7 年より 9 年まで扶徐古物陳列館嘱託たりし大坂金太郎

氏の熱心な探索の結果であって、氏の功績は構するに徐りある 。下記王興寺I止の考察 も氏

の研究になる所が多い。 向 、之を機舎として今迄殆ど不明であった扶絵奮都の真相が漸次

判明する機運に 向ひっ 〉ある事を附記 し? こい。

3. 王 興 寺 の 伽 藍 配 置

扶余は 聖王十六年( 西ffi 己538 年 . 宣化天皇 3 年〉より百桝の滅亡、即ち義慈主二十年(

西紀 666 年、斉明天皇 6 年〉まで 、百演が都 してj四i此と稽し1: 地で、我が闘に併教を停へ

? こ聖王( 日本書紀の翠明王〉 をけ台め 、各代日本に深い悦1係を有 し、恰も 飛鳥時代に相蛍する

時代に蛍るから、飛鳥時代の'iJJ nit の源流は勢ひ直接的 には扶徐に求むべきである。

扶余の代表的伽監は王輿寺である。此の寺は法王三年( 推古天皇 8 年 ) に始る、武王三十

五年 Ｈ併明天皇 Ｖ 年Ｉ工を竣 へ、前後 ＳＴ 年を費しに 大 ＱＧｭｴｾＺ で 、 我が法隆寺に先んじて起工せ

られ、 遅れて完成 しに事になる。勿論官立の寺であって、 王が屡ノセ遊幸 し? こ詑S去を止めて

居る。

新〈の如き重要な寺であるから共の寺担Lに就て多 〈の愚者から考究せら れた。共の位世

が三園史記に

共寺臨水 、形街li 井上盟。王毎乗舟。入寺行香。

とあり、叉別の所に

王奥寺衆{ 骨皆見若有舶将随大7 ] ( 入寺門。

とある所より. 都の北端に位する潤itt 王宮 より錦江に悼 して行 〈べき JWと考へられ. 従っ

て現在有名な大唐卒百済塔のある寺. t J l : は之 に比定し得られす¥或は都の西南部白馬江の畔

に擬せられに人もあっ? こが 、確設 を得予に格って居1: 。叉、 三園遣事 に、

酒ｩ￯ＡＺ崖有一石。可坐十徐人 ｄ 百憤王。欲幸正Ｎ興寺 ｪ 澄 修 ｾｯ 先於 此石望調コ其石自股 。因

名突石。

と記す自温台が白馬江の封岸鋭岩商にある事より 此の地方に寺主止を求めつ〉ある人も あっ

? このである。

果然此の方面に王興寺I止が絡に瑳見せられた 。即 ち、昭和 8 年 12月17 日扶余公立普通事

校訓導監道陽氏が偶然窺岩商新九里より「王輿」在銘の司王瓦を強見せられたのに始る。共

の後此の種の在銘瓦数種の他、刻文互の多 〈が稜見せられ 、本寺上止が往時の王奥寺: l : J 1 : な る

事が決定せられ、 多年の疑が悲に樺然 として解 (tJ1このである。尤も 、在銘瓦は悉 〈高麗時

代の瓦 と考へられ、 ご百済時代のものは見営らないが、恐らく 高盟時代 まで連綿として法燈

ｾ俸へ＿こものと 解 す べ きで あら う 。
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第 1 [副 主 興 寺 社 平 面 倒

賀 ｾＲ 闘 三ｆＮ興寺 社南

よ り見 る。 正 面 の

山 は新城 山。 路の

突き古o は白南砂

氏宅。

路 の 左 1:1餓料 問 、

布 は 法企 回。
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第 31凶 「王! J 1J J 校 生ti ]じ

第 4 m.1  玉 興王寺礎石Ｈ王 ｾｊＩ 益となり居るもの〕

のが多 い。認にj厚 ( J 二m各氏の御好立を謝 す次 第 である 。

此の程児を端怖 とし

て、各匝の考究台、大技J

氏を中心、と し て 震 さ

れ、 絡 に昭和 9 '.下 作、

大 坂氏より法|陸 !t 式配

置を想起 す べ き ｾｪｾ 践が

あるから是非一見する

肢にとのお1Mめを得て

居 t: 。幸 にして 同年夏 、

私は日本謬術振 興合の

援助 に依る堕向南道の

建築調作 の 徐11[.誌を 得

て Ｙ 月円 、 ｊｬｾ 道防

氏等の主主: 内でサ. 1lt 宏容

に調併する 'li b; 川来 r:

吏に 、十六余古 物 lilHylJ :1¥ 

保管の同. o: 'i :J: u: 川十ーのJ.[

の顕 ｾｾＴｬｩ 影を得 ｦＺ か 、

之れ偏に同船 ｉｉｪｩｾ ，i  t  ijl. 忠

俊氏の好意に依るもの

であり 、後 、私の{ 衣服

に依り 、供 、lLFJ 二氏が

寺 社に闘する 地 路|品|伝

送っ て下さ つに。押入

国は此の結果に依るも

王興寺 I止は j問J t山城の王宮故地剖li る事泣からす、百済最後の悲惨な雌史を?止 め1: 孫花

肢の西南に科近し ＿ｩ ［ｴＪｙ ｾ ＨＭＺ ｫ 1こる白馬江釘岸の景勝のi也を占 め、自温接は共の南岸に位置
1  

するから 、 記銘の示す如く 、 ｾｰＮ ｔ Ｇｪ {f LHで白馬江を西に横切って自温誌に到札北航手'i :l"j に

詑 し得る のである 。;1じ後には前城 山高〈 三 f (j :il;k: に発え 、中腹を? 間続する城壁lま百桝の阿 l己

城 で ゐる。共の左右 ＱＱＱ 丘 ［ は南に仲ぴて背 ｮ Ｚ ｛ｉ 白虎の ｾｬ をな し て ￯ｌ に到 る 。 是等の 山 ＮＮｅ￭ＺＮ Ｑ こ 三 方

を1)1.
1

紛せられ . 南方自民i 1: に臨む卒担地は東西約 2 丁 、南北約 3 丁 、北方はや〉高 u政側

の民家あ り、そのM方漸く降ってー商に 説委*11限 は 和 出 となり 、南端は著 し〈 低iAI の地で

めり 、白馬主[ 楠 水の際は一市[ に 氾濫 する か? とな ると 云ふ 。或は f土時は此の部分 も江の一部



であったかと考へられ 、大7] ( に随ひ寺門に入る の記事は愈 ki 塑刺として生きるのである。

此の卒地の日 ｬ 持、中央を北上する 道 があり 、 自ら伽 ｉ ｾ ｊ Ｚ の中央Ｚ参道の名銭 を止めるかの主ｦＱ ¥ 

である。此の也 を行事詰めに }i Jj に白南怜氏宅あり 、之を中心として主要堂塔があったら し

い。 宅前の庭 に石併と 説、められ に石 があるが 、私の見1: )iJf では風化甚し し 来して石併で

あるかを究め難かった o l! i' し、同宅の土壇廻りには立i反な花樹不1)主の土菱石あれ }iJf k に

八寸角の造り ｉＡｾ めを穿ち 、 其の間隔 ＶＮ￭ Ｗ 尺。之を 蛍時の尺度 で 六尺 と 仮定 すれば、 共のー

パは l出尺の 1.13 尺弱 となり、 '1' 告. 飛鳥時代 に使用 しに東説尺 ( そのー 尺は曲尺の 1176 尺

後) に近い。叉. 後庭の醤輩韮に使用されて居る数筒の礎石は何 れも風化磨滅せ ね花崩石

製で上 l古[を方 2.[) 6尺乃至 2.48尺に造り出し1: 百済常用の様式に 成 るものであり、 是等は何

れも 百済時代の遺物 と認 められる。

其の他にも此の種石材は各戸Ur に散私して居るが . 何れも移置されて居れ奮状を保つも

のはー もない ｯ 古老の体 へに 依る し明治初年まで礎 石の羅列を ｪ 卜 Ｎめ ｦ こが、劃岸に住宅ｾ

築替の際共の多¥ ｾ搬び出して士Ｉ立や階段に周ひられて了つにと 云 ふ。現に封 岸 に此 の 陀

の石材ーが頗る豊富に使用せられて批翻を来して居る家がある。頗る惜しむべき事である。

宅 の 背 後 に 竹 薮 あ れ 在銘瓦は此鹿より鷲見せられ7こと云ふ コ

宅の前方 は一面に低い聞である。此鹿に最も 重要な事貨を認める 。

共のーは 、路の西方 135 蹴水回の北部を里人は 1守来セツテー ベキー・ ノン ( Suete-beki i -

110n). ｾ撃 して「 鍛隊出 ｊ 1: 補する事であ る。鍛俸とは何であ るか。 按するるに、 塔 l頁ぞ飾る

相輪であら う。塔は陵減して相愉が永〈地上に放置せられ仁川 より 起つ に名稿であ らう。

然らぱ此の地に培婆が存在 しに事 になる。

其の二は 、路の東方 、52蹴7 k RI. 62披 水田 の西部より路を越えて 135披水町の東部に亘

り里人は古来ボブタング・ノン ( Boff-t ang-non) 詳 して 「法堂回 」と稿する事である。法堂

は即ち金堂 と見て可であら う。地域は蹟漠 として要を得 ないが . 要 する lこ塔婆の東よ り東

南に蛍って金堂が存し? こ とj併せら れるので ある。

奴 て、地 勢上 、 寺は南面 し＿ こ事明 ｩ 僚であ る ｯ 然らは 、 伽ｾｾが天 王 寺式である ならば法堂

I l . l は少〈も塔婆の北方にあるべきである。然るに 、東方乃至東南方 lこ存する事は 、宛然法

隆寺式配置 を想起せしめるに込りるではないか。 堂塔の間百尺前後で、 此の式 としては尺

度上からも先づ常識的な間隔と見てよいのである。そして白南衿氏宅地附近は諦淳' 若し〈

は伶房の極類の建築所在地に営る諜である。

本ぞ Ｇ ｪＺ ｊｉｉＺ には向 、 多〈の ｪｬｾ 鳥奈良時代の伽 Ｇｈ ｾｊｾ 配置 を止めて居て興味 が深 い ｯｭ ーに 、 僧 房

のIIWに井戸があ るべきである が、本子'i:JII: には白T14診氏宅後四方と 、東南方- l 1蹴 空地図端路

傍 と、 西方 チユンコ ル( Chun・kol，僧谷〉との 3 箇所 に古井があ る。 恰 も東室 ・凶室ー . 北 室

主＿暗 示 するが如〈であ る。 而も 、 東方古井の南方 、 恰も法堂回のｾ ミ 方に嘗り 、 チン Ｈ チヤ 〉

チプ・ノン ( Chi n ( cha ^ ｃｨｩ｢ Ｎ ｮ ｯ ｮＮ 長 家田 ｊ と盟稿せられる 苦 ｾ ｾｊｉｉ あ り、 「長 い家」なるも の
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が僧 1忌形式 を如質に物括 るかの様である。

史 に 東 方 山 際 に サルプ ｊｌ キサ ン Ｈｓ ｡ ｬｰｵｬｫｩ Ｍ ｳ ｡ ｮ Ｉ の 地 名あ り 、 「 係当 ｪ ｕ ｾ 意 味し 、 その先 に

ノルメキ Ｈ ｎｯｲｵｭ･ｫ ｩ Ｉ あり 、 都馴をと意味し 且つ鹿 世 ￍＧ ｊ ｾｾ 連忽 せ しめ Ｎ 共にｻ弗ぞ ＧｩＺ と大いに闘

係あり 祭 に見 え る。

是等の地名の存する所 を 悉〈苛 ＮＺ ｊ 或 にカ ｈ ふ れば Ｎ ミ Ｇｩ ＺｊａＺ ま頗る威 か し で殆ど平 地 の全部をｾ ，lj め

る，Ｑ こ Ｇ＾ Ｎ その ｊ ヒｾ Ｎ 白氏名後方は 地 勢頓 に 隆 起傾斜し 、 現夜では到底 寺堂の 佳 つべ き 械

な所でないο 惟 ふに、 営 殴滅後数百年間に後方の山上が地壊の荒殴に 伴って前 )j に抑し

/.+'，して来 て( 支那. 朝鮮では得て有 り勝 ちで ゐる) 卒担部 を担め、現在の地11予をな しに ので

あ らう。従って往時は現在の地形と異なり、後方に更に平坦の地 d， 1) . 前 j j 間入する 白隠

ｩ ｟ ｃｾ 控へ ＱＺ 坦 ｫｴ こる 寺 地主＿成しにも の で あら うと 信せＧられ る。

4 結
五

回--="" 

以上 、主興苛: j : 止を叙して l岐路に 亘った貼も多いが 、此の際 に述べさせて貰った迄であ る。

要するに、本稿に於いて の重要事は . 金 堂 と塔 と東西封立の勢 を? なしに月! f 調法隆寺式配置

を思はす黙あるを指摘し Ｗ こ ［ 事である。但し 、既に荒 ＱＮｾＨの限にある 寺 社であ るか ら決定的論

断は頗る危険である。第一、恩人体へる各種の小字名が幾何の史質的悦値を持つや に就 て

考へねばならないが 、本寺が高麗時代まで縫観したものであるから 、名陥は 其の後の予芝生

lこ依る のであっ て比較的新ら し〈 従っ て鑓改の自余地が少〈 、E つ地名が案外に民営体へる

事は内地 の各種の例で底 々開験す る所であ るから 、目昔、信せ' られると思ふ。

法隆寺式配置ら しい ものが百済故地に見イーJ-b>つ? ことは何と しても奇怪である。それが首

然 fごとも ‘ そんな筈は ないとも考へられる。私は之に附して現在は共の 何れをも 採らう と

しない。より催貨な資料の出現で決すぺ事 事項であ る。TこY 、法隆寺式配置の現在の観念

が徐 りに 一方的でないかけ: Q れるの i徐 札 百 桝 の 例3吋| いて 、多少の注意を一般に強い f二

次 第である コ( 昭和10年己月 1i 日)
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法 隆 寺 食 堂 所 用 材 料 に 就 て

大 瀧 正 土佐

法隆寺岡賢建造物の大修理が咋昭和 9 年から f着手されt: ことは既に御承知の通りである

が. f1' 1; 年度に於て修迎1工事に着手し t: 東大門、食堂及細殿 、東院1S! 堂及び 、鋭機の内、東

大門は本年 2 月に竣功. 食堂及細殿は 3 月に竣功 し、 他は引続き工事中である。線、て今阿

の修J : ! ] 1 . 工事に営つては 、所用材料の調杏ーを充分に行っ て、成る ベ 〈在来のものと異らさ' る

材料ぞ用ふること、してゐる。在来の もの t いつでも 、建立蛍初から の ものと 、後世楠加

し? こもの とあるが 、概 して云へば . 建立嘗初からのものは材質が良好であり 、後世締加 さ

れにものはあま り良〈ない。これは後世修理の際に所用材料の l吟味を充分しなかっ ?このに

因るであらうと思ふ。材料の調夜は . ぞれが何であるか . 即ち 、木材で云へばそれが檎で

あるか、棋であるかといふ判定の他に、槍といふことがわかっても 、それが現在の檎 e，日

質 、強度等に就てどう遼ふかといふ比較もしなりればならないので 、仲 k 短時日に全部を

やって仕舞ふことヵ :出来ない。現在営事務所 lご於ては . 特別の調脊.機闘を設げてこれらの

調脊ーをしてゐるのではない ので、充分 にやるには仲々の時日を要するが、間賞の修理工事 、

まして1300年来の由緒める法隆寺の修理には 、この所用材料の l吟味といふ こ とは欠ぐべか

らぎる重要なるものと考八て現在調帝王を績げ てゐる 。

きて、食堂所月j 材料のうち. こ ':> 1こ御紹介するのは. 食堂建立営初のもの主思はれる石

材及び瓦に就てヲ ある。併 L 前述の如 し材料の調脊. も緒に就にばかりであるので. 極 〈

概略に止めたいと思ふ。

食堂所用の 石 材の内古いと思はれるものは荘礎石である。これはＡ 享 き ＴＳ 籾 ｾ . 一漫約60椀

第 l lillJ 食 堂 礎 石 金 長 第 2 1剖 食 堂 内 部 礎 石

4 .1  Iν 
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ts 3 間 食 堂 前 面 礎 石 第 4 v.. n 食 堂 '/，r 而礎; 石

の立方形で下方は精狭り上端には 潟県 第 1圃 に見るように闘形刺1 ) tHし が あ れ 中 央 に 闘

形柄穴を穿ち、一方に溝を掘ってゐる。この形式の礎石は奈良時代によ〈使閉され? こもの

で、食堂の建 立年 代を狗 ｬ る一つ の鍵となる であらう。こ の上部の ｉ ｐＮ ｉ 形繰 り ｾｈ しに Ｕ 種あっ

て、 第2 圃に示すもの20側、これは内部の礎石として用 ひら れてゐる。 第三国の もの 611材、

これは二重春11 り出しを有す るもので、前面の礎石に用 ひ られてゐる。 芸大は 第4 圏の もので、

背面礎石として用ひられ、一部二重の刺り出しとなってゐる。この附: 11'1剥り出しの種類が

三稜あって、 これが前面 、背面、内部と使ひ分りられてゐるといふことは 、従来知られて

第 5 I品l 食 堂 礎 石 間 列



尽ないことで . 如何なる意味をもつもので

あるか不明である 。食堂礎石線、敷341161の う

ち、北側南端の ものは後世取換へ られて花

尚岩 となって ゐ るが、そ の他は線、て食堂創

建営初の もの と思はれる 。( 第5 圃. 向って

右が正面柱列)

この石質 を見 るに、 表面よ り)与さ約 l 糎

位は梢硬化して淡初色を呈 し. 表面は多少

・・・・・・・圃・・

卒滑で光津のあ る部分もあるが. 内部は淡 賀'} 6 間 食堂 礎石破援 7状態

被色叉は白色 で、外皮 に比ペて著 し〈脆弱で ある 。その矯 に外皮の一部が別離し 1: 部分で

は、内部の崩壊 が容易とな って、 著 し〈凹んで ゐ るも の もあっ t:
o

( 第6 園 1 この岩石の表

商のみ鞘硬化してゐることは比較的孔援に 富んでゐ る岩石 にはよく あ る現象で 、これは岩

石孔綬中に浸潤しに所謂坑水中に溶解 して ゐ る鼓酸、鱗介 、石皮質 その他の物質が 、水分の

君事費に伴って 毛管現象により岩石表部に近〈 集中沈澱するによるも の と信ぜ られてゐ る口

建築物各部位 に於げる 礎石の風化崩壊 の模様 を見 るに、 外部 に商するも のは岩面の損傷の

部分が比較的多いが、内部 のものと雌も風化を菟 れることが出来な かっに ゃ うで 、多少の

損傷 をも 認 められた。外部に面するも の〉内で風向等 によって風雨 にH暴露され ること の多

寡に よる 崩壊の程度の相違とい ふ ことは めま り賄事子ではな し 背商即ち、 北側のものが鞘

崩凄が著しいやうに見受 げられた が. それ は自然的の原因 よりも偶然の機械的簡般が誘因

t なって、石材商の硬質薄 皮が損傷さ れ、

内部が比較的脆 弱 なる震に崩壊 が促進 され

たも のが 多い や うで ある。建物内部に使用

されにも の 〉内. 荷重の震 にl政援分割さ れ

にも のが一個 あつ にが、( 第フ圃〉これによ

って見 るに、 石材の中心部 に至 るま で一様

に風化費質して白色乃至淡掲色金呈し てゐ

仁。 こ の石質の調布 に は 京 都怖 岡 大 ｾｊ ｊｊｬ Ｎ 腰

部講f:rt i森本篤 夫氏を煩はしに のであるが 、

この石賀決定の概略を述べ ること 冶する。

市 7 ｩ ｩＮ ｾ ｬ 食 堂礎石 断 ｬ￹￮

この石材は一見白 色凝次岩様の外概 念呈 してゐるが 、之れ念日Ji! "i c して顕微鏡下に 検 す

る時は明ら かに火 山岩の組織を示し、人法石等の疑{ t >}爽u l診I也は全 くない o RJ l ち淡柄色乃

至無色 の幸子 しき 流理を示す 波f{品質石基中に、 石英 、長石、 黒雲母ーの斑lT1を散勤し、こ の他

に郷石類の襲成物と 見 ちる、 黒色不透明の銭質物を含み . 稀 には柘棉石の微品 を認むるこ

4 3
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封' :8 聞 食住礎石寝i微鏡篤良

とがあ る。( 第8 圃) これは明らか に石英安

山岩、精幸容に云へば、黒雲母流紋石英安山

岩cBi otit e Rhyodaci  te) と稿せら る〉も の

であち 。岩石製的 に見て之れと同質の岩石

の産出地を法隆寺附近 に求む るl二、奈良府:

11Uを1n; 都介野付 . 東里村、針リ峠 .BIJ 所 村.

宇陀郎三本絵村等で . 往昔に於げる食堂石

材の搬出地も恐らく、 この方商であらうと

推測される。中央近畿地方に於て . 石英安

山岩の産地としては前記の他 に、大和河内

の閑境上に於りるこ上火山に 属する 寺山、

鉢伏山四遁にも 産するが 、これ ら雨者は願

微鏡下に於ては明瞭にF日Jj することが出来るのである。

$ 9 問 石 英 安 山 岩

)il; l O附 白石堂 ｉ ｬｊ 石英 安山岩ｾ

出欣態

JV  4 4  

さてこの食堂礎石主同質の石英安山岩で

風化しない新鮮なものは、現在の食堂礎石

とは全〈外観を異にした、黒色竪織の政哨

質石基中に石英. 長石、黒雲母等 の斑品が

散賭してゐるものでパ第9 圃 ) この耐腰 、耐

火、そ の他物理化製的試験は目下進行中で

あるが、類似岩石についての試験の結果は

花樹岩に比して著しき遜色を認めないやう

で‘ 殊に| 耐火力については花崩岩に勝って

ゐるやうである。

食堂の礎石が営初使用されに時に、どの程度 に新鮮な

ものであっ? こか といふことが疑問 とされるが、現在産州

地 の ａａ 態 を見るに、風化の進ん ＱｾＧ 脆弱部は、地表に於て

は流水等の1誌に容易に削 》りされ、叉は政昨し易〈て、相営

に大なる石材として採取は困難であることより 察 して.

使用営初は新鮮なる黒色竪維のものであっ 1= e.想像 され

る。それが i 千絵年の長年月を通じて 大気に H暴採 されに

る震にこの 61 糾立方の岩石の中心部に至 るまで風化後質 し

たも の と考へられる。今回修理に際 して . 在来使用の も

の t 同質の石英安山岩佐得る震に、収下字陀tNI. 山溢初;

ｾ探脊 Ｎ の結果 、 食堂礎石採取 に 最 も よさ依件を備へ る地



第 I ｉ ｬ ｩ ｾＱ 食堂宇 瓦 二種

として. 山溢郡都介野村白石{ 型

橋堂山ｾ選んだのでめる。Ｈ第

1 0圃) この地より 採取の石英安

山岩は黒色堅使の，m鮮なるもの

第 121剖 食 堂 大 瓦 表 面

で、これを在来の通りの形に加

工して用ひたのである。

芸大に屋根瓦 に就て述べゃう。

現在使用されてゐる瓦は‘ 新嘗

雑多で各時代のものを混用 して

ゐるが. 一番古いものと思はれ

る瓦が二種ある 。 そのーは前rlJ

約 325mm. 長さ約 485mm. 厚さ

約 20mm. で、 内商には布白金有

し、外商は箆 にて摺り均し叉は

指 にて拘lへつりに色の〉ゃうで

指紋の見られるも の もある 。第 1 1圃

の右の大き な方がそ れで、第 1 2圃.

第 1 3 圃は その表装の拓本である 。

これは形月犬、品質共非常に不揃ひで.

且つ凍害ｾ象っ て ゐ るものが 多 い 。

食堂の瓦 としては 少 し大きすぎるや

うであるが、先年出土した瓦にはも

っと大きなものもあったゃうである

から. 或は昔はこの位の大きさのも

のを用ひたのかも 9'11れない。こ の瓦

4 5
1 V  



第 151司 会 堂 純 f I 瓦 表 而I

第 161丙i 食 堂 縄 日 3己 主E 商

第 17凶i 食 堂 ) L ](. 

I V  4 6  

の内に一枚箆者で堂の形を 拙い

7こも のが稜見され た( 第 1 4圃 )。

これは法隆寺金堂の如き縫物

の形を描い たものらし し 亘居

の堂で大企uの雨端には鴎尾を附

してゐる慣に珍らしいものでめ

る。この種の瓦の i波壊しにもの

を見る に、土質及び焼事方等区

々であったらしく 、l人l官官の 黙 き

もの 、自 きも の、総色 、持 色等

その他係のみ白 〈中黒きもの .

その反封のもの等、叉それらの

中に 、白. 赤 、紫等色々の!]、石

の散型li するも の等あって 、瓦撲

の技術の米熟且つ設備の不完全

なる時代の もので あ ることがわ

かる。併しそれが i 千徐年後の

今日まで. 完全に使用されてゐ

たこと及び. 今後使用に地える

ものがあることを? 考へると、五

の誇命の悠久なることが裁はれ

る。

共に他の一つの古い瓦は、第

1  1圃の左に見えるも ので、前の

ものより柑小さ〈、前巾約 270mm. 長さ約 36 :mm.  

l手きが-J 2 0 mm. で内商 にはギli 自を有し 、外的iには縦に

探〈糊闘を附 したも のであ る( 第 1 5園 )。これに封する

丸瓦は 、長 さ約 el2fJ m 111. 巾約 16乃mm. J事さ約 1811111¥.

高さ約 75m m でこれもやはり内面にはイli 目、外凶j に

は細目を附してゐ るが 、この外商は箆で摺 り均しにの

もあ る( 第 16 圃 .第 1 7圃 ) 。この外泊. の斜IIIヨは - j- I牟瓦の

タ ト ｉ 白 ｬ を箆にて摺り均しに上、細ｾ各きつけた木片で叩

き締めたもので 、細目の聞にその浜跡が見える。又一

旦 Il Dき締めた上に更に摺り均 した の もある。この縄問



は規則 if しく 卒行に打ったのもあるが. 筒LQ忌lこ縦横斜等に打ったのもあり . 叉意識 して縦 .

樹、奈斜［ヰｾ Ｚ等等に打つて文俵をを＿表はしてゐるのもある。ヌ丸 ｌ 瓦の方は一 ｪ戸ヨ

り均し? 七こものカが: 多いやうでゐる。こ の極の瓦も自前tT l にこ述ぺ? たこものと同じやうに 形力が: 不揃ひで

ゐる力が: 、概して焼きカが: よ〈し、猫今後永久 に使用し得 るものが多い。これらの瓦に射する耐

寒 Ｎ 耐摩、その他の試験、用土の 分 析Ｎ吸水容の洲定、等の物理化接的試験は未 ｴｾＧ 終了し

ないのでこ〉に述べることは出来ないが I汲7 ] < ? > 容についての簡単な測定の結果は 2 ，%から

10，%の間 にあって概して良好の成簡を示してゐる。

従来. 古五に闘する研究は主として巴瓦、府"p，i 瓦その他文様のあるも のが酎照として用

ひられにゃうであるが、今後卒瓦、丸瓦等の研究にはこの法隆寺使用の瓦の調1 1 : は重要な

る資料となること〉思ふ。今この二種の五について考ふるに. 前求は後者に比して技術幼

稚なる黙があり、大きさの黙に於ても前者ははるかに大きいので、この二種の瓦を同一時

代のものと考へることは困難のやうである ι 後者は一般に奈良時代の瓦と推定 5 れて居り 、

食堂その他法隆寺の各建物には相営用ひられてゐるが、前者は、これより一時代を遡るの

ではないかと考へられる。飛鳥時代と栴せ らる〉文様瓦が底 k 出土してゐるが、文様瓦よ

りはるかに数量の多い卒瓦が全部倣壊しにとは考へられないので、その一部は現在まで輔

k として使用されてゐても一向差支へないと思ふ。併しこれは自分 一個の憶測にすぎない

もので. こ れら瓦の凡て の調奈が完了しに時に始め てもっと 正確な判断が下さ れるものと

思ふ。

以上甚t: 間翠であるが、食堂建立営初よりの所用材料と思はる〉もの〉内、石材及び瓦

についての御紹介を終ること h する。( 昭和 10{ド3 月20日〉

4 7  I V  



飛 烏 建 築 の 持 色

藤 原 義

飛鳥時代の建築界と現存せる飛鳥建築

飛鳥時代とは悌数体来の欽明天皇13年( 皇紀1212) より、大化改新( 1305) までの約百年間

をいふ。悌数体来は表面上欽明天皇13年であ るが‘ 非公式には少し早し遺腫天皇の御時、

タソト

南梁人司馬遼等が俳像を将来して私かにm盟拝してゐ? こことがタ11 られてゐる。併しその頃に

は勿論特別に悌堂を建てにわけではなしその後蘇我ifi 目が向原の家を捨て〉寺となし? こ

といふのさへ、未fご俳堂の障 を具へ? こものではなかっ? こ。敏主主天皇 6 年( 1237) 百憤王が僧

侶呪禁師と共に、悌工、造寺工を奉つ? こ頃から、寺院建築が迫 k 賓現の緒に就き、同 13年

には蘇我馬子力5石川の宅に俳肢を営み、翠年には大野丘のほとりに我園最初の似11粧を建立

しに。

イ弗教を扶んで蘇我、物部雨氏の勢力争ひは蘇我氏の勝となって愈々俳教の接頭を来し‘

翠徳太子の御力と相まって更にその速度を加lへ、か〈て四天王寺、法輿苛: { f 始めとして、

謂ゆる七堂伽東完備せる大寺が相次で建造さる〉に至つに。同時に寺工、錨繋! 事士、話工

等も細々来 IJ ，i盆寺の技術も大いに進ん t:' 0 推古天皇32年( 1284) 即ち例数億来後72年して

天下の寺数46 ，イ丹侶816 ，尼569人あつにと: 去はれてゐる こ放に飛鳥時代金惜に互つては更

に其数を加lへた筈であるが、共建築の大部分は跡もな〈亡び、? こまたま在るものも名ばか

りで、建物はすっかり後世のものに費七或は周囲の聞に礎石のみを残してゐる。

而して唯r:: 僅かに法隆寺の金堂、五重培、中門、歩廊と、法起寺、法倫寺の各三霊塔fご

けが昔時のヨ与を現在に体へて来たのは幸ひと云へば幸ひで. 俳数建築を我に停へ? こ: 支那、

朝鮮等の本家本元に宵いもの〉師に亡びてしまっ? こ今回、支那南北朝時代の木造建築の異

様式を示すものは、是等の堂J ; 停をおいて世界の何庇にも求めることが出来ないのである。

上古建築には宮室、住宅‘ 紳社. 射器等があり、宮室建築が建築界の重要な地位を占め

てゐにが、例寺建築が輸入されると共に、中心は是 に移っ てしまっ? こ。俳守建築が非常 な

鷲展を遂げたに反し. 神社も宮室も在来様式の蛸製で大しTこ鑓化なし漸〈飛鳥末期をす

ぎて宮室等が極〈僅かに悌子' 1 : 建築の影響を受けに位であった。即ち皇極天皇の飛鳥宮殿は

未t:' 板立で、商明天皇の御時初めて瓦茸官主主が計i! 刊され? このであっ t: 。

I V  4 8  

官ｾ寺建築は大陸から新に入って来 ｴＺ 建築で、共技術家も最初は主として彼の園人か蹄化

人であり、障って大陸建築の直話は菟れなかっ fこが、現存せる遺構等より考察するとき、



3そー*-団
共割合には異国臭味を院 して後程日 :本

化し? こ趣きを有し、中には日本に於て

ー 一一回 - j- 目

: 去隆寺式‘ 配置 l

創造 されにと考へられるところさへ砂

〈な かっTこ。

嘗代建築の特徴

法隆寺以下に於ける飛鳥時代建築の

遺織に依って知られる とこ ろの首代建

築の特徴の 中、 注目すべき 二三に就い

十

て記せば大韓次の如〈 である。

伽箆には一定の配置法が

あった。法隆寺の例に依 る し 東西南

伽藍配蓋

実=ー

北の歩廊で固まれた矩形の一廓内に 、

; 港婆 と金堂とが東西に並び、南歩廊に

四

天

王

寺

弐

島

国企

は中門を聞き 、北歩廊には講堂が控へ 、

中門主講堂は南北一直紘上に、塔婆と

金堂とはこれ と直角に交る紘上にある

やうに配置され、堂塔何れも南面して

ゐf: 0  ( 第 1園 其 1 ) 法起寺、法愉寺 、

野中寺、定林寺等は此式に属し、法隆

寺では塔が西に金堂が東にあるが、こ

れは必しも一定せす・塔が東に金堂が西に置かれ? この もあっ7こ。

此配置法ともう 1 種の配置法がめつ に。それは中門を通る南北ーー直線上に南から中門 、

塔婆、金堂、講堂が配置され? こもので， ( 第 1 国 共 2 )此様式の最も代表的なのは今回風害

で培の倒れに大阪の四天王寺である。四天王寺の創立は推古天皇の即位元年( 1252) 、法隆

寺に先立つこと 15年であるが . 後世火災等のにめに堂犠壷〈新しく鐙り、金堂以下多〈の

建物は文化 9 年 10年頃の建立で漸< 120 年位しか経ってゐない。最も古い東大門で 3 1 4 - 5

年前のものである o 111 し寺地は全〈昔のま〉で 、堂場;の配置も最初の式 全踏製し、中門を

通る南北一直線上にヰ 金 堂、講堂が順 に並んで ゐる。 第 1圃 に示す法隆寺式並に 同天王

寺式の伽箆配置を「百済様配置」 といふ。朝鮮民州、| など に残されにる寺社に依 る し 何れも

凶天王寺式の配置を示し、法隆寺式は一つも見蛍らぬ。そこで 、朝鮮から 入って来 たのは同

天王寺式配置法で、法隆寺式のは日本に於て工夫され? こものであらうと考へられてゐる。

l f 闘の建築に於いて、或は伽箆全障 として 、共全憶の形とか均

4 9
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伽藍建築の全般的特色

費 とかを重要l視 して、個々 の細部には拘泥せす¥ 即ち大局 に着目 して細部は臨機! ! [ F; 受の鹿



1T基奇

置をした 。例へば法隆寺金堂 に於

て、或は中門に於て、上居と下唐

との大 きの比例、 高 さの比例など

を最 も均合の良い割合に定 め. そ

のために起る上下位位置の喰ひ蓮

ひなど は:立に介してゐな い。 或は

極の 1 本 l 本の大 きやその間隔は

不揃ひであ るが、 軒全樟としては

美しレ真反 りにしになど は それで

あ り、叉規則正しい百梢様配置の

。m峰であり 乍 ら、iL8; と金堂 との高

づf ' =司 ｊＮＧｾ舟寺司書風去、
さと 大 さと の均合 から ｾ ｜し、て伽 箆

全憶の宰間的均合上、中門左右の歩廊の長さを少し加減して、 金堂の在 る東方 を少し長 〈

してゐ るな ど、規則に拘泥してゐては到底出来ない仕事であ る。後世にな る程種々な規絡

が出来て 、それ等を不動の鍛則と して ‘ 新 しし、意匠創意舎は ?こらか す ことが少〈 なって .

建築の美術的慣値が低下するのであるが、こ れは建築家の質が段 k 落ち 、単なる技術的工

匠 になって行った?こめで止むを得な いこ とであった 。

飛鳥時代の建築は 、金慢の形が安定的で 、而 も安定に梢もす れば伴」、沈帯が な し む し

ろ費化に 富み 、躍動的な活気に満ち満ち てゐfこ。法隆寺五重搭を? 見る に、他の一般五霊峰

に比して初重 より 上居に至る落ちが大で 、即ち上唐に至る逓減の度合が大で 、且つ各重の

軒が割合低し、 ο ぞれに屋根勾配経〈軒深〈さし出し‘ 地上 110 絵尺の高峰には地に這ふば

かりの安定さがある。而も軒の出に盟化があり、深い軒を受げる語科検の構架が雄大であ

る＿こめ 、 会開に躍動的な活気 ｾｩ 張らしてゐ る のである。

建築のか〉る特色は、結局均湾の特色に附するのであるが 、此均戸f. JI1均殉美は . 車に

形態の均殉ばかりに依って得られにのではなしその字面は力の均済に依って裏付げら れ

てゐるのであ る。即ち阻止Eの胴彊り 、話持棋の曲線に流れ る力の緩急から軒の線に至るま

で、それぞ れに 力の連続があれこれが全閣 としての形の均肖に織 り込まれて 、か 〈も 美

はしい旋律を以て人に辿るのである。

建 築 各 部 分 の 特 色

基壇 立派な建築には 2 重基壇が) . 1 1 られに。法隆寺金堂やi苓にあるのは即 ちこれで 、そ

の積方は普通の壇上積では葛石と地盤石 との聞に束石を迭り、京石聞の羽目には比較的規

則正しい石を入れるが 、これは束石が無 し 且つ高石も壇上に敷い fこ石の縁がそのま〉主主

石の役 目をな し‘ 調自の ところ の石 も不規則な任意の形の石毛? 遁嘗 に積 んで ゐる。石質は
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当官三ｾ 、 i玄i ' t 寺令笠宮本斗耕、

正:::;;;;'

、‘ ・-ー

今回 fヨ

iえf笠寄金堂 tt 竹 久 肘 永

後世は花尚岩が多 〈

用ひられる が、ここ

では援次岩榛の軟い

石が用ひられてゐる

屋根 屋根には四

注 、入母屋 、切妻な

どあっ? こが、入母屋

遣の場合 には銀葺 と

いふのが行はれ? こ。

銀葺の屋根とは 、四

注迭の上に切妻をの

せると出来る形で、

法隆寺金堂内 に安置

されてゐる 玉撤回子

宮殿の屋根がこれで

あり、飛鳥時代には

此式が相営にあった

もの と考へられてゐ

る。大棟の雨端には

鴎尾を上げ . そして

降棟の先端には稚児

棟は未 f:.' 出来てなか

っf: o( 稚児棋は奈良

時代になって出来Tこ

) 瓦の葺方は本瓦立

であっ fこが、丸瓦の上方が少し細まってゐて、此細い方に次の太い方を重ねて行 〈行基立

とい ふのが行はれてゐ＿こ 。 行 基菩薩が 謹明し ｔ この ｦｾ らう位に考へて名付りられに葺方らし

いが、 行基より古い飛鳥時代に既に存在してゐ て、現在此式の瓦の瑳見されたのもあり 、

玉描厨子の屋根も立振な行基茸となっ てゐる。

大阪四天王寺金堂は銀屋根である。文化 9 年の建築で 、蛍時の設計ーでは三重屋根にする

つ もりであつにのが 、最_ 1: 唐を? 省略 した Tこめ偶然銀茸の形になっ? こ とも思はれ るが、仙llYi

配置の奮制を忠資に保存して来 ｦ こ の に考へ 合はす し 鋸茸も結局創建嘗初の ｈ ｬ ｾ 残すもの

と考へられよ う。

桂 闘佐1: は胴に膨らみが作られた。ギリ シヤ紳殿住 などのエンタシス ( Ent asis) に相
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ヨF 主 1羽 法 隆 寺 会 堂 勾 非 開

賞する。桂に膨らみの

あることは、荘が抗座

材 として上方の荷重を

受け て働いてゐるとき

その荷重に劃する反援

力を表は し、 桂に安定

感を奥へる。此膨らみ

は、奈良時代に入って

も行はれ? こが 、膨らみ

の度が非常に軽微となり、女時代の室生寺五重崎中心柱を最後として消失してしまふ。飛

鳥時代のはそ れ等に較ぺると可なり著しい膨らみを持ってゐ 1: 。 そしてその度合ひは出鱈

目の ものではなし 荷重 にｾじ、構造に ｬ 感じて 緩急Ｚよろし きを 得 ｦ こ。法隆 寺金堂 、中門Ｎ

歩廊等に就いて見るに 、金堂のは最も著し い 歩廊のは最も軽微である。こ〉に於て柱は

適度の安定感を持ち 、 その反般力に依って躍動的な力の均殉が示されてゐる。

料 棋 飛鳥時代湖特の材供として雲村械が用 ひられに。一種の雲形の倫廓を もち、第3

園のやう に普通の肘木と枠とを同時に粂ね? このと、 第4 圃 のやう に肘は普通で 、オサTごり 醤

形になっ7こものなどがあっ fこ。若し近頃に現はれにら流線形枠棋ともてはやされたであら

う。 所 k 輪廓 lこ沿ふで流棋があり、渦捲もあって 、不得要領なゃうで其宜は甚1 : . ' しっか り

主要 を得Tこ形をしてゐ る。 長大な尾極 と組合はして、深い軒{ t >悠々 と受け てゐるところは

雄大豪) 仕である。

普通の料供もあつにが、簡皐な三科位なものである。肘木下端の曲線は非常に雄効で 、

上端笹繰の線 と相まって上方に替曲し、力 強 〈上方荷重 { t > 受ける勢を示してゐる。J l す木木

ロの縦線も. 一般の場合の直線と異り、科の材繰の棋を受けて幾分外方に暫曲し、反縛して

I V  5 2  
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肘木下端曲線に移る後一角が甚fご尖鋭である。

飛鳥時代の曲線は一般に 、忍冬唐草でも{ 弗像

衣紋の袋線でも . 太〈鋭〈替曲し反持する。

肘木曲綿も結局其一例に外ならぬが、 j怖を? 突

出して上方の荷重を支へる部材としては、理

想的な形と云ひうる。か〈て礎石から 屋根に

至るまで . 桂の膨らみ 、科械室料棋の曲線、

尾抵の斜線などが連続反持して 、緊密なるカ

の、形の、均斉を形成してゐるのである。

勾欄 法隆寺中門、 金堂 、塔婆などの外部

秋山特食事常利ｾを基沌彫刻上 唐に組勾闘がめぐらされてゐる。これは別



ｾセ噴
雪} 司 タヤ+ 恵内 1罰3わいー語p

段縁側があっ

てその手摺の

にめに造られ

?こ のではな い

全 〈装飾のに

めで. 随って

その比例も建

築金悼 としての形から割出 されてゐるので、 普通の橡側や橋の勾闘のやうに賓用的寸法は

無視されてゐる。形式は架木と卒桁との聞に細長レ材束を立て 、地留 と卒桁との聞には日

タr. 、1習

をi司オニ; 室内土宿 i手 l冒J 支11 I  ーき1"

崩しの組子を入れ 、金堂 、中門

では三科を以て地覆. f t ' 受け ‘ 三

特の中間 には下の雨方 に開いに

害IJ 束様の ものを附してゐる。科

束が細長い四角な桂であ るのは

後世の短い肩の悶 〈なったのと

大 いに 異 るところ ｲｾ し、架木卒

桁の組手のと ころが反ら十 に水

平に主きられ、E っその先端が剥

めではな〈霊直に切断されてゐるのも古い時代の特徴である。( 第5 圏 参照)

印刷しの利子 、三科割束式手法など共 に飛鳥時代勾闘の特徴を護者11せるも のであるが 、

元来首代建築は朝鮮を経て支

那大陸方面から入ったもので

あり 、是等諸手法も其一部分

であ る。支那大 同雲間の石窟

等には多 〈それ等の源流系統

今九回 を 同 守 久 定 内 即 刻 ， 一 叶 のものが見出されるし 第6 園

は江蘇省の帰山桜霞寺合利犠［基壇彫 刻 の ｩ 部で、科束 Ｎｾ 崩絢子等全〈法隆寺式であ る ｵ

科束の下方が少し扱形 に開いてゐるが. 日本でも繋師寺東塔以降のものにその質例がある。

第 フ 園 は雲岡第十知内彫刻lの l 部で目倒勾闘の例。 第 8 圏 、第 9 圃は何れも 雲間石痛内

の彫刻中より三何割束式の手法を取出して示しに ので、こ れに類す るも のはま に まに多数

ある。 ( 昭和 10年 2 月25 日〉
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東 院 瞳 堂 の 建 築 に 就 て

浅 野 清

今回此盛物の保存工事 に従事 して、z p: 常外部か ら観察しfこのみでは知り得ない種々 の黙

を明かにするこ主 が出来たので . 共等の要黙を掻摘んで記してみた いと思ふ。其前に、 11原

序 として、此建物の構造形式を簡単に遮ぺて置かふ。

臨堂は . 東院夢殿の前に南面して建ってゐ る建物で. 桁行 5 問 、梁間 4 問 、E昇唐切妻造

本瓦葺で . 雨妻に庇が附き 、四周に縁を巡ら してゐる。 今中央ーの一聞を通路 とし、 割奔殿

の様な形式になってゐるが、これ は明治の 初年に慶 更 されにもの ｦ ごさうで 、 床ｾ タ Ｑ Ｑｬｦｲし＿こ

痕など明らかに残ってゐる。止t まh では、組堂に於 ける 儀式が行へないから 、今度の修理

に 蛍 って Ｎ 奮 に 復 されること〉なつに。雨 妻の 昼前端 の聞 に、づｼ 蓮ひ舞良戸 ｾ用ふる他、

各柱間共全部揚蔀戸を吊ってゐる。

軸部には、頭貫、 内法貫 Ｎ 腰貫Ｎｾ通 し、 上下長押を附 し、 斗棋は三斗 Ｎ 斗快調 には間 斗

東を配し 、軒は二重繁桂と する。

内部は Ｎ 間仕切も何もない Ｎ 話 ｾｬ 枇の拝殿の様な形式で 、 床拭板敷 ｫ し、桁行に 沿 うて 二

列の阪l佐が並び 、中央制:聞を 2 間. 前後の荘聞を l 聞に取る。柱頭には、矢張三斗 k 棋を

載せて組入天井の天井桁佐支へる。此等の位は 、床で固め られてゐる他、飛貫によって相

互に連絡されてゐるのみで、建物全閣と して も、堅固な構造とは云はれな い。修理前に営

つでも 、軸部の狂ひは最 も甚しかった。

要飾は 、家叔首で、桁の上に三斗 k 棋を載せて下の梁 を支へ、梁の中央に蓑束を置いて

更に虹梁を架し 、 その 上に収首ｾ接げ 杖 首の上の三斗 ｫ 棋を 以 て 化 粧棟を受け る。 但 し、

庇の? こめに 、下の梁を受り る三斗 k 棋は 、大斗と肘木が隠 されて、 上の答。斗が現れ るのみ

である o 指桁を受り る斗棋は 、天竺様に見る様に、肘木を出して は斗を積み出 してを L

一審上 の肘木の端 には、 天竺隊式のｾ繰が繰 られてゐる 。 懸 魚は猪 目懸魚、 であるが Ｎかな

りひどく 各 き込 ん七時が附いて来てゐる。 この妻の部分は 、橡 . 庇 と共に時代が少し下 る。

現在の建物は 、鎌倉時代の もの と見られるから、そ の建立は別営詑の 、

寛菩 3 年辛卯 9 月H 日間堂木浩、 同10月22 日棟上、 但南北 3 尺東西 3 尺 5 寸成之 、勧進

隆控五 frll i点允法( rili

とある のに相営するも の と見られてゐ る。妻や庇の部分の改修され仁年次は明らかでな い

が. 種 k の黙から察して桃山時代頃 とみてよいかと思はれる。

建物に闘 する 概 設 はこ れ 位 にして、 以 下 項ｾ 別げてＮ今 回の修理 に 際 して行つに 調奈 の
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結果を 、二三述べること〉しゃ う。

1  卒商の計章 一ー 柱問の寸尺

各粧聞の正雌な寸尺は 、 解ｷＺＧ ｺ 時ｻｦ Ｑ ｾ ｪｦ こね ｬ 工、容易に知ることがＯｉｾ 来 ないのである。かな

りiJi < て、色 k 粁ったも のを 、外から検べたのでは、中 k 数値が揃っ て来るもるではな〈 、

これはとうして も、解n患の際に. 頭買の棋な通っ たも の〉 心EEの桜なもの でも辿って検べ

ない映り駄目である 。この建物では、幸. 頭買に全部心墨が入れ られて ゐ?こ ので、 それに

依って 、詳細に建立営初の百十聾寸) ¥. を推定する ことが出来 f: 。今似を避け るf: め、その推

定経路を述べる こと を止めて 、最後の決定数値のみを翠げ . それに碁き 、 その卒商意匠に

就て考へてみ? こいと思ふ o i任問寸) ¥.の . 決定値は 、

: f ; j " f 行中央杭 jiU II 尺575

同 其 { 也のれI l tJ 10.  035  

梁 行 rl' の こ れ 1m 9.  03  

同 爾tJilj の柱 jiU 9. 535  

桁 行百l 51. 715  

事長行苦1. 37. 13  

寸 J¥. に端数の/:f-lる のは 、云ふまで もなく、 現在の尺 と、計費千: 営初の尺の相違から来 るもの

で、こ の中 . 10尺035 は. 営初の 10J¥. に相蛍 するも のであることは容易に 察 し得 る所であ

らう し( 従て 1. 0035) ¥. が警の 1 ) ¥. に営 る〉そ うすれば、 9尺03 は 9 尺、9尺535は 9 尺 5 寸に相

官する諜である。ぐ此二つは 、官際はもっ と細かし、端数が出る のであ るが. 賞il !l l値を重んじ

て、 便 宜 こうしに数値を取ってをき、計fごりは正確な換算値 に合せておいた〉 そこで、桁

行中央柱聞の 11尺575 はど うして rl'.て来 ? こ数値かと云ふに 、これは、 極割から来? こ もので

ある。他の桁行の枝問 には極 が13並べられてゐるが 、こ の桂聞には 15並べら れてをり、従

てその柱間寸尺もその比例になってゐるのである。即ち

10尺+ 13 x  15  x  1. 0035  =  11尺575

となる。すべての各柱聞を建立蛍初の尺に復原して記せば、

桁 行 中 央 柱 r : u 11. 尺535

同 共{也の粍r : u 10. 尺

梁 行 中 のこ 粍 liiJ 9. 尺

阿 南 端 の十七 ji 日 9. 尺5

桁 行言l 5 1. 尺535

梁 行計 ＳＷ Ｎ Ｉｾ＠

以上に依 て 知ら れる犠に 、 営 初 の 計ｾでは 、 桁行［ｦＱ聞 は、中央聞を 除 いて 線、て ＱＰ 尺 に 取

られ. 中央聞は 、その 13分の日を取っ f二、 め、尺は) I jj品数となってゐる。妻は 、中の 2 間は

9 尺、脇の 2 聞は 9 尺 5 寸とな ってゐて 、!協の方が少し既〈なってゐる。 桁行で、中央聞

のみを僅か蹟〈しに のは、外概念整へる上から見ても 首然の こと〉思はれるが . 梁行の方
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で、中央聞の狭いのは不思議に思はれるかも知れない。然しこれは、卒安時代から鎌倉時

代にか付ての此種の建物には極めて普通なことで、中央 2 聞は身合に相官し、前後の各 1

聞は庇に該賞するのを、身合のみ更に二等分し1: 所から 、こんな結果が生じるのである。

( 註)

所で 、先に引用しに別賞記の記事中の「但南北 3 尺東西 3 尺 5 寸康之」 と云ふ文句であ

るが . 試みに、現在の建物の南北を37 尺. 東西を 51尺 5 寸と見れば . 寛喜再建前の臨堂の

大 きは、桁行 ＴＸ 尺、梁行 ＳＴ 尺と云ふ値が得られ 、甚 Ｑｾ 都合のよいこと〉なる。 今仮 に 、 こ

の堂も亦. 桁行 5 間. 梁間 4 間であっTことみて 、 その各柱聞の大きさを想像してみるに 、

桁行中央 3 聞を各10尺、両端の聞を各 9 尺. 梁行中の 2 聞を各 8 尺、両端の 2 聞を各 9 尺

と置 η ば、

9尺+ 1 0尺+ 1 0尺+ 1 0尺+ 9尺 = 48尺

9尺+ 8尺+ 8尺+ 9尺 = 34尺

となる。これは草なる 憶測に過 ぎないりれども、そんなことも考へられないことではなレ ο

( 詫〉 この種の卒面を持つ ものでは 、古〈 は室生寺金堂、醍醐寺薬師堂、呼唱璃寺本堂

などがあり、共他、卒等院観音堂、道成寺本堂等があ る。 寝殿造の卒商は、この形式 を

採るのが普通である。

2. 礎 石 と 地 盤

礎石は花商岩の自然石のま〉のものを用ひ、四隅の荘礎石は特に大きくして堅固に遺ら

れてをる。唯東南隅桂下礎石色、そ の西隣の礎石 とには、上端に筏 i 尺 9 寸及 l 尺 7 寸の

闘形高き 1 寸徐りの繰出がついてゐる 。叉最ー北の列東から二本自の柱下には 2 尺 4 寸角厚

約 8 寸位の援灰岩の礎石が用ひられてゐ? こ。( これは三つに割れてゐ? こ) 恐ら〈何れも他の

古 い建物に用ひられてゐ? こものを流用し1: ものであらう。 後者は 、西院廻廊の礎石によく

似てみる。元来日本建築の地形は極めて簡鼠であるが、これfごりの石の下には、都3 - 4寸

から、尺5 - 6寸位迄の大小様々な自然石がー並べ敷き詰められてゐにのみである。絵程堅

い地鳴ならばこれでよいかも知れないが. こ〉の地盤は埋立地であまりよい方でないから、

椛 の沈下不同を検ペて見るに、 3 寸 6 分に及んでゐ? こ。

向内部地盤面上には、一商に石次質の敵き漆喰が施されてゐて . 総東石のあ る地盤面と

の聞には . 南側で尺 5 寸近〈の高きの義があるから 、元は抱腹が遺られてゐ fこも の と祭せ

られる。〔地盤が北へ行〈に従て上ってゐるから. 北側では抱腹のつ〈官余地がなくなる ) 今

回の修理では 、抱腹を? 復奮すること〉なった 。

3  軸 郡 の 高 さ ー一一柱 の 丈

床の張ら れ1: 建物では、荘の丈を取る基準をどこに取るか Y 問題であら うが、種々の理
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出か ら 、 桁行腰貰穴上端 ｾ 取 っ＿こ 。床 下は 意匠の上か広見 てはＮ {，動き を持1: ないから . 礎

石の上から取 るのは意味をな さなし 、。外観上から云へば 、後* 上端を取る可きかも知れな

いが、 仕事の上から云ふ と 、 その鈷ｾ定めてか〉るのは面倒 で あ る。 桁行腰貫穴はその黙

に近 し 賓 測 に よ る と 、 穴の大 きは11要貰の太 さの不動につれて、相官の相i主はあっても、

桁行の腰貫穴上端から 上の寸尺のみはよ〈 揃っ てゐる。

以上の黙を基準 にして 、柱上端迄の寸尺 を 測 る し 柱 の 長 さに 三種あ ることを知るこ と

が出来 ｦ こ。即ち、外廻り柱の中、桁行の雨 端 ｾ除くものと、 妻通の桂 と 、 内部 の粧の三種

で ある。その長 さは

外廻桁行 柱 10. 尺乃至 10. 尺03

問 委 沼 位 10.尺077!J 歪 10.)ミ09

内部柱 10 尺01 乃歪 10. 尺 12

となる。 二分乃至三分の不同のあるのは、頭の切方のnil hに正雌に直角 にな ってゐな いこと 、

貰穴の取り方の査みな どによっても生す るし、 一般に そんな結は現在の仕事程精密 にはな

ってゐない。

これに依 れば、 ( 1 ) 柱の丈が16告k l O尺になってゐ ること 、( 2) 正面から見れば 、中の柱

の丈 は同じで 、雨端の位で 7 分程高 〈なっ てゐるこ し ( 3) 妻の粧の高きは一定であ るこ

と、( 4 ) 内部の桂は卒の柱より 1 寸 、妻の柱 より 3 分高〈なってゐることが解る 。卒の雨

端の桂の丈が高〈なってゐ るのは此頃の建物に普通な ことで、こ の高 さの差fごり桁に反り

が出来 . 軒反 りにも それが移って、軒の反り を内部深 くから起すことが出来、且、雨l山; の

柱が? これてみえるのを防ヤ。向其他に、斗械を端で高 〈したり 、桁に増 しを つり たりして

隅を上げて〈ることもある が、こ の建物ではそ うした方法は採ら れて ゐな い。内部の粧が

高いのは. それにり天井を 中央で高 〈すること〉なり、間仕切のな いE買い堂で あるから 、

中で天井が垂れて 見え るのを防 ぐのである。柾の丈が 10尺 とな ってゐる のは 、桁行中央IIn

ｾ 除 〈卒 の桁聞の ＱＰ 尺 となってゐ ＱＺ の と合せて、 意匠 上 注意 す べ きことで め ると思ふ。

4  軒及屋根の復原的考察

先にも 一言 した様 t二、こ の建物の軒から上には . 後世の手法が著 しく混じて ゐ る。今回

の修理 に首っ て. 建物を解鰻調有し1: 結果、 種 k の復原資料を獲 ること が出来たので . そ

れに 基 いて現献を蟹更 し、 蓄 に復 すること〉 なつ fこから 、その大要を記 さう。

後世の手法の刻|つに主な賄は、

(  1  ) 現在の妻の下の方の梁 は、前上角が欠号取られてを1 ) . 裏面 を見ると明らかに 醤止r

梁であ る。 その上に 載せた虹梁は新 し し 醤虫[ 梁の上端には、扶首竿の取 りついた痕跡iが

よく 差 益って ゐ る。 Ｈ 扶 首東の位置 は 、設束 ｾ載 せ るに め に 欠 き 取ら れて ゐ る Ｉ。

( 2 ) 現在の指桁の部 分 も 新 し し そ の 下 に来る長い肘木の、木口に非繰を? 施したものを
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検ペるに、木口の切り跡は新しし上端外角に極の釘跡が盛ってゐて. ぞれが現在の極の

配置とよ〈一致し 、更に下端には聴い反りさへ見られる。( この反りは、後に述ぺる奮丸桁

の下端反りとよ〈一致する。この肘木の上端は水平に遺り改められてゐる) これは明かに

元の指桁である。即ち、上の虫T梁と、現在の指桁を撤去しに? ごけ妻が低かったのである。

( 3 ) 蛾羽の部分の化粧極は、丸桁の所で折れてをり、地位: は丸桁と木負の聞に渡され.

その奥の極は丸桁b' ら指桁に架けるのであるが、指桁の位置が下がる t 、地位の元が丁度

その上にか〉札丸桁の上で俸を折る必要がな〈なるのである。内部の極燐の桁は、奮指

桁の元を延長 しt: 位置になってゐるから、元は . 内部の地極も峨洞の地極もー列になって

ゐたことを知ることが出来る。

( 4 ) 衣 lこ軒に移って、 現在の丸桁は後補の もので、 反り 上りも少〈 イこの丸桁には巻斗

が遁町出されてゐる) 木負. 茅負と次第に反りが強〈なってゐるので、その結果、軒の峻

澗の部分では振れが生じ、飛指極の勾配が. { 波風際から内部に行〈につれて強〈なって来

てゐる。

Ｈ Ｕ Ｉ 極も虫Ａｉｄｾ の極は全部新し し其他後補の極は Ｎ 形が甚 ｲｾ し〈拙し地極など、直線

のま〉で、全然反りのないものすらある様な有様で、殆んど植をなしてゐないと云った方

がよし、。これに反して古い極は形も秀れてをり、材質も立涯で、共聞に著しし、懸隔がある

のである。向この古い揮を見ると、鼻が切断されて 、結局軒閃{ f 縮め t: 形跡、が歴然として

ゐるが、元の木負、茅負、丸桁の取付蹴i { f 辿ることが出来る材料が多少存してゐ? こので、

それらによって復原したが 結果、地軒で約 3 寸、飛惚軒で約 2 寸 . 計 5 寸程軒出が減ぜ

られてゐ? ここ E が判つに。

( 6 ) 幸 、小屋内から 完全な奮丸桁 と、奮木負、茅負等の断片が稜見せられたので、ぞれ

らと. 極の面に建つ? こ痕跡などを辿って、軒{ f 復原することが出来 1: 。ぞれに依ると、丸

桁の反りは前より強〈なり、茅負の反りは反って減じて、! J i 干の振れが消失し、出血洞の/ 1 : ¥が

破風の! 享さ 1:' げ延び、破風の際に掘がつき . 飛櫓棋の勾配が著し〈緩くなって無理のな い

をさまりを持つのである。 Ｈ今 迄は飛楢の勾配が強すぎに＿こめ、ヲ ｉｾ 揖極のｊｊ￮Ｎが上って不自然

なおさまりになってゐ Tこ)

( フ) 更に、現在の地紙の中には、小屋内に隠される部令迄仕上げを施し、 E 断商が菱形

になっTこものが20数本稜見され? こが、これは元の峨羽の部分の極であって、これを断面の

斐σJ 傾きの 111'員序に配置して、丸桁の反り型の上へ正しく並べて見るじそ の傾斜角度が よ

く一致することを雌め得fこ。これに依て 、元は峻羽の地桂が奥まで通ってゐ て、今の鼻繰

の附い fこ肘木の上に掛ってゐ Tこことが一居碓賓となっ fこ講である。 術この斐に相賞 する断

而を持つ＿こ古い飛槍極も ｾｏ 本近〈瑳見され 、 それら の 地権 Ｎ 飛躍極の何れに も 振 れを 輿 へ

t: 形跡が認められないので、軒に摂れのなかっにことは明かである。

以上で鷲見資料の妥結を記し了ったが、他は妻の且r梁から上の問題である J



( 8 ) 現在の奴首竿は断面が甚し く 細 し 織拐 な感じを輿へる が. 古い叔首竿の断片が、

小屋内から考委見せら れ1: ので、 その断面は復原することが出来 1: 。唯残念な ことには、そ

の雨端が切 り取ら れてゐろので、そ の長 さが判らす¥現在の叔首竿も亦新 しいものである

から . 択首の高きが確定 しない のである 。致 し方 ないので、仮に、 今の挟首竿の高 さをそ

のま〉採用 して、 破風のおさまりを見てみ にら、恰度者11合よ 〈行〈ので . 技首 竿は材料は

代ってゐても大きさは絵り費ってゐないものと見? このである。

( 9 ) 現在の破風及懸魚、は、 桃 山時代溢りのものと推定 されるが. 妻 t ; かく復原 すれば 、

従って破風の形も蟹っ て〈る ので 、そ のま〉使 用することは出来 す 鎌 倉 時代の様式に従

って推定復原すること〉なった。

( 1 0) 以上の復原の結果、指桁で約 1 尺 3 寸、化粧棟木で i 尺 9 寸、 屋根棟で約 2 尺 減

じ、妻は低〈なり、 屋根勾配は著し〈按〈なり 、外観は面白を一新して 、桃 山時代風な 屋

根が、鎌倉 時代に普通な姿に襲っ て〈る 筈である。

5. 瓦 銘 文 其 他

木部には 、合番付、落 書( 註 )等の他、何等墨書銘と も云ふ べきも のは 出令、年披を記 し

たも のは勿論含ま れてゐない。これに 反 し、鬼瓦には 立つの年披の入った銘文が環見せ ら

れに。 ー穏に瓦の銘文は室町時代 に入って著 し〈 多〈なっ て来るのであ る。銘のあ る鬼瓦

の i つは 、大棟東端の鬼瓦で、板の右側の見込の部分に 、

永 享 8 年 8 月 5 日瓦大工吉重トシ59

同南側に、

永享 8 年 8 月 日ユ ウア ミトシ 59

とあり 、裏の取付穴の聞 に

瓦大 工吉( 花41P)

とある。 叉東南降棟の鬼瓦の京商の右下に は

ラ イタウノ

クグリム子鬼瓦

文安 3 年男

11月25日

とある。

( 註) 雨妻最前端の聞の鴨居裏に

「山しろの くにふげんし大工 顕 治 郎」

と刻 りつげであった コ中k の達筆である。この鴨居は前回の修理の際 lこ補つにもの と思

はれる。

5 9
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法 隆 寺 食 堂 及 細 殿 の 構 造

杉 111 

l 構 這 膏3 式

西院伽}. ! }I f f . の東主壁、網封競に隣して食堂 と出III 殿: は羽Ut' 並べ南面してゐる。

食堂は正面 7 問、側面 4 間. 前面は中央の聞 と1 聞をおいて左右に都合 3 戸の扉あり残

り4 聞は連子格子の窓とな し、 背面中火- に 1 戸、他の間及ft! IJ 商共綿て壁. 内部 5 間 2 町の

内陣、中央の間須雨前壇{ t ' 設げ である口外陣は繋. ' l !1 梁を梨せる化粧屋根袋、柾上大斗!H *の

斗棋を以 て桁を 支 へ、 内陣は 前後に 大 虹 梁を架り わ＿こし 合ｾ・ｻｴＧ以 て 械桁ｻｴＧ支 へる 化粧 小 起

を作 上 妻のみ二重 に虹梁を架し、所謂二重! l ! [ 梁大斗式の構架形式。屋線は野/J 、屈を有し

桔木 にて !Iq: {t ' 支へ、 2 軒 、切妻j査本瓦茸であ る。

出10殻は食堂と同様正面 7 聞であるが側面は 2 間. 安のみ壁にっ くり他は組、て解飲されて

ゐる 。桂上大斗肘木、こ れに架して前後に虹梁あ り、 梁上は基股斗肘木を以て棟付)・を支へ

る。妻は食堂の二重. ' l n: 梁大斗式の手法を将j鐙へ二重目虹梁上に低き基肢をカ11 へる。 綿 て化

粧 小屋裏、軒は 1 ijIt . 屋根は切妻浩本瓦茸になる。

2. 食 堂 の 構 造 部 材

桂は頭部の何 と下部の俸とは差があり . 上部 に細まって ゐるが膨みを有してゐるのでは

はい 。」二端に面取りに似fこ手法を味府して ゐる のはおU: も云へ今 、珍ら しい方法でめるが .

佐頭大斗を載せ るに一脈の和みを見せ る面白 い手法である。

桂{ t ' 繋ぐには桁行には頭貫、後補して飛貫も 加lへ、 梁行 、棄は頭貰で繋 ぎ、他は後補の

貰を以て繋ぐ。位上大牛には後初iの もの が多 いが、入側桂の一部には創建営初の ものが遣

ってを 1). !H木は軒桁を受ける 、即 ち外側通り に漸< 1 ;本、母屋桁{ t ' 受け る入側通り に i

本古 いも のが遣さ れて ゐたに .11:: 1) . 他は皆後楠のものであった 紫虹殺には一部松材の後

補のものもあ っfこが大鰭良〈保作されて をり、大虹梁は悉く 奈良時代の特徴を示す創建蛍

初のものであっ?こ。

大止[ 梁上の択首悼 、斗 、肘木 、安 に於 ては虫1: 梁ー J 十、肘木線、て これ らの内 、!lす木 2 本の

みが松材にな る後補材に止ってゐる。

桁は杉材による 後補の ものである。断固は固で あ るが荒削 りの ま〉に仕上げであるから

楕凶に見られる箇所も ある。又この桁は叫澗に行〈に従って反り上ると共に精しがあるか
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らこの筒所では明に杓闘となる。この桁の中には告IJ 建営初のもの と推定し得られる断商闘

形の一間宛に稽ぐ桁( 給材 ) を存 して ゐ1: 。こ の桁により叉東大門の古い桁を多考にして考

へるなら. もともとは反り のみあっ て増しはないもの . 即ち 地柄 に至つでも 楕 閲とはなら

ないものであったと思はれる。背面軒桁は後怖されに角材の桁に襲 ってゐ 1: 。

極は何 れも疋方形に近い 照 ｬ 診を とる ｾ聞を有ち 、 反りがな い 。この中には後世干 ｭ はれに

ものも あって 4 種に医別する ことが出来る。中一つは最も新し 〈て丹土塗も施 されて ゐな

い。倉IJ 建嘗初の材料は橋 . 後初1のものは松、 前者は母屋桁に て様子を作 り折れて軒桁にか

〉るが、後者の中、一つは稽手を作ら十突っ η とし、 1 本にて架渡す ものは向、ー居後れ

て楠は れ? こも のらしい。

木責は檎材、茅負叉同様、この 2 材は悉〈 改楠 されてゐる。 飛筏極には相嘗創建営初の

も のも遣され て ゐ るが、 大多数は茅負 、木 負主同質材 に 改つてゐ ｦ こ。 古レ ＷＱ￬ｴ 主主 ｩ 間ｾには反 り

あり下端も先に至って細まってゐ る。

茅負の上に あ る装甲 、卒では布裏叩 . 妻では切要甲とな ってゐ ?こが創建営初のものでは

ない。裏板は櫓板 を蔀 〈裂きわつ にも のの表面を少 し均 して栂 正直角 に艮J l も捕に張り つり

る。

この上に桔木によって軒を支へ野小屋を設 け、竹小舞笠の子 として野地を排へてゐ? 二 が 、

これらは線、て後補も極めて近頃のものであると思はれる。

壁下地には一部竹小舞による 筒所 もあっ fこが橋材を裂割り械をはさんで交互に葉縄でか

らみつりてゐる式も存してゐ f: 。このノj 、舞或は間柱には化粧材ぞ騨用しTこものも含まれて

ゐ? こが、 何分細かに裂かれてゐるにめ 如何なる材料であっ fこか判別 し難し 、。

3. 食 堂 の 構 造 技 法

食堂の柱礎石 には柄 穴を設げ 、柱根には 柄ｾ作り 出して桂 の拶動を 防ぐやうにし 、その

柄穴の撰集抜ー まで考慮 されてゐ る。然も これが制建嵩初のもの lこ限られてゐるのである。

奈良時代 lこ既にこれまで構造細部技法があった こと佐知る のは建築史上興味深いも のであ

ると思ふ。

側面は全部大壁に仕上げられてゐるが. そ の中でも最も腐いのは中央二間である。粧の

長さ が14尺絵、その間隔 7 尺 8 寸に近レ聞を上には頭貫下には地貫で繋いでゐるに過ぎな

い。この蹟 い空き聞を壁貫を 入れする、中央柾上部に雨倶肋 3 ら持 fこし掛りて入側荘下部にまで

筋遣を張 仁 間佐は この聞 に筋違の所中断されてか、って ゐる。こ の筋違の材料を見 るに

材質は杉倫 と混用されて ゐるが、 創建首初の もので無いにしても相官古 し 降って考へで

も最初の補修の時 に楠加されにも のではなからうか。若しそ の中の槍材に見る 風雨に曝さ

れ減少 して ゐるのを柱の夫と比較して考へるなら 、或は叉創建嘗初の ものではなからうか

とさへ思はれる のである 。何れにしてもこ の大壁構造に筋遺伝用ひ たことは嘗を得fこ工法
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で、後世の建築家が途ぞ思ひ出さなかっ f: 技術が可成以前にも 存してゐ? こ と安11 られる ので

ある。

頭貫は後記の如き理 ｲｾｾ から 一 間句 ￎＺ の長さ にとり、 杭上で織ぐ。この棺手は同じ方向の場

合 も、 方向を費へる場合も線、て 、重な りにけ、共に フド厚の正|三ばを欠きとり、上下に草ね大

釘打に柱にとめる。 術 これが動かぬため には佐よ り、頭貰のか 〉る面に杯l を作り 出 し、こ

れと 相感じて頭貫の下木になる下端に納穴を掘り込み互に 仕合して禦ぐのである。外 flliJ 粧

の頭貫が入側荘に場貝 ー となる仕口はこの柏によって移動 の防 ｾＧ i : ' とり 、上端棋 11- . めとな る

仕様を? とる。大斗は東柄にて頭賞、粧の上に坐る。

虹梁は大斗 lこか' >. 9.  JH木と介欠き に組立て 、IH木は桁の; r e面が民|であるため含みをと

り桁をうりる。繋! l !l 梁が入側杭に繋 ぎか〉る 仕口は、! l fr梁 より大き〈柄を 、 その柄も 巾の

みを落 しにものに過ぎない が、粧に穴を掘り込 んで架け、釦: 梁上は釘穴掘りを なして その

柄を貫主柱に うちとめる。簡略な手法である r: り原始的なものを見出して興味深い。妻! l ! l :

梁は柄を植込み大斗をのせ 、叉柄にて! l ! r梁を架げ る。叔首仲即 ち合$ : c!l !l 梁 とは虫|一梁の商

に直角に合掌 より二枚納を作り、令乍奔みの互ひの面には一方i : ' 雄木他方を雌木 として柏

による仕口を持ってゐる。こ の上に .-- 1が坐る のであるが . 斗の方に穴を? 作 り、合1;' : より納

を作り出す手法である。こ の納は 相営 大 き 〈 闘 味Ｏｊ［かった方 ｾｉｕ 診をなしてゐ る 。斗 快にて

椋桁を受りる手法他と同稼である。

土也極は椋桁にては一枚柄に仕口を作り丸衿止めに組合し、母: 屋桁上では勾配が費 るので

織ぐが 、」二に位置するのを断。木 、下に位置するのを股木に柄をかげ 、こ の二つを縫ひ合し

て大釘にて材7へ止める。

これ ら細部構造によって各 k の前材が如何に組織されてゐるか次に構梨技法を概記する

創建首初の柱が相蛍遣されてゐるが 、殊に入側通南西の 4 本は佐j長約も遣されてあり 、

柱頭も被 りと られ? ここともないも のが揃ってゐる。是によると桂は中央 より端 lこい? こるに

つれて高 さを増してゐる。これを繋ぐには上部に頭買と後中i 1iの飛貰のみである こと は既に

説 いた。従てこ の荘の仲ぴは計霊的の1'1' びである こと は明かな こと である。即も この伸び

によって屋蓋に反輔を持たせ ゃう と意! 孟l してゐるものである。 これ をた Y 雨端の桂にのみ

せす¥ 各荘の長きを異ならしめてゐる貼を注目すべきである。これが fこめ柱頭を繋ぐ頭買

は二聞にわ たりて一本をかげるには この反り上りを計 札 企つ営初からそれ と合ふ曲を持

fこし仕上げねばならないといふ簡倒な 工程を とる必要がある。 これを容易 に施工するにめ

には佐一間毎に 一本宛の頭貫主? 架げる ことに よればし、〉であらう。こ の事は既に見1こ如〈

この遺構に行はれてゐるのであ る。

外側通商の荘に於ても同犠仲びがあるこ k を見出 されるのであるが 、後補材が多u . 昆用

されてゐて入側に見る説明かではない。しかし古い頭貰は 又一間信: にか、ってゐ るから営

然入側同様 . 柱に順次仲ぴを fJ j ち頭民は一間roJ こ折れて反 り上ってゐ ?こも のであ らう。
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更に此の 入側の 4 本の桂の上の大斗は荘と揃って祷材を存し、これが叉順女高さを違へ.

中央より端へ行〈に従って高 〈なる。これと共に大斗の虹梁敷商も斗尻より主れば端 に従

ひて 高 〈作られてゐる 。 これに ｾＡｔ 梁 がか〉つに時 、 主 Ｑ ・梁 ｅ ひの位置は端 に 近づ〈に従って桂

の仲ぴとこの犬斗の虹梁敷商の高さの和によって出来る差? ごり高〈位置することになる。

入側柱上にあるこ の大斗の闘係は外側通の大斗 にもあつにものと推定もされる口 車 に想

像に委せるのではなし外側と入側とを繋ぐ繋虹梁に就ての構梨を検べるとこの考に 一つ

の根擦を興へる 。

即ち、繋虹梁は他の奈良時代の遺構に見るも の と同ーの形式で脅幽の度の高いものであ

り、その曲線は中心に針して略、劃隅を示してゐるのであるが 、?こ Y 端 に於て大J ト( 外側

のＩ にか〉る部分と 杭 Ｈ 入側の 〕 に杯ｾ ｺＮさ いこか〉る部分 ｫ が異つてゐてＮ後者が前者に較べ

て細〈作られて ゐる 、従って ζ れが架りわ ? こされる 時外側の大ゴトにか 〉つてゐる部分が水

卒におかれる一一一!l ! J :梁の下端が水平に作ら れであるーーーと柱にか〉る部分はその細まり? ご

けの義を以て高〈か〉る事となる。これは繋! l n: 梁の総てにわ? こる性質であれその下端の

発は何れも一定とみなさ れる 。更にこの柱にか〉れる柄穴の位置を桂天 よ り み る し 同 数

値にあるものと考へられる。この二つの閥係によって、外側の大斗の虹梁敷商の位置は入

側の柱の天と同じ反り上りをもってゐ るも のと見ら れる。然るに外側柱の伸びは入側荘の

伸び t 一致せす・、仲ぴが梢少なきにめ、そこに得られる 差fごりを. 大斗の各 k 一つの敷面

を蜜へて順女高〈せねばならないことになる。これは正し〈入側の大斗に於てみたものと

一致してゐる。結局外側大斗も高きを中央より端に至るに従ひ高〈作ってゐたものと考へ

なければならない。

大三1. の丈が高〈なるこ主は叉肘木の敷商も高〈なることを伴ふ 。桁は肘木に含まれてこ

の高さピけが順次反りとして現はれこ〉に屋522の凹曲線を構成してゆく筈である。

更に、大虹梁より上にて合本斗棋が支へる棟桁の高さは、順次高〈襲化して行ってゐる

とは、賓測数値上考へられす¥却って総てが同じ寸法に組み上げられにとみられ、此鹿に

於ても叉合掌上の斗の丈の相異で棟の反りの費化が作られ. それは母屋桁の反りより更に

少な〈なってはゐるが、兎に角一桂間毎に相異して高〈なってゐる。

斯〈柱毎に高きを異らしめた時これにか〉る桁は頭貫 E 同稼な考慮の下に 1 間毎に稽ヤ

こt になる。即ち遣された桁の創建営手刀のものが 3 本共 1 聞をわにすに過ぎない長きであ

るのは叉営然である 。

斯〈組み上げられに桁はその位置により棟桁から母屋桁へか〉る極の勾配は母屋桁から

軒桁へか〉る棋の勾配より強〈なってゐる。従って極は母屋桁の箇所で折れる。前に詑し

にj i り創建営初の極力: こ〉で糟がれて ゐるのは頭買なり桁なりが荘の箇所で稽がれにのと

同手法である。軒は 2 ilir であるにめ飛銭はー居その勾配が綾〈なることになる。

以上の如〈化粧小屋組構架の聞に既に立減な屋葦凹曲線を構成してゐるのであるが今は
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この上に更 に野小屋が組まれてゐる。しかもその材料は純、て後補の ものであ る。是は柱の

仲びと大斗の高さを鑓へることで桁、極の類が屈折線をなして 、ljrf の反り 主犀根の曲商と

を既に作り上げ 、その上に直ちに土佐置き瓦 STZi; いて 、屋根の1診を作 り上げる{土台の屋根

構架技法がはしなくも此廃に遣ってゐるものと見て良〈はないであらうか 、奈良時代の遺

榊として残れる建築の極めて稀なぞの中にあってこの緋架技法が持つ性質がその蛍時の一

般的なものであったか否かは決定するに しばら〈時日をかさねねばならな いであらうが 、

食堂の隣架技法の特異さは、斯うしに慣値の充分にある ものと謂はねばならな い。

4  細殿の構造部材及技法

細殿の創建は詳かでなし 、。古今回錦抄に食堂と並ぴ存す るJ践に鋒されてゐるが現在の納

殿とは其の棋が興ってゐるやうである。更に細殿の音1I 材を見るに 、食堂の創建嘗初の もの

と形式を等し 〈してゐる ものは雨妻に於げる 1M梁のみで 、それとも金〈形式を真似1: 後補

のものであるとさへ見られる。少なくとも今の構浩形式に改められたのは古今目鈴抄の著

された以後におかなければならないし、部材を見てもそれと思はれるものが主要構材の大

部分を占めてゐる。

住は自然石の上に立ち食堂の様に柄を設げることはなし頭貨にてこれを繋ぐ。頭貫は

2 聞にわたるもの多〈この鈷食堂の夫とは異にする。機手は荘上に て妥持機 と呼ばれるも

のに似た手法を? とれ桂より貫の商に蟻をかりでとめる。大斗は雇柄に て坐 L 虹梁は大

J トに渡り問、にか' : > l ; . 肘木は止T梁と合欠きとし、桁は柄にて組立てられる。桁檎手は錐棺

とし霊掛りを上端に商取り 、極は合欠 きとなって椋桁上に組れる。

出18殿の構架技法は先っ・頭n・には反りを持? こす¥端 lこい? こって僅かな増しを有するのみ。

従て端に位置する柱はそれにりの仲ぴを有する。この上に坐る大斗は悉〈同一寸法を持っ

てゐるが 、各隅の肘木は! I t _ i l l 柄の方に増しを有すると共に上端には反りがある。桁の反 りに

伴れてこれに仕合せである課である。軒桁は反りも精しも並び有するが、これは妻 より 2

聞の内側から起り綬かに反り上る。虹梁は同ーの大さであり 、その上の大柄事股の形も蟹

へす¥斗肘木 と共に軒桁 と同じ反 りを持つ棟桁{ t > 支へるのである。このま〉であれば軒桁

も棟桁も同ーの反り上りを持ってゐるものであるが軒先線をー居反特せしめるにめ地極の

反りを鑓へて所謂振れ軒の構造を採用してゐる口

附
モー

広三ヨ

食堂と細殿とに就ては向、設かねばなら ない黙が多々存する。殊に今回の修理に現紋鑓

更を行った箇所に就ては夫 k が建築技法 に闘する替手法調査の結果によったものであるピ

けー憾の説明を加へなげれば了解して頂けないものであ る が 、 紙撤の闘係上此 ｾ には止な

を得す官IJ 愛する。然し上記した此の雨棟のd船主技法の性質 とその相異は 、最も決定的に示

される時代差であっ て斯 うし? こ結は、今回のやう な解腫修理が行はれない限り明かにせら

れない問題であるにめ 、特に此虞に詳絞して見7このであっ? 二、興へられた紙数に於て要を

壷し得子 、文意紛商Lせる賠{ t >諒担! 願ふ次第である。 ( Sy w.  l Ov.  3gt. 16nt. )  
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3階 ( スケートリンク 〉

卒冨園

憲 柴 舘 改 築 工 事 概 要

Efr ;(E 紳 戸 市 兵 庫 区 水 木 通 1 丁目 35ノ2番 地

取地主ド数 898.3 坪

線、延 鍛 2 6 01.12 坪

内 草署

地 階 283. 79 坪 1  ffl 644.5 0 主F

中 2 階 167. 33 坪 2 階 623. 92 坪

中 3 階 185. 37 坪 3  階 623. 92 剤三

l設 階 72. 29 坪

様 式 新 興 型 式

建築物構 造 鎖骨銭筋混凝土溢

階 重 立 地 上 5 階建

及1 さ 総 高 120尺

軒 高 102尺

建築工程 昭 和 8 年 9 月2 2 日 程官官] 夜技工事開始

昭 和 8 年 11月25 日 地 銀祭

昭 和 9 年 12 月15 日 竣 工

従 業 延 人 員 65，300 人

鍛 Ｇ￭ｾｬ＠ 利・ 1，20 0 噸

俄 筋 材 450 噸

セ メ ン ト 材 13，500 樽

設 計 大 阪木 村 組設計官官

施 工 大 阪 木 村 組

観客定員

常設 活 動 篤 良 館 計 1，7 05 人

第 l 階 1，035 人 第 2 階 670人

スケ ートロ y ク

1 M伝商談 3∞:fi l' 淑'i' :E!市定員 200人

彬tE概 要

主世皇制Ｑ｜Ｑ Ｑ 銭 Ｇ ｾｊＮＶ 議筋混凝土建也監床版 、 鼠根 ｇ 公筋

混凝土主主

タト装

外 部正面玄蹴 出入口 相 縁 Ｗｾ Ａ￭ 警告 岡山 ［ｭ告白 石 を 使

用腰 ｾｉｩ石 張り 壁 庇上高 ＷＱｩ よ 明 光望書石仮 りＡ 応 プミ よ ｐ

上部「パラペッ トJ 七端迄滞ク リーム一色 の「リ

Y イド J 塗 P 仕 上 げ「サッ シユ J r ドアー J rν ャ

ツ F ー」等 凡て銭製「シノルパー ラッ カー」訟 を 施

工す

内装

虫色づ玄闘は床壁は琉球産 ト ラパ ーチ ｙｾ 長 り、ホ

I V  7 4  
神 戸 葱 柴 舘

I  lI- Ｈ 休百ＱＡＺｾ Ｉ左右 廊下 、 左右主 階段共 灰色 、 線

色 の 「ゴムタイル」 を 統模様 、 市松模 様に 張り ｾ

は天井下端迄E辺地柾板を縦強りなし廊下腹布張

Ａｊ ｾｙ キ塗り 、 犬井コノ ι ￞Ｂｾ 火 付け ペ ｹ キ 主 主り仕

上げとす

事現 ｔ 主席 は映 ｦｘ ｾｦＨ ｩＡ とし て 最も必要とする 音響と視

線 に 就て卒商 主 秘計ｬｌ ｾ ｊ に 於て特に考慮し音響の

効果を高 め るj ' Z 付。選特殊の材料を週FJr に用 ふ 、

腰 は 布*1) ペ y キ鎗 りを1: 上 け' とし 、壁 r ; r. ，Il ー

ナ イ ト」防 音板厚2料 を朋ひ 、床「チヨコレ ート

J 色「 ゴムF イル」 を強り重厚な精子を配置 し、天

井「コノｾ ?' J 吹 付 け「ペ y キ」塗り仕上げ 「プロセ

= ア ムア ーチ J は「チ ーク」柾横板 張 P となし「

セルパ」透明塗りとす

電 気 、照明

E央郵専門のlトilJ 場 ITHIVJ として特に留意すべき著書容

の気分をt i 5ー とし且税慌の疲努を可成的 に少く

する鵠凡て場内照明を「コープ J 照明 とし映潟中

と騰も或る照度の「コー プ」照明を奥へ. ufl ち籾覧

席 照明は蒜合 flHI り! と映潟中照明の二部照! 日] とな

し「オー トデ Y. . . . - J  K て翻光さる

級 官 席入 口 Ｗ ｦｴＮＮ 館内ｾｅｦｲのｻ 炉 ｉ ｅｦｲには非常照明とし

て「パツ 7 ワーライ トJ a: 設備 な し 、之 は 地 階 第

一努電所に設備の 米 凶「ウエス チ ングハウ ス」曾

荒土製自 動式ガ Y リシ強 危 機 より停包と同時に自

動 的 に瞬時 に主主' i"'tl 匙!i 僚する 「ステーヂ ・7 ・ロセ

ユア ム ・ライト Jr スポッ トライト Jr フットライ

トJr ド y チ ョウ」 の揚 げ下 げ場 内 「コープJ 照明、

閉幕 、7U鈴は 凡て「リモート ・コ y トロール」式

1<: 中 3 階 に設 置せる 映窃案 より制御し待

電力は ｾｉｊＧ 戸 市旬以馬 ｅ 警官 ｴ ｅｦｲの各異なれる Ｒ 系統

より高E陸地下 ケー プノレ 線にて l 千キロワットを

受危なし強句集は地階 2土中 3 階 2 ヶ所に 設〈

援 冷 房2土換 紙 袋i在は「キヤ H アー 」式 を採り冷凍

機は切替式にて又率冷房用他の時季は スケート

用に利用なす何れも冬季外主主がw氏30皮の時内

部 6G度 乃至何度とし夏季は外主主華 民90度の時内

部 70皮肉外とし更 に四季 を油じ「キャ リアJ! r. IJ 湯

舟自動滋綴皮調整装置 に より調整なす

殴計施工 大 阪 木 村 組
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l 居 間

3 食 堂

5 手 洗

7  ｉＧｩ ｾｈ 器 Ｚ 手Ｚ

e、

圃面卒階2  

rn路側の入口ロジヤ 、牛闘形階段は 煉 瓦迭 である

建物は 2 階建の銭筋コ y ク ワート 泣 の 部 分 と、 l 階 建 煉

瓦遣の 家事用諸ー室の部分 とからなる。コ ンク 日ート外壁

はil1f. ? y ーム 色 ペ シキ仕上、長続筋コ' / ? Y ート間仕切は

摩 4 吋の上に 2 ｾＮｊの コ ルクを渡る 。 床肢は穴洞タイ ノ ι 、

家事用諮 ｲｾ の床はマグネ シウムコ ｹ ポジシ ヨ ン 仕上 、 主 主

他 は主としてセメ γ ト仕上で ある 。

( Architectur叫 Revi ew 誌より本多正道〉

7 5  I ぜ
V.  Hardi ng 建築家

ロンドン( イギリス) Sydenham丘上の住宅、



螺旋階段はR . R obertson の設計にな り、 各 段 同様な

形 のI1倫形の 7 ・レ カ ス ト・ コ ' /7' Y ート を とP つけ たも

のである。 l 階 の 天 井 も プ レ カ ス ト・ コ ' /7' Y ート の

床 版 を 以 て tE られ、 l 部書留庫の外は会郊! 火放しである

( Ar chi tect ural _Revi ew 誌よ り 本多正治〉

I V  7 6  ( イギリス) August us J ohn 氏の7 トリエ

5  

F  I T T [  0  C. υ 。。

: J . < 、. ) 0 1 1 r曳".
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2 階 卒 面 E

7 ト リ エ 内 部

建築家 Chri st opher Ni chol son_ 



崎、

:r. 

! i 楽器 の格治 及製 作 法 を隠 史 的 に、理

扇論 的 に、叉は官地にZ士授す る撃 佼で、

1235佼と l 教授の住宅と より成って居

Ｎ ｔ ｾ＠
包 O

L  l 階 の居 読 は食堂とも なり 、苦i書室

とも なる 様に家只a の設備 が 出来 て 居

る。必 要 に惣 じて 2∞ 人以上を i肱容

しq: r . る集合案 とも なる。

事 事 ・必はｾＮｊ［ 礎か ら地線而ま で は 防 水 さ

れた 銭筋 コ y ク リー ト造 、 地猿面

上 l 階床ま では煉 瓦近 、 との部分 は

内部はプラスタ ー仕上。 1 階 床 より

2 附床ま で は外壁は 煉TGと 2 " x 6"

の 木柱と を対 ｾｭ した る 椛 必 で 、 内 部

は居tii J ペ = ヤ 板 、 そ の他 の部 分は セ

ロテ ック ス。 2 階 床 から 摩根ま で は

木柱と 筋 誌 との様必で 、外部は 闘の

如 ( ｉＢ ｘ Ｘ Ｂ のｾ 若耳目 板援 で ある 。

外壁 の木下tlilJ には Fl て 1" 厚の Sp-

r礼yo- Fl akc を以て中也*'* しである 。

内部 間仕 切壁は木校の雨 (II Uセロ テ ッ

クス E臣、 1  ｾ 削ｉｪ ｦＺｬＺ 切 は 煉 χ の ー 卜 ー に Ｒ Ｂ

ITtの Sprayo- Fl ake で晋!!'r. 絶縁を 行

った上セ ロテ ック ス浪。

床 は地隣コ ンク ロー ト色 モノι 9 ノι 仕

上 、 l 隣床は下地 Rpl' "yo- Fl ake の

J てに楓材 援、 2 階床も同様 に楓板i J !

とす。

天井は金部セロテ ックス。

尾根 は赤色のアス フアル ト板 にて主主

〈。

工 授 は主主自主調書を1/2.:涯 をも合 んで立方

日 ｔｏ ｩ ｾ ・ Ｒ Ｙ ＮＸ 戸 で ある 。

( A rchi t ectural  R ecord  il t よ P

事ir名種夫〉

叡外

2  ｾ持

a: 終 'II! 乞長
官込 _ .  

h 居: 手:

f 女 ι" Ti':

面圃 |  

トー

l 階

｡ 居 Ｑｩ Ｑ｝ｾ

よs合 算

b テラス

｣ｾ 所

d 小 食 堂

e 自動車

五rr

圃2 階 卒 面

1 階

地 階

a 事 務 第

b 楽器 製

作 集

c 研 究室

d ペンキ

$.  

e 更ヨ史家

「 祭主主調

耳高波置

ｾ＠

g 倉 庫

/

/

園面卒

77 I V  Paul  Schwei khel' 建築家

圃

( アメリカ) イリノイズの楽器工事皐枝

面卒階地



2 階 平 面 圃

1 階 卒 函 圃
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主 書 屋 卒 酉 園

ｦ ｲＮ ペ ｬｾＯｎｆｅｅ ｲ

-o  sO  10 0  

( アメリカ) North Dakota 州 【 曾 議 事 堂

米国に於け る州舎議事堂建築の俸統的な

様 式 を 破っ たも のとして注目 に値する o

i I J 議事堂は 1930年 12月に焼失し 、 その代

りに新築され つ つある もの で、会館 の竣

工は 1936年 1 月の疎定である。工費総領

2，0∞，∞0 弗に淫する筈であ る。

建築家 JosephsiEJ22.e宝芯長



下 院 議 場 内 部

下 院 の 演 澄

( アメリカ ) Nort h Dakot a 州 曾 議 事 堂

議 場 玄 関 度 問

!i; 1I のa?i fi lJ fl 、床 は友色の Tenne部 ee Marbl e、壁 は木

王曜の捻 れ た4樹、 それに茶禍 色のレ ザ ーの椅 子 が美 しい

色調 の調和を見せ て居る 。議事のない 日には入口 が閉

鎖さ れ るが、隣接 の lI femorial Hall があるから 一 般

公衆の矯 には何等 不 便はない 。

下院議場 は 、壁 は 自然色 の来 材、柱 型 と手摺と は プ ロ

y グ、 とれ等の程よ者組合せの銭に煩雑 な ヂ イ テ イ ル

の省 略に も闘ら ず、 少 しも威般 を損 して は居な い。

プミ天井Jjz び ギ ャ ラ !} - 下部 天 井 に 「 防 音 pl イル J . 床

に ゴムタ イノレを使 用 した銭に反響 が官舎程減少 した貼に

注 意の ζ と。

下 院の天 井 の照 明 は演壇の 渓設者 の上に 中心 があ りそ

れと 同心 回! の間接 照 明があって 、各議員の注 意 が演設

者 に集中せられる 様計宣され て居 る。

( Architect l1ral Forl1m 誌 よ り 新名種夫〉

建築家 J  oseph ｟ Ｚ ｾＡ｟ ｾ ｧ Ｎ＠ De  !! el!!.er 及

Wi l l i a m F .  F urke 
79 I V  



卒 面 園

I V  8 0  

どケコプー-

t 守 L

断 面 圏

らる.

( アメリカ 〉 ロスアンゼルスの夕、リフイス天文壷

外 叡

ホリ ー ゥツ トの商 部 の 傾 斜

地 に 建 て ら れ たもの 。 ν カ

ゴ及び 7 イ テ デ ル 7 イ ヤ の

それ と共に 、 ア メ P カに 於

ける 3 つ の 大 天 文 筆 の l つ

で あ る。最近 = ユーヨ ー ク

に 出 来 上 るものと力日 へ ると

此程 度の天 文 惑が合計 4 筒

所 と な る 。

卒 面 闘 の下方 8 角 形 が入

口氏聞で 、 ζ とには FOll -

calllt pendul rem が 懸 っ て

居る 。そ の雨震の ギ ャ ラ リ

ーは南端 部 に小 ドーム を頂

き、望遠鏡と Coeloslat と

が官rJ へ附け られ て 居 る 。 卒

面中央部左方の月 の模 型I':l:

日光 に依 っ て 貨 物の 月と同

様 の 俊 化 が 生 ず る 様 に 作 ら

れ て 居 る。 その 右の 方 仕事

務 室 と 闘 舎 宗 と で あ る 。 卒

商の 上 部旧l形 の 部 分 が 大 ド

ー ムで 12" の 反射 望法 鋭 が

鋸 附 け ら れ て 居 る 。

( Ar chit ect ural F or um 

誌よ P 新名租i夫〉

“ｃＮ ｬ Ｇ ｏ ・‘ 。 ‘ ｾ ｏＮＮＮＮＮ ｦ ｮ .... ' 0  ｾ‘。ＧＢ 胴 ＢＧ ＧＨ ｬ ｾ
. r ' O'守 E 雪、

建築家 J ohn C.  Aust i n 及

Fredri c M.  Ashl ey 



正 面 園

事務 的 方 面の 康 問 孟

( フランス) ブウロウエユ・ビランクウル市鷹

プ ウロウュ ュ、 ピラ y ク ウノι 市の中うた: 部に 1934
1
1' . 新総

合 が竣成して、プミ泊にも多少の鐙更を行ってゐる 。

新 脱 会 は大位

1) ー般 ポ 務 的 方 面i

2) 軍隊 、議 場 、結Mi =式場、市: ! i : } えび比1I 役室

のこ方面{ に艇なる苧う平面計誌が dT; おさ れ てゐ る。

フラ y ス; f r : 来の役所 で は 各部 認 がJ と々 壁 で iJ: 切 ら れ た

， ｜ Ｚｉｊ 主主 Ｈｉｾ なものであ ったのが 、 新 総 合で は 忽 切って開放

的なも の にな ってゐるの が 新 しい行方といへばいへる

のであ ら う。

l人:1 y，こプ ウロウ z 品、 ピラ〉ク ウノ， rli といふの は 巴1f! . の

凶南に接し セ ーヌ河で取裕れた地域を， 'i めてゐる 巴mー

の 隣接 都市である 。

( L'Ar chi tccもe i誌より rl' 山ー六 良1¥)

建築家 Tonろ.1G322dm11 81 IV  



第 2 地 階 卒 面 圃
. ， 地 階 平 面 圃
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Tony ｇ｡ＡＺｮｩｾｲ 及
J. Debat . Ponsan 

函卒階

建築ｾブウロウ= ユ・ビランクウル市鹿( フランス)
f V  8 2  



イ タ リ ア の 綿 入 マ リア ・マ y テ y

リー博士 の 教 授t去に 則 って建築され

たウィーン の「小 児の家 J は 、小 児 の

世 界の l つの悶ひとし て極めて謙遜

な態度で取扱はれてゐ る。建 物 はA

B，C の 3 部 分 に分 たれて各別 々に入

口、事務 案 、大ホ ーノL 等 あり 、A と

B は 6 歳 以上 、C は 1
6
1" 級位の小児

各 部 約30- 35人を l扶容する 。

l 、主要入口 2、玄閥 、3、ホー ノL 、

4 、担技場及休:'i! tf i ' : への 階段、 5、地

下室への 階段、

A  f刊1

6、入口、 7、外王寺室、 日、洗面及似

ffr 、九ホーノ色 、 10、家事問 入込み 、

11 、 テラ ス、

B  1liI 

12、主 要入口、 13、玄関 、 14、入口

ホーノL 、 15、入口 、 16. タ十至号室 、 17  

洗面及促ffr . 18、 ホーノL 、 19、家 事

別入込み、20、 クラス入込像6 ! ! 接室

2 1、物置、 22、 テテス 、

心 部

23、主要入口 、24、玄関、25、ホー

ル、26、入口、 27、タト套室、 28、日¥:

商及使所、29、ホー ノL 、30、作業 場

31 、クラス用入込 、32、テラス

平 函 圏

( オーストリヤ〉 ウィーシ1 " 1 1 ¥見の家」
建策' * Franz Schuster 83 I V  



I V  84  ( オーストリヤ ) ウ ィ ー シ rJ l ¥見の家」

f干担Ri;fl

33、秘f!;: 家 、34、問長研究 索、35、

l1i 1; 下 、36、大 人 /IJ1¥公安 71t . 洗面所、

37、 f"j 番祭 、:38、)j .f[j} 、39、版 下 、

40、食 2在家 、

浴 室

41  、! 陀衣筆 、42、 シャワーパ ス、

1<t・ 附

43、遊 び 場 、44、担保;場 、45、廻車事

:点、46、平均濯、47、 シーソ一、 48

ｩ 立兵 Ｎ ｾｽＺ 場 ｉ ＢＭＡ ，Ａ ［ｽ ｾＺ 、 ＴＹ 、 メ Ｑ ＨＺ ｽＱ ｩ古 Ｏえ テー プ

ノι 、50、水遊び川j プーノL 、51、 [1 時

計 、52、植 床 、53、JI 1: 滋 、

小供にも忍所の仕事を手停は

せ る た め 、総 Jl.l : す ペて 小 児

に 過 す る 大 き で あ る

ホ ー J l-

完互依 < .11 つ窓夜府〈 、物 を泣

くZ与が出 来る。

。[odern Bauf( ) }・Jnen 誌よ り

本多正道〉

建築家 Franz Schuster 



市 街 地 建 築 物 法 令 並 に 関 係 命 令 の 改 正 に 就 て

玉 置 豊 衣 郎

日本建築協令放に建築撃舎 の先鞭合 員諸君の 非 : 改 J E され た部分 についてお話申上げたいと存じま

常 な る御斡旋によって出来ま した市街地建築 物 法 す。

も公布を見 ま して から授に 161f. の月日を 閲すると j 夫 で先 づ法律 の ｾｊｅ に なりま し た動か ら 市 上 度

とにな りま した、 元来 市街地建築物法 といふ規程 i い と存 じます、 今度は 市街地建築 物法では第七、

は取締 を主 阪と して居る 関係 上 、そ の問中日常御主主 j 第八 、第九、第十 、j Eに第二十三依が改正された の

惑 を 栄 られた方 も.あっ たゃ うであります が、 結 果 : であり ます が、二十三俊は大した問題で はあ P ま

から 見 て、大鐙先'f{I 1H)i: の激怨 して居ら れた以上 . せ ぬので、 結 局第七銭、第八僚、第九後、第十僚

の好成絞を今日皇居げつ L ある とい』、と とにつ をま : が問題にな る と恩 ひ ます 、それで、 との 四 ケ僚と

して は、協合わ合員の一 員 とまま しまし て、非常 に i も何れ も建築線に腕ず る問題であ ります 。

苓 ばし い次第と存じ ます。 先づ第ーに第七僚で あ P ますが 、法文 の改正と

術而との 16年 のIHl に於きま して法令に規 定数し 致 しましては、従前 は 「道路毅地ノ境界線ア以テ

て居ります 民 主 の 用途地 域 の問題或 は 高と空地 の 問 。 建築 線トス ノ ｾ J とい」、の を 「道路柄 ノ境界線 7 以

題 威は樽遺骨日omの問題に つきま しては、時代の趨 白テ建築線 トスル J といふ風に書替へられた丈であ

勢 、準 術の進歩それ か ら建築技術界の進歩により j  ります。併 し乍ら その次の第九僚及第十僚の関係

まして、薮回に渉 P 著 しい改正 もされて 居 P ます ; に於きま して、七僚の但書に「但 シ特 別 ノ:事由ア

只建築線の制度について は 建 築線 のと とが法律の j 凡時ハ行政'F: 1i ノ、別 = 建築 線 7 指定ス ノレコトヲ得

中に規定さ れて居る関係上、法律: 'i 無 暗 に動かす 白J .!: It、 」、規 定 がありますが、と の但望書の主E用が著

ととが出来ませぬの で 、その{査につい今 日 ま で 手 j し〈俊へられ る ζ とになりました 、7e来 との 建築

がつけられずに居っ たや うな欺態であ ります、一 ; 線の指定 といふとと は道路を新設す る場 合、調書政

方今日で は 百以 上の 日本 の 都市 に 市街地建築法 ｩｊ ｾ する 揚合、或 は 狸更す る 場合 の 前提 とし て、建 築

施行されて居ま してその大部分と い』、も のは構造 ; 線を指定す るといふと とが一つ あります、それか

制限とか高さ 空地の制限主い っ たも の よりも寧ろ ・ら もう 一 つは道路 の境界が、ちゃん と決りまして

建築線制度 に重 きを置 いて適用 され て居るもの が : その境界よ り更ら に建築物を後退させる震につま

多いのであります、然るに と れは一度も改正され ｾ ! 1 路面の利用を有効ならしむる震にその道路に沼

て居ないとい』、ので、大分不都合があるといった［ふ ｭ 築 物を若干後退せしめたいといふ窓 ｾ まで後退

宇うな獲を聞いて居った の でありますが 、幸 に し j 建築線 の指定とい占、のがあったの で あ P ます。

て 、去年の議舎の協賛を得重して、主として建築 j つまり 建築線の指定には道路新 設鍛張費型更する場

線に関する制度が改正される と 主にな P ました 、 j 合の前提とナ る指定と 、 それ か ら主主絡に沿ふ建 築

さうして それに引緩いて勅令 、内務省令が改正さ ; 物を後退させ る ととを目的にする指定とから 二 つ

れたのであ P ます。 その結果必然の順序と致 しま ，あったのであります、盛が後の方 の場 合 、つまり建

して 、 各府県草 の 細則も ｾｊｅ されざ る を得なくな Ｙ : 物を後退せ しむるの を目的にする庭の建築線の指

まし たo 定とい』、 のは との際緩 めまして 、それを後の壁 面

それで、私と松井君が大阪の改 正さ れた細貝IJ を ! の位置左い』、方に 繰入れ ると とにな ったの であり

お話申上げて 、京都の細則、兵庫 l隊の細則 につい ます 、 その目的 は建築線制度を充1 ' ; : せし む る とい

ては各携任者が別 にお話をさ れる と とに な るので 』、趣 旨 にあ るの であ P ます。今日まで大 阪で は道

あります が 、順序と致しまして 、最初私 は法律の : 路桐の 境界から 1 尺 5 寸後退 した鬼に建築線 を 指

改正された部分j E にそ の要 旨 、 その他内務省令の ; 定されて居っ たのでありますが 、 それが腹止に な

8 5  1'" 



P まして 、 その代 P にそれ を壁 面線 とい』、言' 禁 で

呼 ぴ自慢へら れ るととに なっ たのであり ます。

そ の次 に第八僚のｾＱｅ で ありますが 、 八僚の改

定 によ H ます と、 今ま で は「建築線 = 接 セシム ノι

コ トア要ス」とい」、風になって居った のであ りま

す が、今 度は 「道路毅地 = 接 スル = 非レパ建築ス

ノL コ トア符ズ J とい』、風に容替へ られ ました 。 そ

の主限 と す る 准は建築線 とい」、もの とm路とい」、

ものとは不可分 の もの で ありますけ れ ども 、 ｾｧｲＵ

線を指定されるとい」、ととは必ずしも同時に道路

が 出来ると い」、とと の前提でな か ったといふ の が

内務省の ｉ ｾｾＧ 綾 で あります 、 だ からし て 、 建築線が

指 定 されてそれに接して家はmったけ れ ど も、iu・

路はl I : l来 な い で そのま与 に なっ て居る とい っ たや

うな取扱を して居 る府騒が他に告書山あ ったの で あ

ります 、 それは如何にも不合問であるからして、

家を起てるには他くま で も訟 が 出 来 る といA、とと

を前提 にして 、活が出来なければ家は建てさせな

い、建築線古: 指定さ れ て 居 る丈け で は家 はmてら

れないんだ主い」、風に改正 し伊 うといふの で す、

元来大阪に於きましては 、大位建築線とい 」、 もの

と道路と い』、もの主 は同 じ意 味 の 言 葉であ るとい

ふ 風 に[将軍事 しまして 、今 迄 の私 共 の 取扱と 致しま

しては、建 築 線 を指定 しますと家を お建て にな る

ilii f亡大1mは道 路を作って世いて I買いた のであ りま

す が 、 他の府 l瞬、で は必ず しも さ うで はなかっ たの

であ F ます、それで との改 革 は大 阪 に於 て は左手望

大 し た改 正 には な りませぬ けれ ども 、府県草によ り

ま してはと れ は非 常に大きな改定 といふととに な

って居ります 、結 局 家 を 建て る前に 必 ず滋 が 出来

て居なけ れ ば ならな い といふ風にしゃう とする の

が ζ の第 八伎 の改 正 の要旨 で あります 。

それで次 の第九僚 の改 E であ りますが

本 文 は左 程餐って 腐 りません が但舎 が改 正に な

りま した

「但 ν 建築物ノ 地 終 而下 = アノι 部分ノ、コノ限エ ア

ラズ」 とい」、風に聖書り ま した、然るに従前 の規 定

はその官1舎 が 「 但 シ 建築 線 ガ道路桁ノ 境界線ヨリ

後退シ テ指定セラレ タ ル モノナ ノＮ ｾ s寺ノ、云 々J であ

りまし た。
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つま D従前の但 舎で は: ) t 科 rl Uニげまし た蕗の後

退建築線と い」、ものを濠想して居った のであ りま

す。E註が今 皮はそれ を康 めるといふ ととになり ま

したか ら、従 前 の但香 がすば つ と全部消飛 んで し

まっ たのであ P ます 、そ の代 りに地童書面下 の規 定

が代 って挿 入 され るととにな しまし た。

その次第十僚の改1 E は 「行 政1r o ノ、市街ノ位裁

J て必姿 ト訟ムル時ノ、建築線 = 而シテスノι 建築物ノ

壁而ノ fi ' [ 世ヲ 指 定 スノレ コ ト'7 ￭ｾＧ ｊ と あ り まし た の

を、 その位裁とい」、文 句を計mとい』、文句に型軽へ

たのであ ります 、位 裁 を計 査に鍔へ ただ けであり

ますからして 、簡単な改i F . ーであ るかの様に見 えま

すが 、 それ は先 程 rll 上 げた沼 りl亡後退建築1可!と い

』、 もの を燈 め て、 それ を全部壁面線の方 に持 っ て

来 る震に 、今度は位裁丈 で はなくな っ て、1苛の 交

J泊を 閲滑な ら しむる告すー といったや うな大 きい意味

も合まれる ζ とになったのであ P ますか らして 、

世 裁丈 と云』、文句で は不充分 にな りまし て それ を

普H牲とい 」、文句 に型軽へ たのであ P ます 。

ヨえに ]劫令でありますが今回同時 l亡勅令の一部分

が改正にな P ました が、 とれ は大し た問題ではあ

りま せぬから 行障害 い たします。

それで今度は内務省令、Jl Dち市街地主E築 物法 施

行規 員IJ の改定であり ますが 、 とれも 手害対皆様方 /)

御設 計に際 して馨しい彩容を栄 られ るとい」、やろ

な ととはないと思ひ まずが、 その内二三、 とれ ば

とい 』、駄を 巾述べます と

今ま で地階 の定義それ か ら馬F皆の定義 が券常 に

!殴iJ;Iとであ りま して その矯 め特殊 建 築物耐火構造規

則l溢 りでは 、3隣 の; 政官官は耐 火構造 に しろ とい 」、 宇

うな規定 があるの であ P ますが 、 との池田すだとか

属階 といふ定義が非常に暖昧で ある の をきFに して

妙な3階 なの か2階 なのかはっ 切 り刻 らぬ といっ た

やう な設計が随分 あっ た謬であ 0 ます、つ ま り特

殊 建 築物耐 火構造鋭則 の裂を 行 < 1誌にと の地階 鰻

併 の定 義 の駿日未なのを利用さ れ て揚 っ た といふ形

に なっ て 居 りま した、 それ で都 市 の耐 火建築物を

析 す の を主 眼 とす る震に 、裂 を行 かれ ぬや ろに地

階厩階 の 定義を 明瞭にする とい」、 ζ とになっ たの

であ ります。そ とで、従 前地階 の定義 「地階 トノ、

y ノ床面 、地盤面下= ア ノι 階ア 云 7 、但 シY ノ床

而地 盤面 下 7 下 ノレコト ー尺未 満 ナノL モ ノノ、之ヲ第

一階 ト見 倣 スj つま り l 尺 l 寸地盤から 下 って 腐

った ら地 階であって階薮に 入らな いから事貸 3 附

} ! のもの を 1 尺 l 寸下って居るか ら2 階と見て 央

れ る といふやう な と とになって 居った のであ P ま

す、そ れを 防 〈・然に 今度は但書を rm天井高 ノ三分

ノ二 以上ガ地 終ifi i J ニ= アノL 階ノ、第一隅 ト見倣ス J



主い 』、風に豊里へましたから、 ζ れに よっ て 大 佐今 ! 細見IJで は勅令に怒げら れ て居ない ものを更ら に多

までの 定 義がは っ切習 する と思 び ま す。 そ れ か ら j 毅 列 着陸して居 った ので あ り ま す 、然 る に 前 の 勅 令

属 階で あ りますが、 従 前 の 定 義 は 「 屋 階 トハ屋 根 ! の改正の際に 、 大阪 の 施行 細 則 に 規 定して あ っ た

裏 = 設 ケ タ ノL 階 7 云 7 J 今 度 の 定 義 主 本 文 1' 1 同じ j ものをどんどん勅令 の 方 に 引 っ 張 り 上 げ て しま つ

で あ りま す が、但書を つけて「但 、地 方 長 官 ソ ノ j たの であ ります、 だから して 大阪の 絢l則 の商 業 地

構 造 、用 途、床 面 積 y ノ他ノ欣況普 iffi 階 ト大差ナ i 城 、工 業地 域 の 規定 の 中には霊 安 なもの が残らな

シ ト記、 ムル モ ノ 7 除T ' J 普 沼 階 と大 差 なき もの は i < な りました 、 そ れ で ζ の際と のこつの地域 に っ

これ は昼間までは な い、 さうして特 殊 建 築 物 耐 火 構 j い て は 会部腹J l - . l止しまして住 居地 域 化、効 令 に 持

話量規則! の制 限 を 受 け るん だ といよ、 ζ とにな りまし j っ て 行 か れ な かっ た もの で 重 要 な ものを残すと い

た。 ふ 風 になった ので あ り ま す、結 局 ζ れ は 前に怒 っ

それからも 一 つ第四 僚 の 改 正 で あ り ま す が 、 後 j て居 っ た 鍛 が 減 っ た と い ふ 丈 で あ り ま し て 、 新 た

港 建 築 飯sといふも の がな くなり ま したか ら、従 前 j に殖へた の は ーっ こ つ あ り ま す が、そ れは別 に大

の 閥僚がけ し飛 んでしまひました 、そ の 代 リ に新 ! したもので はあ りませぬ 、 その内容に つ いては 矢

た に「建築物 ノ 敷地ノ、長 二 米以 ｴ 道路 放地］接セ［張り績 ん で頂 け ば直 ちにｾＧｉｪるものばかりであ 凹 ま

シム ペシ J つま り 1 尺接 し て 居 つ で も 建 築 線 に 接 j す。

すると云』、事貨には 開港 は な い の であ ります が署長 j  その次に第三寧 であ りますが、 建 築 線 及 壁 画 の

を建てるのに 1 )対立接して 居 るので は不 都合 で あ ; 位 置 、 ζ の 第 六 僚の改i E は大 阪 の 施 行 細 則 の 今 回

るから少 く とも長 さ 2 米 以 上 滋 路 に 接 す る と と が j の 改 正中最も重要なる ! l ! c. i Eのーで あります、 一腹

必 要 だ と い』、 ζ とに なりま した。 被 んで見ますと f 第 六 俊 行 政 総 ノ 管 理 = 腐 ス ノレ 抱

その他も う一 つ の 問 題 は、 階段 の 規 定 が 改 正 さ j 路叉ノ、道路 = シテ 幅 員 四 メー ト ル 未満ノモノ ユギド.

れた ζ とであり ます 、 一般 の 階 段 構 造 制 限 は 従 前 : ロテノ、主主ノ中心線ヨリ 各 ニメート ノι 距 リF ノι 線 7

で もあっ たので あ P まし て 筒 、 特殊 の 用 途 に供 せ i 以 テ 建 築 線 トス但シ航員 二 ・ 七三メ ート ル以上ノ

られ る建築物 の階 段に つい ては 一 切之 を 細J[ IJ に委 ; モノ= シテ己 7 符 ズ ト宮、 ムノL モノ又 ノ、土地 利 仰 上

ねられて居った のであリ ます 、然る に光 年 京 都 隠 ! 必 要 ナ シ ト 認 ム ルモ ノノ、此ノ 限 = 在 テ ズj

の大 惨 事 が あ っ た りそ の他 各民主に 階 段 の 構 造 の 不 ! 前 の 純 定 は 「幅 員 九 尺 未満ノ 道 路 = シ テ 行 政 能

遡' s なる震 にぼちぼ ち災答がある やう で あ ります i ノ管理= 腐 スノι モノ ェ於テノ、道路 師 ノ 中 心線ヨリ

か ら 特 に 多 人 鍛 出 入 す る階段に ついてはま互に一つ i 各 六 尺 7 距 リタノL 線 7 以テ 建築 線 トスJ

制 限 が殖 へ ま し た 、そ の 制 限 の 程 度 につい ては お j とい」、風になって居っ たの で あ ります 。 だから

讃 み 願』、たら卵j る程度で あ D ますから 、設 明 は 省 i して 単 に 文 字 を談 む 丈で は前 の 6 尺 が 2 メー トル

略 し ます 。施 行寂見IJ の方 で 申 上 げ る 主 限 駄 は 大 鐙 i に 縫っ たとい』、丈に過ないのでありますが、1主際

それ丈でありまして 、今度は大阪府の施行革関則の i は先程申上げた iiI1 りに後退建築線とい』‘ ものがな

御 設 明 を 致 し た い と 恩 び ます o i  くなっ たの であ ります、 だ か ら して、相滋・な改正

先 づ 第一章 の総見IJ に つ いてはこれは讃ん で 頂 ぃ ; と云』、 ζ とになりま す 、 前の 中心 から 6 尺 距 っ た

て、 殆 ど疑問E占がない筈であり ま す か ら 略 しま す j 良に建築線があると い」、 の は、中心 か ら 4 尺 5寸

毛の 次 第三＿章の地域とい」、 ζ と に つ きましてはＡｾった民主が道路 の 境界であ って 、それからも う Ｑ

殺に 昭 蒋ト6 年 の 幕、7 年 の初に勅令 、 内 務 省令 が i )ミ5 寸 後 退 し た 彪 が 建 築 線 で あ る 、結 局 前 の 規 定

Ｓ ん と ｾｉｅ Ｎ ぎれ まし た 、その時 に 大阪の施行細民 ｉｊ i は 9 尺滋 が 出 来 る のを 前 提 と して 定 め ら れ て 尽

も同時 に改 E され 奇筈であった のでありますが、 ; った の であり ます が、 今 度は後 退 建築線とい」、も

色 々 の 都 合 で 改 定 す る ことが出来 な か っ た の で あ i の がな( なりまし た か ら して、蕊に「中心線ヨリ

ります 、 そ の 主主 に 今度法律 の 改革を機舎に賞然前 ｩ 各二メ ートｊｴＮｾリ ｆ ノ ｌ 線 Ｗ 以テ 建 築 紋 ト ス ノι 」 と

にｾさるべき改 ｪｬ 之 が同時 に 録されたと い λ 、と とに ｩ ぃ』、 と と は 、「中心 線 ヨリ 各ニメ ート ノｾｾ 巨 ツタ ノ ι 線

な りました、 今 度 改 IE されまし た主要里占は 、従 前 : ';f 以 テ 道路 ノ民 界線トス ノ，J といふことと {iJJ じ意

勅 令で 各地岐に主主築するととの出来ないものを種! 昧になったのであります。 だ か ら して 、4 メート

々穆 げ ら れ て 居 っ た ので あ P ま す が 、 大 阪 の 施 行 i ル未満の行 政 艇の管 理 に 臆 す る 道路 では必 ず 4 〆

l  
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ートノむ まで遊を綴げてきうして そ 乙 に 家 を 建 て る ・ ア 得 ズ ト52. ムル モ ノ又ノ、 土 地 利 用 上必要 ナシト aR，

とい」、ととに なった のであります。そ の 結果 従 前 ムルモノ ハ此 ノ限= アラズ〕 、と云ふ と とにしまし

9 尺 で あ っ た の が 4 メートルになり ま したから道 ・た、現 に立汲に 9 尺で出来て居る 、或はe寧 ろ 4 メ

路 と 致 し ま し て は、4 尺 2 寸 l定 くな るこ とになり 。ート ノι まで披 げ る 必 要はな い といったやうな部分

まして非常な改正で あ P ます、 その要 旨 と 致 しま 。について はわざわざそれ は 4 メートルまで繍げな

しては御承知の如 く大阪の中火部知場 、 島 之 内は j いで従前 のiffi り法律の二十 六 僚 に規定されて居る

活; 豊臣時代、徳 川時 代の地 主 の非 常 な る 負 捻 l亡よ 。1mｾ＠ 9 尺そ の ま L で や って行か う、とか うい』、考

り ま して、 ｾｦＱ ｊ 整理が出 来 ま し て、今日立波な主主 。 へ方を有って居ります 、 そう ですか ら 前から土 地

が縦 横 に 泊 じ て 居 リ ま す 、あれ は地主 の負携によ が 揃 っ て 府 る とい った部分に於て はこ れ は 大 慢 さ1

るのであ ります、そ れから今日の郊外で家 がどん う大 し た 制限にはなら ぬと心得て居ります。

どん建って居ります部分は 矢!反 り地 主の 負拾に於 i その次 に第 七線、 「建築物ノ壁面ノ、建築線ヨリ

て1.:{ 'Jtl H実現ーを盛にや って居り ます、 それ につきま i 四 l 五 七 Y チ メートル以上一後 退 セ シ ムペ ν 但、 路

しては園も府も市も殆ど補償令も何も出 して居な 商上 二 ・五 メートル以上= - {r:ノι 蛇 腹、 出窓、門柱

ぃ 、令 部 地 主 の 負 携 に よりま して、最少限 6 メ - frtl 壁 、宇1I1柱ノ矧ノ、此/ 限= - ;( r: ラズ 」

トノL 、E置い蕗で は22 メー トノι イすの滋ーがどんどん出 。 とれば前 の 1 )ミ 5 寸 後 退 して家 を建てる といふ

来て居りま す、 然るに 、 大 阪の司 ｉ ｾ 怖 と 現に直 ｦｵ ＧＱｪ : のと同じ去li! 定 で 、 只 前は建築線の 問題だったのが

絵 理を や っ て 居 る問の部分即 中 輸郊 で は或 は今 宮 j 今度は壁面線の問題に型軽った丈であ ります、そ の

に し ろ 或 は 鶴 橋 に し ろ長 柄に しろ商 品附涯に しろ 2. 5 メート ノヘ 大 位 B 尺 でありますが、 従 前 の規定

いづれ も国¥WJ整 理 を せず に背 の悶畑 が そ の 催町 に I も 8 尺以上の 蛇 腹 、 出 窓は 出て も差支へ なかった

なりましてとても細い道が〈ねくね的っ て居 る諜 j ので ありますが、今度 も名 前 は襲 っ たけれ ども、

です それ でそ れら の部分は大都市としての商目を

:  1宝質的には従前 と 何 等後 らないといふ趣旨で規定

まるで備へて居ない 、き ういふ部分 は早 晩 非 常 な され た殺 であり ます。

合をかけて改良をせんけ れ ば な らぬ諜で あ り ま す

その次、第 八僚 は大したこ とはありませぬ。

が、 他 の 部分に於きまして は地主 が 自ら道路 改 良 。 第四主者向 2土空地、 とれは施行令 第 十 僚 に 規 定 さ

をして居るのに 、 その越の 1¥11分 につい ては 改 良 ず ; れて 居 る 各 々の場合に ついて詳細 に考へ たのであ

みの地方の 人 の税命に よって改良をしてやら なけ } ります 、劾令の 第十僚 と 巾 しますの は 、高及室丸!t

れ ばならぬとい」、ことはないと思ひます。 それ丈

惑 い 部 分 は そ の 溢の惑い部分の地主主ん自 身 で改

良をされるのがi I t 然ではないか、かう い」、風 に 考

へ られ る の で あ り ま す 。 即 ちか うい」、風 な規定に

1Mります主ぃ」、と 、家が改築される皮にか ういっ

た や うな地 主 さん の 負婚で改良される、 さ う して

大彼池主さ ん の負捻が これによっ て卒等になる と

い」、考へ方を有って居 るのであり ます 、 が併しと

れば法 規 と し ては非常な改革であ りま して、3主際

今 直 〈・会 部 との規定通り励行していくといふこ と ， . ， nt  

日干16' "

は困 難で あ り ま す 、中 には阪に従前の規定により

まして 、9 尺 遣 が立仮に 出来 て居 る盛 もある と思

ー ぷ .

ひます 、 それ らの民主の一軒が普消をするについて ・ーー. :;. . . . . . . . - ;._ 

そのf誌に そ の家丈引っ込むとい』、 とと になり ます

とい」、と 、前官留が 1 :本抜 けたやうになって 、寧 る

それ は 改良 に な らず に 但 裁 を怒〈する といヲたや

うな関係 を も 思 びまして 、但 容 を設け て、 「幅 員

二 ・七 三 メー トル コレハ九尺以上ノモノユシテ己

I V  8 8  

① 
/} :A'  

の制限について、

特 に差支へない部

分 を う ん と 緩 和 し

ゃうとい』‘ 規 定な

のであります、 そ

れ で 、 ζ の四章 に

ついてはその緩和l

しゃ うとい』、精神

に基き ま して 、そ

ｾ ＺｾＧ［Ｇ＠ の方法を詳細 に規

ト、 圃

ｾ＠
t  定 し た の で あ りま

i  ナ。大位と致しま

して九線 、十 僚 は

前 の 規 定 と略俊り

ないの でありま す

が、先 づ 九 僚 か ら

或

を

、

家

と

で

す

し

ま

商

げ

に

上

路

市

道

一
Z

一

八

-
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主主 てる場合、 住居地域外を例に とり ます と箇l示 I

の湿り B は 8 メート ル に限定さ れ て 居 る の で あ

りますが敷地が公関空Fに接するとき B を 日 の 如

<  16 メー トJt. に迄緩和 しゃ 〉と す るの です。

第卜僚は

建築物ノ数地ノ 前 面道路 ノ到側 = 公 劇 、Isi 場 、

河、海/ 奴ア ノι トキノ、 令第七保叉ノ、同第へ保 ノ

規定ノ適用 ニ 脚 シ 前面滋路 Ｏ封側ｾ 界線ヨ リ 之

等 ノ幅 員ノ 二分ノ ー以内 ユシテ旦、道路傾貝ノ

二 分 ノー以内 7 前面 道路ノ 幅 員 ユ加 算 シ タJ t. モ

ノ ア以テ前面滋路/ 師 良 ト宥倣ス

左 / 各絞 ノーュ該1:1.・1 ノL 場 合 = 於 テノ、前: f i ' i ノ適

JIJ ユ闘ノ道路幅 員ノ 二分ノ - 7 滋路 幅員トス

一 、敷地ノ前面道路ノ封側= 公闘叉ノ、 成 場 ノ類

アルモノ= シテ 交通上特= 支障 ナシテ 認、ム ノレ

トキ

二、敷地ガ別 = 他 ノ道路= 接ス ル トキ

と う棒談に しますと非常にや込 ζ しいですが、と

れ を 岡 示 しますと第一項 は A が事食上の前面道

路幅員であるが との際 C を前面道路に見宇うと

云ふの で あります 、C は闘 の 1，II の如1< 二 沼リ

あるととになります、特別 の場合と して 、緩 和 し

b公 図

ｩ 立 ａ ｲｾ 1-

日>A ペトキ

C  =  I 支A

瓦

E  ゃう とい」、 のが二項

であり ます。

二演 の 第一統 は封

側に 河海で な しに公

閣成場の様に人の入

って行け る虞 であ っ

て交温 上支 障のない

とき第二貌 は別 に遣

があってそ の建物内

の人が前面道路 にの

みあふれ 出な い と

云った様な易合で

あります 、 それを

闘 示 しますと m，

n- の 様 に な り ま

す。

第 l '一保 建築

物ノ ;政地 ノ地盤

百j ;IJ ・前面 詰 路 /

w  

〕[

中;.Jと ヨリ ー メー トノι 以上高キ場合 ニ: fE リテノ、令

第七俊第二項ノ前面道路 ノ中 央 戸其 ノ 高 低 / 義

ヨリ 一 メートルア控除 シF ノL 残ノ 二分ノ - j'ai キ

位 置 = 在 ノι モノト看倣ス

とれは政地が路面 か ら 1 メー トノι 以上高 い とき に

限る のであってそ の時は聞の様に tt 際は A A が

路面であるのを B B のmに路面があるものとし

乙' て高の緩和 をしゃ

うと云』、のです、

ですから効令濁り

に行〈 と αbc が 建

物の外廓になりま

す が と の 俊 文に よ

って αb' c' が 外廓

となるととが出列を

ます 。

第 l ニ僚 の 規 定

は建築協舎に符を

泣かれる程の方々

の今ま で の最 も大

きな問題であ っ たの であります、l ! t が今度と れ を

うんと緩和しま した からして 、 との改正は皆1 m方

に封 ずる非常・に大きな贈物だと私共心得て居りま

す 、 だ か ら して随分今ま で仕 事に心 配 さ れ た 命 員

も との改正 に よりまして、中日首ゆったりした銀特

にな っ て頂けるんぢゃないか知ら ん と思ふのであ

P ます 。

第十二俊左ノ各統 ］Ｎｴｾ グ ル モノノ、令第 ＱＧＱＱＹ 依

但 書 ノ 角地又ハ地 区 ト スｻ旦 、 住居 地 ｦｉｾ 内 ］Ｎ Ｇ ＨｲＺ ノし

モ ノヲ I徐ク

一 、幅 員六 メート ノι 以 上其 ノ和 二十 二メートル

以上 内角百五十 度以下ノ 二 ノ道路= 依リ成 レ

ル角E在地 = シテ其ノ 滋路 ユ接ス ノι 長 tI 敷 地周

園ノ 三分 ノー 以上ノ モノ 但 、商品T千平方メー

トル以内ノ部分ニ限 ル

元 来 との 第十二僚の規 定 とい」、の は生 地 を緩和l し

99
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ゃうといふのであ' ますが商業地域とか工業地域

来指定地域 に 於 て はさう ZR地は要らなくても住居

地域といふ民主は ζ れは特定の場所であ P ますから

して、幾らその土地自身として僚件のよい民主であ

りましでも住居地域 内丈には 空地を緩和するとい

ふととは合理的でないといふので、住居地域内丈

は ζ の空地を緩和せぬとい』、のであります、先づ

第一械であります がilit ん だふけで は とれも非常に

判 り縫いの であります が 、御設 I!f J致 します止、 A

B  2 ;2ドの道路があり まして、 A B 11各幅 員 6 メー

トル以 t であって A と B の平日;が 22 メートル 以

上A と R の交角 が 150 度以下そ して

α+e>3 Cα+ b + c + d + e)  

C  

つ まり脆い道路 に接して居る部分が長いから空

地制限はい A だ らう、 道 路 も 事1主空地なんだか ら

との道路が成ぃ場合にはとの家自身としては主主地

が!Pi< な 〈ても い L ぢゃないかとい」、矯 に稿員と

い」、のが一 つの 制限 、角が一 つの制限、 それから

数 地の周囲中道路に直接に接する 部 分、 との 三つ

の依件が揃へば ζ れは宜 しい 、 それから「包シ面

積千平方メ ー トル以内ノ 部 分 = 限 ルJ とれは どう

い」、意味かとい』、と互設地面 積 が金鍾が{肢 りに 1，50

0 平方メートルあるとす る、さう するとその内 1，∞

0平方メートルの部分に主主地がいらないからして、

差引 5∞ 平 方 メ ー トル ヨとについ ては 空 地 主: 要ると

い』、ととです 、敷 地 が 1，5∞ 平 方 メ ー ト ル な れ ば

遜常商業地境 で あれば 300 2下方メ ートルの怨地が

要るけれども 、こ の場合 になりますと l ∞ 平方 丈

でよろしいとい』、ととになるのであります 。 ζ れ

は前 の規定 と比較 して頂きま す とζ の 1，∞ 0 平 方

メートルといふのが非常 に究大な とと にな っ て居

ります、次 は 二 放であ ります。

IV  9 0  

二、鮪 員六メート ル以上其ノ平日二十ニメ 』ト ル

以上間隔ニ 1- メート ル以下ノ 道路ノ問ニ アノレ

政地 = シ テ其ノ道路= 接スル長 ノ和ガ敷地周

囲 ノ四分 ノー以上ノ モノ

とれは、表にも 裏に もE置い道路があってそのニ

つの遣に挟まれた 部

!A  分の と とであ 習まし

て

A B おのおのが 6

メートノι 以上 、A と

8  B の和が22 メート ノι

以上、そして C が

20 メート ノι 以下 の場 合 で あ っ て

α +c>士(α + b+ c + d)

の録作が揃へ 11' その毅地には笠地がなくともよい

と云』、 のです、 との場 合 に は 何卒方メート ノレ に限

るといった宇うな限定はあ りま せぬ。

次は三披でありまして

三 、公 閥、民場 、河、海 ノ 類 = 接スル 敷 地 = ν

テ前各競 = 単ズト認ム ル モノ

つ ま り滋路に挟まっ た敷地 だ けで な しに一方 が

道路で他方が河であって も構は ぬとい』、 のです。

その次、第五章 であり ます が、と の五主主I' : l :讃ん

で 頂いて列 り縫いといった宇 うな監は 一 つ もない

のであり ます、 文字通り であ P ます、只一寸申 r..  

げて 置 きたいのは御承 知 の如〈大阪に は北の大火

直後大阪府建築取締規貝Ij といふものが 出ま した、

とれは建築行政の歴史の上に於き ま して、特鐙大

舎せらるべき大文字でありまして 、 乙の時代と し

て は世界中でも珍 ら しいと 申上 げてよい程 完備 さ

れた立汲な規則 であった ので あります、民主が明治

42年に その規則 が出 ま して 、その後市街地建築物

法が告主将遅れて出たのであります 、 そし て今まで

大阪 に於きまして は、建築取締規貝IJ も施行 され、

市 街地重量築物法も施行され 、こっとも 卒 行 して 施

行さ れて居った の であります 、 しかるに後から出

ましたの は法律である、 : 先に 出たの は府令であり

ます、だ から内務 省 は方 針 と 致 し ま して、市 街 地

建築物法 に類似する 平 うな建築規則を駿めて 央 れ

とい』、 ので あり ます 、 それで歴史的 に見て 非 常 に

貴重な税 )!IJ であった のでありますが 、 それをと の

際駿めたいと 思」、のであります 、そ の前提と主主 し

ま して 、今 まで取締規 則に規定されて居ったが、

市 街 柏、建築物法令にはな かったとい」、俊文がある

ので今 l支の改正 に蛍 P ま して 、それ を施行令の中

に入れることになりました 、だか らして従前のそ

の施行細則と 、今度の施行制)!IJ とを比較す る と第



五章で相官'i! i五へたかの如 〈なる のでありますが、

今 迄雨方 の もの を施 行 して照る ので有 ますか ら資

際 k に於ては !iIi へ た 己とに はな らぬ のであ P まず

きて像文 の説明に うつり度いと存じ ます が

第十三僚も第十 四僚も第十 五僚 に致 しま しても 積

んで字 の如しであります第十六、 十 七 僚に階 段 の

規定があ P ますが とれに ついて は袋 に 申.1-. げま し

た如 〈今 回 の内務省令 の改 正 に際 し まし て も階段

の規 定が改疋 された のでありま すが、先 の規 定を

讃 んで預金ますと自然お剣 りな るのであり ますが

あ の規定 は普 箔 の佐 家 で は勾慨 が I の様 に相 t古念

であります、特 に多人数の場合 には勾配 がH の様

にうんと綬になります、 蕗 が木造の料理屋などで

15  

配

一
沼町

一
月

15

1

23  

15

1

23 

1

23 

I I の様 な 勾 配 にす ると事交上 プ ランが 成立しな い

こ とにな って非常に図ります、 そ こでその中間を

行 ったも のが と !>. K 香

川 てあるのでるります

ｅ の様 に 丁度通 Ｇｩｬ ｾな勾

慨にな P ます。

ヨえは との第十六 僚の 関

頭 に 「蛍隠= 於 テ告 示

川

一
引4

MV 
シ タ ;t. J と云』、文 句 がありま すが その告 示 とい」、

のは細則と同日 に 出た大阪府告示 第百五十六 貌 の

第三僚 にあります、か ういっ たや うな種類の建 築

物であ っ て省令に 云 ふ多人 数 に該 営 しない もの は

との規 定による ζ とにな ります。

第十七僚 には階段 の 教の規 定が あ りますが、 と

れも前 よ りは緩和されて 居 p ます。

第十八僚 は長 患 の規定でありますが、 とれ も前

規 定 の施 行につい ては相 蛍因縁があった のであり

ますが、今度は幾分合 f理化 されて居ります。

第十九 僚 も大した ととは あ型ませぬ。

第 二十僚は新た に出来た規 定であ P ます が、今

日の設計には か うい. $ . ものはありませぬが 、2 階

，.こ土裕子、 銭格子のあ る家で この間も女給さんが

5 人も束になっ て死 んだと云ふやうな Eがあった

ので 、今 後 新 ら しく出来 るの を防が うといふので

新 規定と して定 めら れま した。

第二十一僚 は風膝の規 定であ P ますが 、とれは

従 前の ものを合理化する とい」、と とになっ たので

あります 。

私はと L までmt 明させ て頂 きま して後は松井震

が引受けて央れる ことになって居 P ます。( 拍手〉

一 寸遁 加して申 上 げて置いた方がよからうとい

」、の であ習ますが、御承知の如 〈今 迄建 物の高さ

を計 って頂〈 のに 、大 阪 で は建 築 線 lifJ のXr 般を以

てやって I買い て居る課ーでありま す。

ち .Jl nち聞 の

ど 如〈 元 は 建

物 の 外腕は

A RG であ

った のであ

習室す、民主

が今度は後

退 建築線と

ノザ13'

， ， 

いふも のが

A  なく な って

壁 面線とい

ふ ととにな

りま したので、 勅令の 第 九 僚の適用がけ し飛 び ま

したか ら、今 度 は建 物の外 廓 が A. B. C  となり

まして 高 さに於 て 2 尺 2 寸 5 分程損をされる とと

にな P ました、とれ は税 共 の 本意 ではなかっ たの

であ りますが、 高さを お計 りに なる時にはそ の駄

をーっ御注意さ れ ると とを望みま す。( 拍手〉

市 街 地 建 築 物 法 施 行 細 則 (大阪府) に就て

松 井 清 之 助

引績 い て 大 阪 府 の 施 行 細則 第 六 章 、 手 続 に仰 す る部分 の説明を lド 卜げ ます 、 何分 時間が少 いの で
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充分 に説明を市上 ｬ ずる ととが出 来ないかも知 れ まｾ :  自動車の j fT. 旅

せぬが 、 私自身とし ては 充 分お ｾＱｊ りになっ て 頂 け ｪ ホ 貸 事務 所

るやうに申 上げたいと 思占、んで あ ります。先づ二 j へ 集 合住 宅

十 二 僚 か ら遂 僚 的 にお話して参 りま す が、二十 二 I ト 診 療 所及協 科 診 療 所

僚 に は 認 可 を 要 す る 建築 物 の謎加と rjl 上 げ ま す が : とれら の用 途のも のは全部さうな ります。

内務省令第百四十三僚 にあります此の法務十 四 俊 : 六 建 築面積六百平方メートル ヲ超過 スル建築物

の建 築 物 と 同 じ宇 うに認可を要する m築 物 の 親 類 ; 七 床面 絞 千 平方 メー トル ア超過ス ノL 建築 物

で あ り ま す 。 とれ を談上げますと j これ らの種類のも のは新築、初築 、 改築 、移 勝 叉

第 二 十 二 僚 規 則 第 百 四 十三 依然 一羽第 済 統 = 依 ; は 用 迭 を 努 更 す る 場 合 に は 総 て 認 可 申 請 を 姿 す る

リ指定 スノL 建築 物左 ノ如シ l  : 次に

一 橋 災 地 = シ テ省際ノ指定 シタノレ直域 内 ノ 建 築 ; 八 別 エ告 示シタノL モノヲ 除 キ 他 ノ 法 令 =依 リ建

物 = シ テ 依災後 三 月以 内= 建築スノレモノ j  築 物 ノ 位置 、構 造設 備又 ノ、致地 = 関シ 許 可 又

ζ れ は 火災など が成 範 闘 に 起 っ て、そ の一定の j ノ、認可 ア婆 スノι 建 築物

広域 内 に於ては 、大 陸 3 月のの Il ll に計笠 し そ れ に ; か う普いであるのであります が 、 この告示と い

ついて 将 来 ど う い」、具合 にしゃ弓かとい」、 ζ と が ! . . 1 、のは協令滋行の分の34頁に

略、見1l i " がつくだらう 、 その 問丈 、つ ま り3 月の i 第 四 保 絢1ft lJ 第二十二 線 第 八 銃 =依 ル 建築 物左 /

問丈 はど ん な建物を建 てる の で も必ず ｬｴ ，ＯＡ Ｎ￱ｔｲｬｬ 訴をｾ日シ王ＡｊＡ Ｎ， ｴｨ 守 、 牛 乳阪賓応、 Ｎ ｾ肉阪褒応 、 冷氷

要 する、 かう い」、具合にな っ て居る。 貯 磁 場 、芝 居茶屋 、 待合 茶 屋

二都 市計 賓 ト シ テ決定シ タ ル土地ｭ［ｾ列車整理匿域 Ａ かう い った ものは認可 巾訪が要 らな い八は一寸

内 ノ 建築 物 エシテ筑班、ノ 指 定 シ タノリ羽 ntJ 内 =. お古( みにな ると 判 り縫 いこ と h 存 じます 、 これは

建 築 スルモ ノ ・' n際 どうい」、用途 1

1

' : : 使」、 もの が之 1'，こ該食す るかと

とれ ば都 市計 需 として決定数 しまし た民主の土地 i ぃ』、こ とをお話申上げた方が早い か主恩 ひ ます、

Yol.; JIJ1J繋 理m; 域 であ H まして、 大 阪 府 下 lて於き ま し! 将凶来ま たかろい」、積類のものは選加されて行〈 持

て は大仰梅 田の際 iltr とそれから堺の浅香 山 と二つ i でありま す が、今私 の手許で列って居る のを 俄 略

あるの み で あ りまし て 、他 に海山也容lJ猿 理 区 成 は ! rtl 上 げ ますと 、紳書士、等 性 、数合 所 、撃 校 、幼稚

あ りま す が 、 之停は 都 市 計mとして決定 した も の ! 関 、市場 、形像 、旅 館 、下 宿屋 、競馬 場、紛・泳場、

で はあり ませぬ 、従 ひ ま して 、 との例 l土板 めて 少 j 牛 乳 搾I夜場、 その他危険物品取扱場戎 は貯蔵wと

いの です。 : い』、やう な民主であ ります、かう い」、 やうな用途 の

三都 市 計5民法第十僚第二項ノ風致地m ; 内= 建築 j ものは総て 1m. 可巾請 を要する、か ういふととにな

スル モノ ー るのであ P ます。

勿論 風 致 に 関係して腐る ので 、 簡r(l. K 建て られ j 次 11: 第二十三保及第二十四僚の設明 を致 し ま ず

な い 。 と の こつ の俊 項は新 た に 細 ftlJ に加ったも の であ り

四 令 第 一 僚 乃 至 第三 僚 叉 ノ、本令第ヲ1 僚 = 掲 グル i まして、是 は先 刻 話 が あ P ましたや うに 、昭 和 7

建 築 物 i 年2月1日から施行 され空 し? と施行規 則 の 百四十四

とれ ば 用 途 、地域制限に鯛れるも の、 つ ま P 勅 i 僚 のことい」、規 定から生れて来たもの でありま し

令 の第一俊乃至第 三 僚 に Ｑｾ <. る建築物は住居 地域 j て

に禁止 され る建築 物の 種 類 、商業 地 域 に 禁止され i 第 二十 三線 規則j 第百 四十三僚 ノ 建 築 物 = シ テ 別

る建築物或 は工 業 地 域で な ければ建てると との出 = . 告示 シ F ルモ ノ= 付 テノ、認可 7 要セ ズ但シ第

来ない建築物などの種類が書いてあります 、之倖 i 三 十 一線 = 準 ジ届 出 グベシ

の種類の建築物は 緯 て認可申請を要する 。又は 細 ! 認 可 申請 は しなくて もい A が、 屑出をしなけれ

則 第五僚に 偶げで ある種類 の建築 物 は￼ｴｻ＿可 け ｬ ｾｲｊ を Ｚばならぬ積類の ものを 規定 し て居る ん で あり ます

要する こ とになるの であります。 この告 示 は 、 その知 子の35瓦 の第五 僚 に規 定 され

イ 工 場 、 ロ 集 合場叉ノ、公合堂 : て居る ので あります。

ノ、 寄 宿 舎、常設 展覧 合場 、百 貨 応 スノ、 勧 工 場 ; 第 五 僚 細則第二十三官拒 = 依ノι 建 築物 左 ノ如 ν 但
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シ市 街 地u築物法施行士I l J!l J第百四 十三依第一項 ヲf 工 事 IIJ 仮 設小 属 、板間又ノ、彼足代'M

第 一鋭 、第二自主叉ノ、常干f 銃 三該首スルモノヲ I仕 か うい』、手ifl il!Aの ものは 手 績 が 要 らな い 、 これも

ク IF l : ; ! : : がありまして 、防火地区 左美官型地図 、橋 災 地 、

一 銭 Ｇｾｦｾ 叉 ノ 、鍛 造 二シ テ 往ｾ而積五 卜卒 方メ ポｦ，市計黙 と し て決定 し た 土 地区 ｴ ＧＱｪｾ到匹域内 、 風

ー トノι 以 Fi l 高J j _ メー トル以下ノ モ / 白致地 阪 、 この抗つのJ ; l l ; 域 内 に主主てるもの は手綴が

二 銭筋 「コ ｹ タ ロート」 誌を 、 石遺又ノ ・ 煉 ｊｃ 治 ｾ要るの で あ り ます 、 非常 に ζ の型 ｉ Ｇ￮ 手綴の簡易化を

シ テ 建築ￎￌＱ ｈｊｾ Ｍ ｉ Ｍ 沢 平 方メ ート ノ ι 以下且高四メ 。 言ｼ った の であります 、 第二項 ｬ 士従来相 ＧｒＮＢ 疑義を皆

ート ノL 以下 ノ平家主主物 様有たれて居ったと 思ひますが

三 物 干 、 物見忍 ｾｬｮ 註 七工作物 ］ シ テ 前絞二十 令 第三倹 ノニ = 該?古ス ノι モノ ア除 キ 工 場 ノ話・n寺

卒方メ ー トル以下ノモノ i  使 用 ス ル 原 動 機 馬 力 数 ノ努 夏= 凶，ι j 日j主鈴更ヲ

大佐これ伎の手虫類 のも のは 7&，i
1

f 申請 を要せずに 銭 サ y トスル場合 = 於 ケ ル 規 則 第 百 四 十三 僚ノ

只病を出せばい L 、 た 1.' II tJ巡のない や う に して 頂 . 怒川J Ij l ，ih ..r、之 ヲ符略スルコト ヲ得

き たいのｉＮ ｴ 、 そ の ｩｬ ｬＮ ｾ ｬ［Ｎ に あ る も のは除 かれ るん で Ｚ 工 場 の 馬 力 数 の 後更 - 5 馬力の工場 を 10応力に

みります 、 さ うす ると 百四 十 三僚 の第一J 1 i ｾＢｩ＠ - 抗 する ーこ れは市 街地 建 築物法で は弘! 模の j 目途 俊克

第 二級 とい」、 の はど弓い」、ものかと巾しますと 、 : で あ ります 。こ の 手緩 は 従来 もとって腐りませな

第一盟主は法宇jt 節 十 四 僚 によ り規定さ れ た特 殊処 築 j んだが 、 こ L で工場 の ).1;) 力主主の獲 更については手

物 のものは 総 て 関で はい けな い と"， . s 、ことになり: 綴を要しないもの であるといふことを flJ J献 に し、

ます 、又 第 二 披 と云 ひ ま す のは 、 防火地域 、美籾 反 而 に於 き ま し て、 尽力数 の 餐更は用 訟 の置き更で

地 匿 の 巾 に 往 つ ものは屈ではいけ ない、そ れ か ら : あ ると い』、 と とをsJ J かにし たのでありま す、勅 令

又は第五盟主に 穀 食 す るものと 巾します の は、 この のの空僚のこに孜?許するものとけ1 します と、北 液

細見IJ の第二十 二僚 に、つ ま り今 説 明 rll 上げました 地 域 に 建 築 す る ことの 出来ない続類の工場 一 つま

Ｑ 昔、 Ｂｊ 巾而 ｾｊ をｾす る手 ｩｦｩ 剣 とし て 府令の中に 一一 列者証 ｉ り 他府地ｊｲｾで 中卜 Ｎげ ますといふ と 勅令第 一後 で は

されて謄り ます 蕗 の 用 途 Ic 1.!t す る 建 築 物 或 は 二 十 3 馬IJ を超過 する ものは位居地域に認めて居ない

こ僚の ー 滅、コ鋭 、三統など に規定 されて居りま す のであ りま す一 驚 し 佐 属 地 域 に 5 馬 力 の 工 場 が

蕗 の 特 定 の阻ｊｲｾ中 の 他 物 は矢狼 り認可ＱＺ｛げ ＱＱＱ を要す ｪ 存布教 すとすれば 、そ れは位属地域 で は 泡絡 で な

るのでありま す。 主 と して { 主家とか向庖とか のruν 、、ffJ 'm'l 不 適 持工 場 と 稀せ ら れ る積類のもの で あ

築 物に附腐す る民主の鎖 骨造の極〈精微なもの丈が ります 、 この不 適 格 工 場の 5 馬力を 10馬力に する

周でい L といふ こ とであります。 とい っ たや うな場合は 明 かに用途安 更の手 縦 を 必

次 に、二 十 四 僚であり ますが 、 これ は 金 〈 手 鎖 要とする ζ の令第三僚の こ に該' 61;・ず るのを除いて

の要らない ものであ ります o 他 のm-/J ll 立の蟹更 は手績 を要しない のであ ります

第 二十 四後 規 則 第百四十三僚ノ 認 可 申 請叉ノ、同 i かう 月I上 げて も位居 地区 の 2 馬力の工場を 4 1苓カ

第百 四十 四依/ 届出 7 要 セ ザ ノι 建 築物 左ノ虫日シ にする場合に手 績 がｾらない とお考 へ にな ります

但シ規則l第 百 四 十 三俊 第 一 環 第 二 披 及 本 令 第 二 と非常な問主主であ りまして、 佐 居 地 域 内で は 3 ).l9 

十二 僚 の ー披 乃至 第 三 披 = 絞首スノレモノ ア除 !l :  I J そ起; 白する ζ とは勅令 の第 一 僚 の 規 定で言キされ

一 容 ＭｦｩＱ［ー立 方メートノ ι 以 下ノ水槽ノ類 Ｗ 支ｩｦｬ［Ｎ ｾ ないので あり ますから 、 勿論そ の 揚 合 には 出 来 な

スノｾｔｨ築 物］ シ テ高 ヨ ￮ メートノ ι 以下ノ 鍛骨造［ぃ ｌ 、 又しゃうと 恩 へば地方長官の特殊 の初、 可を

ノモ ノ 得 なければな らな いとい」、 ζ とになる の であ りま

ニ 高 九 メ ー トル 以 下ノ 焼失ノ 類 ナ、 先 づ 手 綴 に闘 す る 合 理化 、簡易化と云ふも の

三 高三メートル未満ノ木造又ノ、鍛 '1手7 有スル : はと のこ十三 、二十 四僚 に よ り ま し て 大 い に考 へ

「メ17 ，11. ラ ス ・コ Y !l 9 ート」造 ノ 格 壁 、障 塀 られたの で あ P ます 。

兼 山 門 戸 ノ類 = シテ ru築 線又ノ、羽路境界線ヨ 次 に 二 十 芳一僚であり ますが 、 とれ は 認可 申 鯖 舎

リ一メートル以七 ノ距離 = 在ノレモノ i に仰 す る 規 定であり ま して 、従前から の規定 で あ

問 物 干、 物見 翠 等 屋 上 工 作 物 エ シ テ 而 絞 十 卒 uます が、今度は 明か に申訪 蓄 の 様式 を決めたの

方メートル以下ノモノ i であります、 ζ の本文を積んで見ますと
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第二十五 線 規員 ｉｊ 第百四十 三 保 ｾｾ Ｍ 項 Ｏ建築認 Ｂｊ があります 、で、 さう に、」、場合を革互に却定されて

Ｗ 受ケ ｹ ト スル者 ハ 摘ｾ井 、 ［的，ＮｾＡｽ 11( ji ，:，l  iui 71;孫 。府ります 。

附 シ別記様式第一被= 依 ;. ql ，ij¥j 守 正 副 ニ liII : 7提 第 三 十 線 、 これ は新 た に 加 へ られた 規 定であり

出ス ペ シ仰必要ト 'iL'i1， ムル トキノ、他ノ闘舎 テ提 出 ます が 、 こ をも ; 1: 刻お話を 申上けま した宇 うf':: .. 

セ シムルコト アル ペシ 昭 和7 年 2 月 l 白から施行されて居ります改正の

活路/ 占用其ノ 他 他 ノ法令 = イ'1{リ m築 前 = 許 可 施行士JU!I J の '1

'

に ! . I : l て居ります 、4 メートル以 k の

叉ノ、 認可ヲ受クペキ事項アル モ / 戸ー其 ノ 許 可; 澄: 擁 壁 I' J : 認可申罰1I を要 する とい」、 こ とに な って照る

又 ノ、 認 可 澄 ノ 穏 7 添附スベシ1 L l シ之 ユ{次 リ!li U，キ んであ ります。

場合ノ、共ノ事 fll : 7 共シ之 7 干? 略 スノι コトア得

ｴ ｩｰＭ 三十阿依 ｾｾＭｭ ノ 規定］依リ ｉＱ ｆＮｊ 、 認、 Ｂ ｊ 叉 ρ

承認、 7 受ケタノレ事項ア ルモノ= ' ; ( r: リテ ノ、主主ノ事

項 、官1・該保項立立 = 言1・官J 、辺、 ''' J 叉ノ、承認、年 月 日 及

記Ｉｊ ￆ 存続ヲ附ｾ｛ｬスペシ但シ同保 ｦｦ ｨ 二ｊ￭￮ノ規定エ

依 V (lt 詑ス ノL モ ノ=' :(E リテノ、 ;:i' Ｂｊ 、 夜、ｾ r'J スノ、承

7['{l.7' そケ Y トス ル事 項、?百-t主総J .TI 11( 共ノ事由ヲ

記 il主ス ペシ

qτ - Jii ノrll 話 番 = ノ、取地 所 有 者 ノ氏名 、 (J:ljJ (;l t

='  i¥¥: : l 也使用 E散防/ 有無 7 附 i氾ス ペ シ

様 式第 一統は 25頁に 出て腐 ります これは最 後 に

一括 してお話 rl l 上げゃうと，思 び ます o ｻＧ ， ｲＧｾ 二卜五依

のil1{! .TI J 申請書の内容は従前 と大 差 ないの であ りま

す 。 第二十六保これ は辺、可申請書につけ て 頂〈摘

要 舎 の 内容 でありま す、之 も 従 前の 摘要:iF と大同

小泉であり まし て、説明 走行略して 置きます。

第 二 十 七 僚、 ζ れは j: gTrJ rl1 rll!f 芥 につけて頂きま

す 設計号Ａ ｾの内 容であり ます、 こ れも従来 の 規定と

大差ない の であり ます。

第二十八僚は 認 可 申13』舎につ け て頂きま す農の

間前であり ます従 来 の も の よ り も 多 〈提 出 して頂

かなければな らぬ ものが加へら れた の であ P ます

これ は 段 々 往 築 工 事 が 大 規 模 になり ます とい」、と

従 来 の規 定 にあ る! 湖面のみで に充分 に 待 査 す る こ

とが出来な L 、、従 ひ ま し て がf らし く附 加 へ空 した

のは第六放 に あ り京す 蕗 の基礎 卒 宙 開 、第九放の

詳 細 闘 、それ か らfp十械の級伏、 ul l 沼工 事 聞 かう

いふやう なも のでありまして 、他 は大槌従前のも

のと同じであり ます。

第 二 十 九 僚 、従来からあった規定であり ま して 、

そ れ か ら 第三 十一僚であ ります 、 ζ れは ;J'J，I IJ Lj l  

誌を嬰しない 、J i T I U l をしなければならぬ注築物 D

腐の書式でありまして、 これ も新らし〈 様 式 を 作

りまして 、様 式 第 三貌に よる距副 21砲を起工 10 日

前 に提出 してなi けばい L 、之 lニ従来のものと大京

な いの であ ります 。ｊＮ Ｍ ｾ この 場合に添 附して ｔｊＮｩ ＼ ｍ

ｾ Ｚｾ ｉｽ 、 設計詳 ｉ ｩＨｪｩ［， ｴｬ￭￹￮ で Ｆりますが 、 之毛＿のもの Ｑ ｾ＠

記、Il f ｱｾ＠ jjM舎のもの と留任問じであ日ま すが 、!fJ与にJ) 'i

手? については泌 IIJ r!l lit !J のやう に令部の 岡 市 を 嬰 し

ない 、 第二十八 伐の有 扮か ら 十 Ｍ ｙｊｾ に列摩されて

照る や うな例へば基礎 Ｒ Ｑ 正面 ｬｩｩ￭ｬ 、 戎 ｬ 土 根伏 Ｇｩｾ ｬ￮￱￮ と か 、

戎 l土構 造 上 緊会: なる部分の詳細| 品! とい 」、やうな も

のが要ら ない、か ういふ と とになるんであ ります 。

次 は 第三十 二係 、 お Ｈ ｾｉ 後 更 の手 絞 であります 、 こ

れ は従 来 の 規 定 と 同 じ で あり 空すが今度改J F . 致 し

ま して 、従来旬、可け i 前日と)j i . j の場合と 別 な( 点項で規

定して府っ たのを ー析 しであ る、 阪に - H!!. l :l必可' "

読さ れl!XI 土問出をされたやうな主主築物に於て その

竣工前に その内若手の嬰更とい」、やうな ことにな る

場 合 に は 旬、可 1III1[!;' なり R 出をして政〈 、と れ It 従

前の規定と同 じゃ うな課 であり ます。 それから第

三十 三 僚であ り主すが 、 とれ は新 たに加 1t り まし

た規 定であ D ｾし て 、 ｉｊＧ年に御 注 ＱＲ 願ひたいと，思』、

のであ ります 、先 づ その 後項を読んで見主す。

第 三十 三俊 夫ll Jll J 第百四十 ベ依ノ旬、i'J :7 ;叉 ケス ノ、

伺第 百 四十四後ノｊｪｩ ｬｬ ＮｬＺｬＺＷｾシタル建築物 ］シ テ

第二十六線第一環第四披/ 事項 7 釣 吏 セ y トス

ルトキノ、 抗i要 普及聞置!i ;，n:7 ￬ 添 ｾ ｊ 毛ノ旨届 出グ ペ

シ

第 二 f 六 後 第一 JJ [ 第四骨主 主申し 空す るのは 15f t

一 時 に刀計図面 を 全対; 提 出され る乙 とが出来 ない の 4行目にある放池田紛であ ります 、辺、可 正受 け

揚合従来乃例から時1 卜げますと 、正: ，府建築物の基 戎 ｩ 土 ド ｩｩｬｬ を して Ａｈ ＿｜ ミ ヒっ た ｾの建 築 物 そ の ｩｬｬ 築物

礎 の計引火 は 出来た 、 そ の上部 に は つ 彪 の 大 位の に附鴎し て ｊｩｩｩＭ る長 の ｩｬｬ 築政 ｩ 也が 、 ｾ Ｎとく ならうとす

却 撲 はJ I桃 山 来 たが、主Q定 に あ る民主 の総ての[ 湖町 、 る時 ，10 ) ( は大きくなる場合もあるの で あ り ま す が 、

設計舎な ど を務 へ ることが出来ない とい」、場 合 に この四鋭の事l T I - ill 築 面 波 ー を 後更せんと す る時

その提出された 基 礎 工 事に 封 して総可 1 れ た 場 合 : 1":: 拭1嬰 普及慨也| 品を添へて府 出をして頂かなり れ
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ばならぬ 、か うい」、こ とに改 E されたの で ありま や うな事例 はtt 際 問題 としては 比 較的 少ない と思

す。 で、今 迄 一 つ の 往築 物の; : ; a.IIJ を( 1 : 居地域内で ，トの で あ リま す。

とれば主主地が 4 制 であ った 、 それを 従来 l土規定が 次 は 第 三十 五 依で、 とれも従来 から規定してあ

なか っ たｾ めに 、 何待 の ｉｕ ｊ に かその内の Ｒ Ｍ Ｓ Ｇ ， ｜Ｚｕ は ｉ る も の で あ り ま し て 、 市 街地 位 築 物法 の ［白川区 峻

他の放地に 流用 す るとい 」、やうな E も往々 あり刊 が涜 更さ れ たリ或は設定される場合に 、建築中 の

た の で あリ主す 、 かういふ揚合 にｩｗ ｊ 令の第十四ｾ も の 或 は ｩｬｬ ＳＨｾ工事に 着手 せ ざ るも設計ある苧うな

にあります民主のZ在地制限を! 投守して行 か う、 さう ものに到 する 経 過 規 定 であリ ま して 、 ζ れ は 従 来

いふ揚合には 直 ちにI j i j W をして合法的 でない もの のも のといj じであります。

は許 さない 、合 法 的のも のは 辺、めて行かうとい. . ; . 第三十六僚 、 ｾ築線 指定 ｲｾ 請に闘 する規 定 で あ

やう に特にこ の後> 11を力日へたのであり ます。次に リまして 、 ill 築線の指定中日目I をするもの は 従 米 土

第三十 四後 で ありま すが 、 とれも新らしい去l.!:<とで ; 地 所 有 者のみ に 限 ら ず 借 地 総者 で もは築線指 定の

あります 、従米大阪府の車11Ij[ IJ にjjきき ましては法、令 申舗 が 山楽た の で あります 、 併し乍らとの皮 ｾｉｅ

去ll J1IJ その他 の税定によりまして 、計 百iJia，可承認を 主主しま し て 、 ＭＧｾ地 所有者 、 土地凶域整理組合又は

裂するものは士t J l J!IJ 第百四十 三伐に依っ て認 可 申請 耕 地盤 王'[' 組合と い」、 ものが建築総の指定を r11  ｾｩ ｬＡ￭ｲ す

を裂 するとい」、やうに先日記して居ったのであ りま る こと がf - l ¥来るのみで 、他 の もの は泌めな ν 、とい

す 、で ζ の皮 は そ の 後 JJ{ がなく な りま したの で 、 ふ こ主にな るんで あ りま す、 その申請舎の 内容が

又 一方滋に偶げま した やうに 、法 、令 、;l:QJ! IJ 、特 殊処 : 第二 )i 1にありまして

築 物 耐火構造組J l I J又は刑II J!1J によ りましてロy' tiJ 、，認 建 築 線 / 指 定 7 受ケ Y トスノL 者ノ、凶 iui 2士側係 -

'''f 、 承認 を受けると い」、や うな事項を 有 っ て居リ 7 添附シ 別記様式第四披= - -(t<ル申請書正副l二 週

空 す ものは 、 ｩｦ｢ Ｉ 々の事羽 に つ いて ｾＧｴ ・ Ｇｮ ｊ 、説 、 ｮ ｊ 、 ＷｽＮ : 1 提出スペシ兵ノ鑓更又ノ、燦 JJ 二ノ 申州 7 銭サ y

tとな りを受ける震に申品N:2r - を提出 せ ねば な ら ぬ 、 トスノl トキ 亦 同シ 、必 要 ト 総 ムノルトキノ、前項 以

さうい」、ものは箪婦 に手絞をする 乙とが出 来る 、 タトノ悩lZ!? ヲ提 出 セシ ムルコトアノL ペ シ

で、 川出 を嬰しない ill 築 物 であっても 、 その 一 部 その聞係書或は凶 'Iui の 内 容 が第 三十 七 依 及 第 三

分 に 特 に 認 可 、承 l訟を受け なけれ ば な ら な い 事m 十 i¥.. 僚 に 奴 定 してあるの で あります 、 これ は お 訟

があれば 、 そ の 承泌を光 づｾ けて ｬ 此 い て 、 後 グノ 工 みになれば刈ると 思 ひます 。

mは至急: にやる 、 か シい 』、ζ とになる認で ありま 第 三十九 僚はill 築 工事中に於いて1 I ' ，j 出を要する

す 、線、て J去、令 、先日 ll' Jな どにある i;;: 'OJ 、認 可 、承 工 程 で あ り ま す 、 ζ れは従来あったの であ リ ま す

2E を受 けん とい ふ やうな場介には 、泌可申 511J 舎 に : が此 lZ少 L ftj W を要する工程を心力日放しま した、

つけ ま す虎の摘要舎なり設計舎なり或はそ の 他の Ａ 火は｟Ｎ鋭の 「 上保シ タ ノ ｌ トキ 、 四被ノ鍛 ｦｾ 工事 ］

もの に;¥'; じて王制二泌を提出しなければならない シテ俄'1'1 ノ怨方 = 若手シ F ノι トキ」夫から第王披

かう い」、 ζ とにな っ て居 るんであ りま す、 ζ の ｾｬ :  r俄 筋 「コ; / ? リー ト」工事二 シテ;11・1礎、 各 階 床2士

二項 に ありますやう に之伶 I ) ki oI 、必 nJ 、承 訟をさ正 屋 根 ノ問筋三渚手シ F ノι トキ」の三 肢 で あ り ま す 、

けん t す る111 日111は税) ! I J 第じ1・四十三僚 の Mt: /l Jrll ;fj白書 第 三攻の分は ｊ Ｎ＿ＡｉＮ Ｗ ｫ ｾｴ［ 以後特に 木 位 ｩｬｬ 築 物 の 虫 ｮ さ は

山 中 に又図書の ｲＩ ，にさうい』・司 ｆｉｾ 走。ｩ］ｲ ｩ 包す る こ ｅ 卜J 点の 際1!1i述 、方 杖 を 特 に 注 意 し な い ，:，思はぬ 災

がU1* る、 かう ν 、..;. J t - 合に規定されて 居る ので あ 害が ｾζ るといふ と と が剣って居ります Ｎ［Ｉ で、 特に

り ます 。 で、か うい 」‘記、 ｮｊ 申 ［ ｪｬＡｩ ｾｽ Ｓ えは屑警に ＰＱ 詑 か うい｟＾・ ｮｾｩ Ｚ［｝Ｍ に日出を ｬｦ ｦｩ ひた ν 、 、 かういふ次第で

された場介にi ' J : 、建 築の泌 ii J ).oJ( は lIt: j告の高IJ 本 を 交 地 1Jn : され たので あります 、 その他は従? f ( 1) 泊 りで

付、つまり屈をして、そ のl.¥1J本が届けた人の手許 あリます。

に戻った 時には許可があったものと見倣すとい」、 第四十4菜、ζ れ も従 米から ある姥築現場 の毒事示 、

共合に第三l J t に規 定 さ れ て 居 る次第で 、副 本 が 反 それ から現場に於 け る舎類似1付 に 闘 する規定で あ

って来れば許可も) j i l 出も一緒 に済んだ 、認 可申tlt ります。

も同様であ り ま す。 之 は非常にM l{l な以放にして 第 四 十 一 線 l土従 来 認 可 申請書或は知書，こ就て起

あ るんで ありまして 、三十 四 僚の第一 環にbきける 工 が6 ヶ月 lifJ 以 内 にされな いと い」、 やうな場合に

fr¥:  nn官、可承認を特 に受 けな けれ ば ならな いといふ は失究J) の規 定 が ゐ ったので ありま す その 失効 規 定
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芝居費止しまして 、今 度 は さ う い」、場合に取消叉は j 餌を以 て との 中に 書 い て頂 か な ければ なりま せ ぬ

回 出 の 揚 合 に無効とすると とがある 、 かう いふ 具 j の で、 特 に この 印 刷 に も析 を成 〈 しあ るの であり

合に改正したの であり ます 、 ζ の改 正に よりまし : ます 13行 原紙 にな ります と大 鐙 後 の 2 行位が次の

て、 自然効 力 を 失」、 ととはないが、 か うい」、時 は ' 蕗 に行 くかと，思ひます、 それ から建築 物 表 の 記 載

取消さ れ る場合 がある 、 か うい」、具合に 後 ったの 方 に つ い て 申 上 げ て 置 き ま す が 、先 づ名 穏 と書 い

であり ます、だか ら取? 宵のな い 場 合 が原 則l であっ てある 虞 に は 一 つの 建 築 致 地 内 に あ り ます践のｾ

て、6 ヶ月 怒 っても矢張 りそのま L その 申請 が有 : 築物の各棟の名手停が入っ て来 る認 であり ます、 例

効であるとい」、ζ とになりま す o へば大 き な 毅 地 の 中の工 場 であり ます と、事務 所

ヨたに四十二僚で あ ります が 、是は新たに 迫力日さ とか、或 は 何 工 場 、或 はな原或は自 動 車草原 、危

れ た もの で あり 奮 して 、従 来 とて も 勿論とれ丈の : 険物 品置 場 とい」、宇うな名 手持が この虞に出る 諜 で

Eは 出来 たのでありますが 、細則に明かに規定さ あり ます。 その下 の構造箇別の 民主には 従 来の jffi り

れ たのであり ます 。 種々の構造に より 、滋 筋 コ:，.' ?リ ート構造或 は木

第 四十 二 僚 建築 工 事 = シテ左 ノ 各 鋭 ノ ー ニ該2言 語量 といふ や うな とと 、何J昔建 とい」、やうな ζ とが

スノι 時ノ、工事ノ中止 其 ノ 他 必 要 ナノι f昔泣 ア 命 ズ ; 出て参 ります。 それ から 主主築而I積 、 高、軒高 、エ

ノι コトア ノι ペ ν 事 要 旨 は従来週りそ の l 行 に ず っ と書 い てJsi <ζ

保安上危際ト認、ムルト キ : と になりま す。 各 階 の 軒 高 の 他 に 基 礎、深 とい.. ; .

二 衛生上有害下 ra. ムルトキ ; やう なも のが従来あ っ たので あ りますが、そ れは

三 法 、令 、 規則 、勝 殊 建築 物 耐 火 構 造 規 則 叉 との皮省略して総て ζ れ は岡国の方に明かに して

ノ、本 令若 ノ、之 エ基キ テ滋 スノι 命 令ニi l i ! 反 ν 17 頂く ととに 改めた のであ ります。次 の行 か らは そ

ノL トキ : の名手需にある 慮の 例へば事務所なら 、事務 所の第 l

四 計 可 、認 可 、承 認又ノ、届出 ト:災 Y 17 ノι 工事 j 階 、第 2 階 と いふ や うなも の或 は地 階 第 l 階 、出

チ: ! t シユ ルトキ 2 階 とい」、 ものを 権 造重量別 と苦手い であ る欄 の鬼に

ま互 に列者基 され た やうな場合には 工 事中 止その他 ; 書 いて頂〈 ととに なるので あリま ずそ の行 の 兇に

の借泣 を命ず、 とれ も従来と て も勿論 や っ て居 つ : 第 l 階 の建築 iui絞 、次に 第 2 階 の往%i lli i践 とい 」、

たので あり ます o や 号に舎 ν、て fJ.i きま して、 各 階 毎 に 工事 の様 式 が

第四 十三保て盲あ りますが 、 ζ れは 従 * から 、 あ j あれば そ とに 書 い て頂〈 とャふと とにな るの であ

る工事者 の後 更 命 令 F亡闘する規定で ありま す o ります 。最 後の部分の 床 面積に は合計を書いて 民

。様 式 の方 の 説 明 に 入 らうと恩」、の で あり ます o くとい」、ことに な るんで ありま す。

様 式第 一放 はお 手許 の印刷物 にありま すや告に j 次は様 式第 三絞 でありま すが、とれは大位 様 式

建築 認 可 申読 書ーで大位 13行原紙 をお使ひ にな る場 第一 統 と同 じ要 領 であり ます 。

合 に は25頁 に印刷 してあり ます る金部 が入 らない j 様 式 第四 披は建築線 指定 に闘するも のであ りま

ゃ うであり ます 、従 ひま して 、後 の 2 行 はそ の主要 : す 。

に廻る といふ やうな ととも あ るので ありま す 。 それ か ら 様式 第 5 銃 は建築工 事 現 場 に 掲 げてf J . i

ヨたに様式 二貌 摘 要 舎 は特 に ζ の用 途の 部 分 を 縮 きま す民主の標札がどう い』、や うな大さのも のであ

を股〈 しで あ りますのは 、今度荊IIW] の改 正 に よ り るか といふ や うなものであリ ます。

まして 、工 場 な ど の 場合 には そのm主主 に闘して詳 ! 大分時間も とりまし たから これ位 で説 明 を終 り

しく書い て頂 くやうになっ て居 ります ので相'誌の : ま す。 ( 約手〉
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認 可 ヲ 要 ス ノ レ 建 築 物 分 類 表

去I;l.)!I J第 百 四 十 三 依 = 依 リ 要 認 可 ノモ ノ 守 主 命 保 羽

防 火 地 区 内 士)，!)!リ 一四三 、 2  

区

美 j/jJ1:i也 監内 問

域

椛 災 地 = シテ指定匿域内〈 三 月以内 〉 制J ! リ二二、

士血

都 市計 笠 トシ ア決定シ F ノL 土地凶宣IJ整 理 区 域 内 (j 旨定

2  

1!IJ 1l 1l 内)

同

域

J.?U生地区内 同 3  

5)IJ  一 一

道 路、 河川 !殿、府 公 園 地 叉 ノ、都市首I.';lr i. k 第十六保第一

同 8  

; 頃ノ土地毒事/ 峨峨内

法第十四依ノモノ 規 則 一 四 三、 l  

) H 

令 第一 俊 = t81グルモ ノ 治IJJ!IJ 二 二、 4  

令 tf; 二 保 =t品グノレモノ 同

令第三後= 偶グノし モノ 同

主主

車問)!IJ 第五(1. ¥: : =  tEJ グノL モ ノ 同

工 場、集 合 揚 、公 曾 堂、寄'"ff i令 、常 設 展 覧 台 場 、診百療貨

ｬ 吉 、 級工場 、 自動車々庫 、 貸ｾ務所 、 集合住宅 、
)i[r，歯 科 診 療 所

納1)11J ニ 二、 5  

5) IJ . iji11
1
且t、寺 院 、致 命 所 、準 校 、幼 f社側 、 市場 、形 像 、民

Ｊｦｾ 再Ｏ刻 、 浴場 、 放館 、 下 ｬｩ Ｎ ｩ 鑑 、 簡乳権 易術 、貸! 日J I 刻 、

競 馬1号、i政泳 場 、肥 料 議 置 所 、牛 『反場 、主主務市場 津田)!IJ 二二 、 B  

'1・}.!:j街 、牛 馬 市場 、米 倉 庫 、約 属 、命 ii'[iii J護士号 、 危険

物品目Ｎ￯ ｾ 磁師 、 昨iニ議員枠J 置場 、 言青検 ｾＡｩ斤 空宇
〒 咽 』 ー ，

機

鍛 筋 コ ンクリ ー ト溢 規則 ー四三 、 3  

Ｔ 投， ｾ造、 俄誌を 同

治

石 治 、煉 瓦 溢 同

))ij 

木 骨 造 其 / 他 木 造 二 非ザ ノb モノ Ii"J  

規
階 数 三 以 上 ノモ ノ 規J ! 1J 一四三 、 4  

模 建 築 而 税 六 百 平 方 米 7 超過ス ル モ ノ 細川1J ニ 二、 6  

月り
床面1II' .li 千司王方米 7 超 過 スル モノ 同 7  

粥k 擁壁 〈高 四メ ート ノレア超ユ ノレ モノ 〉
|釦!IJ - I!.Q=:: 

同 一 四 回 、 4  

持 ( 註〉 倉庫納屋トノ、明治四十一年府令 第 七 十八 披 倉 庫 納 屋J主ノ他ノ 建 築 物 取 締 鋭 則 ノ過月J '1 

受 ク ペ キ 建 築 物 ア、禽* 飼主主揚 トノ、大正四年ノ j存令第七十四君主命畜飼主主主易取締; t . J l J ! 1J ノ

適用 Ｗ 受クペ キ 建築物 ヲ 、 又危険物品目守成庫 、 同貯是主将 Ｑ Ｑ 、 同置場 、 伺ｾ￬Ｏ［ 換所トノ、大ｬｅ

十 四 年 府令 第八 十 八 銃危 険物 品取 締規則ノ泡周ラ 受タペヰ主I l ; 築物 '7 m!1 7  
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市 街 地 建 築 物 法 施 行 細 則(京 都府)の 改正に就て

板 井
7.¥. 

4 品、 威

耳L から京都府細. l ! IJ の今回の改 jF.に つい て簡単 に 必要ト認 ムノL 時ノ、 y ノ承諾書 7 添付 スペ シ」 とい

41上げ たい と息ひ ます 。 ふやうなものを ｬｾｉｊ って し まひ して 、 そ の代 リ に 処

京都の細 HIJ は去る 昭 和 7 年 3 月 3 日に'/l f な り大 築 験地として土 地 を伶 1) て居る とい」、とと が IVJ 瞭

きい改正がありまして 、今 刷は法 、令 、規 則 の 改 ならば早 に不官? の値 上 の 材 料に使 って居る とい 」、

ifーに伴 ひ まして 、不 鋭合 主生 じたもの の みについ やうな場合には必ずしも承諾をｾ しな い とい』、風

てー部分 の 改 正 を し たのであります。で 、今逐依 に改め たの であリます 。

的 に改 IFーになった ものについて 御 設 lりj 申上げ たい 次に第六僚 のこ であります、 とれ は法第八僚の

と恩ひます 。 改正によ りまし て、- u ! ; 築物の敷地が建築線 に接 す

ζ の第二俊中に 「院側平野祭器 7 山科 聖子祭鴇ー ニ改 る ｮ ｾ を要する代り Ｑ ＭＺ ＮＮ 道路 放 地に 接 せし むる 司王土

ム」 といふ とと は単 に響祭絡の名干i 1 } il' 後 っ たから 要する と とに なりま した震 に、翠 に 建築総 に接 し

改E になった丈 の ζ とであり ます。 て居っ た従来の敷 地 では往築する事が出来 な い 吋

それ か ら第五僚中第 一演 に左 I Ili 脊 7 如1へ第二 うになりました 、 そのおに先づ道路を完成 して然

)J1  '1 171J ルとあ りま して 、J t の ill 舎 と申 しますの は る後 に建 築 をす るの が1古然であ P ます が、 従米 の

f il[ シ知 事 Y ノ必要ナ シ ト辺、ムル 時ノ、此ノ限 ニア ゃリ 方 もあリます し、そ れ まで に しな〈ても 51: づ

テズ」 と云 」、のであ りま す、元来 この第五 僚 と申 道路 の完成 の見込が あ る、近い将来 に 於て道 路貸

しますのは 「建築許可申請 、m築泌 /l f 申請 又 ノ、 主主 主且の見込.があ るという や うな場合 に於 いて は法 第

従 明白 'l:F，Z サ y トス ル者 ノ、 Jt ノ政 池 / 所 有 者 決 使 八伎 の fll .舎 を迎J l l し空して、次の 各械に 該覚する

J! l 継者又ノ、建築 物ノ所有者 ノ承 諾 7 受クベ シ」 と ものは昔1・i，rする 'J';が 出来る 様 になって居り 空す 、

あリ ま して 、第二川 と しま して 「必嬰 アリ ト;認ム 第一放 とし空して 「昭如十 年一 月三十 一 日以前ユ

ノ11時ハ古iJl-Tl ノ承諾書ヲ 添付セ シ ムル コト アル ペ シ 指 定 シ マ シ; 1 m築 線 = 接 スル 毅 地 」 第二放 t し

J  ｾぃ 』、 の であ り ます 、 ζ れ は建築物法 と し まし て 空 して「 椛災地 住宅恕管地区Jt- ノ他 -)¥9: 1ノ_I"_地 =

は多 少行過 る感じが あリ ますが 、 この俊文のな か 亘 り指 定 シ {J Ｉｾ＠ ill 築 線 = 接ス ノL 敷地= . ! / テ近 ク諮

った前 には 他 人の こ|地に 勝 手に m祭 出願をし まし 路 竣 或ノ見 込 ア リ ト ｾ￭Ｑ ｊ ， ムルモノ」第三銃 に 「前後

て、 その 家 をill て L しまっ て、 その 認可や承認を ノ建築 線］ 接スノｾ ｬｉＱｴ 地 ｊ :i互 に前僚と申し ます の は

栃 にと っ て却 て自 分の 方 に有利に騒 々の と とを皮 京 都府納貝IJ の第六僚で御座 い ま して、 !! [J ち法第 二

郎 ｪ し 明 う とい 』 、やうな 不心 Ｑ ｾＱ Ｚ の ものが ありまし た 卜六僚の退路でない 、相貝9尺未満・の通路 に建築総

nに地主側 は非常 に困 ったのでありま す、 それで が指定 しであり空 して 、その 建築 線 に 接する 敷 地 、

地七の方市 からの要望 もあり ま して、地 主 の承諾 工れ を認 めるえい 」、 ζ 之で あ ります。第四放 は「河

を1ひた とい」、こ とを lリl かにして25 日J をす る とい 」、 川水路 ｨ ｖ ｦＮｴ長ｾ［ ノ 敷地 ＧＱ Xll テ、道路敷地= 接スル政

風 にj也主 fi !りの不安を少くす ると い」、経 旨 が 多 分 に 。判j! J これ は橋 を 架け るな り滞 在 を設 け るな りし て

合ま れ て出 来たのでありま すが、 この 依文が出来 連絡してあ れば認め られると い」、のであ り空 すtl1

て見ます と、今 度 はあベ ζ ベに地主 の方 か ら却 つ 五 披は f 111 111]部修 = シテ 家 屋連絡ノ見込 ナ シ ト認

て之を慈mしまして 、地代の釣上. とか{ 也 の何か銭 。ムル土地= 於ケル吸i也J ζ れ も山小 置などで勝 来

にする鵠 に不常な 111 向 を して 、 それ に 熔じなけ れ 家屋が建説ぷ見込な きものであ ります 、之等 は お

('! ill 築 の承認を奥へて央れ ないと いふや うな場合 路がな 〈て も; 泌めら れる とと をiりj かにし たのであ

も可な り多くなって来ま した ので、 ζ れでは 却 つ ります。次 に 第 六 僚 の三 は新にカHへ られた のであ

て弊符があります 心で、は築物法の趣旨 に も反す りますが、 ζ れ は: m日IJ の第四僚の改 正に よりま し

る と い ｟ ＾・風 に 考へられますから 、 そ ｲｊＩ 第 二 ｦｪｾ の 「 て、建築敷地 が泣路敷地に接すべき欣態 の標 il t を
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示された銭でありま して、 そのが; 果 、京 都 府に於 壁市の付: ー泣から外に ill す 三とを ;15めるとい」、風 に

きましては以前 l t 建 築紋に 接 する 標 惨 とし まして なって居る の であ ります 、 この卜. 階の惣而{の突 出

建 築線 に接する部分の長さ1 . 5 メートルを 嬰 求 し を認 め るとい4 ・の 1'1 、 :u';物 の' fl] 汚1に よっ て迩」、 の

て居ったので あ リま す 、単 が 、今 度 2 メートル と でありますが 、関 場 、活 訓篤 民 倣、 演禁場 とい ふ

なり ま した伐に従来行って居っ た と とが即 ち、@1: 苧 うな もので表に 耳7板宇民告書宇をl f { 付ける もの で

に記、めら れ 1. 5 メートルと してh泊 したや うな敷 あれ ば 先 づ認 め ない 、軒 庇 蛇 腹告すーであ ればそれは

封II に針して は殊 にそれが ii I J f i ，品以怒となり FトJ1U1Jに家 差 支 へない 、 目i し百貨応のやうなものは活板士 見

鼠 が lli ち並んでゐると云」、や 3 な もの は之 を救済 るf誌に 人 が停滞して 交 li I J 妨; 許になると 云」、こ とは

しないと非常 に困 難 であ るとい」、場合も あ ります ないので あ りますか ら上の方は出しても差支 へ な

ので 、 1111和 10年 l 月31rJ 以前に存在 し、現に長さ い と 主にな るだらう と思』、の であ P ます。

1. 5 メート ル以 1-. 2 メートル 未 満 の 道 路 敷 地 に 接 第十八僚 は階段に 闘するも のであワます が 、避

する主j l ; 築物 の致地 は 鋭貝IJ 四僚の第一項の- J : J ，! 定に拘 。旅 階 段 を 非 常 階 段 に改めた丈であ P ます 。

らずその建築を ti 1可ず ることあ るべしと緩和した そ の次 の第 十 九 後、之も階段の規定であります

の であり ます o f，'，!第二 J i ' ( として 古 い サか ら平子在 し が特殊のせ築物 の も の で あ ります、改 疋され た 部

て居る狭い専用 泊 路 で ま だ 一皮 も 処築物 法 η 適用 分は選制i 階段を「非常階段 J に改め更 らに第二燃を

を受け て居 な い や う な 島 が あ り ま す、 それ も)!JI到 攻 の 湿 りにして居りま す 。

の欣況として敷地 に沼 ずる沼路を氏くする こ との こ 蹴 t J 土踏而 ノ寸法 ノ、各段均一 ナラシ ムルコ

出来 な い j伏態 の ものであ ると か 、叉 m主主卜. 官会り危

除がないもの は今 度 新 ら しく扱げるの であ っても

向1 . 5 メート 凡以 l二活路敷地に接するも のは 認 め

るとと が 出来る やうに されて居る のであ ります。

とれ は非常な緩和だ ら うと 思ひま すが、古 い 取 扱

の墜史があり ま して、2 メートルにする こ との困雄

な る民主に限り 止 むを刊ないもの で 、 之 を救済する

惑 が 出来 る苧 うに なって居 リます。次に制S!I J第 九

僚 であ ります 、 これ は 建築紋 が 後 泣 してJ旨定され

て居 ったものであ りますが 、 その 建 築 線 の 後 退 と

い』、 こ とを止めま して、 壁而の後退を 指定する こ

とに嬰更 さ れ た の でありま す、従来は *-IJ 場 、活動

ＱＮｾ民館 、 演 設［場 、 御物場、集合場、公舎 金 等の 建

築 物の m築紡: は夫 々刻 定 に従 っ て 戎 科 皮 の 後!rr を

す る事 になってゐたの であ り ま す が 、 これ に新ら

しく百貨応を加へそれ苦手の ，ill 築物の「主タノL 出入

口= - iui スノι 道路敷地ノ境界線ヨリ Y ノ淑存、定員

叉ノ、収容人員七百五十人以上ノモノノ、五メートノι

二百五十人以 ヒノモノハ 三 メートノ也 、 ソノイ也ノ モ

ノノ、二メートノ. I 距商fl 7' 後 退 シ F ノι 線 7 以テ前UJi

ノ壁而[ ノイ立置ト ス但 シ 上 階 ノ 盛而等ニ シテ知事 ノ

許可 Ｗ 受 ケ ｻＧル モノハコ ノ ｾｎ ］Ｍ ア ラズ 」 といふ

や う にｾ￯ｆＮされたので あ ります 、 それで原 ｊｴｬｊ と し

て、今 申 上 げ ま す やう な距離を後込する こ とにな

っ て居 P ます が、 これは主に交 liIJ 1二の問題であ P

ますから 、雑踏しでも徐り 交 3由主力告 にならないや

うな 上 階 の 壁面は 知事の計可 を得ま して多少指定

特 にか うい』、風になって居りますが 、改i ET拘の

細f ! I J j $十 九僚を; Bl lんで見 ますと

第 十 九4葉 集 合FR、公 舎 堂 、設教}j ) j - 、数 合 堂 、 得

宿 舎、合 宿 所、百 貨 百、商 品 陳 列 場、籾 物 場 、

遊 技 場 、街 属 、席: t t 、待 合、貸 座 殿、料理! 席 、

飲 食 応 、及 之 =-'i?fi スル往築 物ノ階段= シテ 、公

衆 ノ 用 = 仇 スルモ ノノ、別段/ 定 アノL 場 合 ヲ除 ク

ノ他 左ノ各放= ヨノレペシ 、f且シーと階各 階 = ツ キ

府Ｊ 而 絞「公衆ノ ｴｴｬ］Ｍ 供 ス ル露ｾ ハ 居室ト見 Ｑ ，｜ｾ

ス、以下之= 同 ジ」 三十卒方 メートル 以下ノ; 場

合ノ、第一披乃至第六披/ :規 定 = ヨラザルコ トヲ

H
T

 

f

 一 階段ノ 杭 ハ内法九十セ y チメ ー トノι 以上トナ

シ踊場1え好口 、叉ノ、降口ノ足間ノ、 y ノ帆 lk長 サ

ヲ階段 ノ軒 以上ト筑スコト

ニ 蹴 1-.二十一 セ Y チメートル以下 、踏而 二十 一

セ ンチメート ル以上トシ各段均一ナラシムルコ

ト

三 廻 リ 階 段 7 霊堂 ケザノι コト

四 通 常 ナノι 手矧 7 設クルコト

去、六、 七 、 とれ は 上 階 の 床而絞に霊すす る附 段 の

重立を規定しである ので あ りますが省略 しま す 、 こ

の場合第二披の階段の 蹴 t 踏而の寸法を 抜 ャ て し

まった とい』到! 出は 、 これ は今列穆 し ま し た 髭 の

額免1の: u ' ; 築物の階段は原則l としまして多 人 数 の 使

用 に 供す る階段になる とい』、 風 に 考 へ た 結 果であ
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ります、 併 し乍らそ の 内の級 〈 規 模の小 なるもの 付ス ペシ、mシ大修繕大望号夏 、 用主主将更叉 ρ - $

は 先刻もお話 になりま したや うに 、 この規則 二十

九 俊の階段 を迎用すると碕 ど計賓が成立たないや

うな場 合もありま す ので、 それは無論緩和するの

であり ますが . その程度は従来取扱 って居った程

度 まで ピあり ま して 大位標準としま して は規 則 第

二十 夜後 第二項 の 後段 の路 而26センチ メート ル以

上、蹴 上 18 セ y チメート ノι 以下 。階段を 用ひる と

いふ意味でありま す 。

ヲたに第 三十七僚 のこは新にカ日へられた ので& り

ま して 「建築物竣エシ 9 ノι 時ノ、建 築物 検査 鐙 ヲJ l li

ノ1曾築改 築 ノ場 合 ノ、 コノ限 = ア ラス¥ 前項 ノ場 合

= 於 テ 建 築物所有者占有者 ノ、之 :r fe ムコ トヲ符 ズ

」 とい」、のが それ であ りま す、 ζ れは検 査済 の主tt

築物 を誌に も判るや うにする ためで、悪 意で な〈

て借受け た り、使用し たり 変 異 し た りして思はぬ

困難に 逢着 す る とい」、や うな ことを防 〈・矯め に加

へら れた ものであ りま す。

京都 府納則 の改正と しては大位 以 上申上げ ま し

た羽り であ ります。

甚 だ簡 単 であ りまし た。 ( 拍手 〉

市 街 地 建 築 物 法 施 行 細 則 (兵庫鯨)の 改正に就て

本 田 林 入

私 は只今御紹介に預りました 本 国で御 座い ます 主し た憶 に主主 に見出 しに入れた のであ りま す。

今夕 は鳥井技 師 が詳 しくお話 申上げ る筈であ りま i 次 は 第六{夜、 これ は法律乃 第七 篠 及第 八僚 の改

した が相↑曾 二三 目前から 風を 引き ま して 、此鬼に 正 に伴った改正でみります 、従来 兵隊勝、と 致 しま

先 程一絡 に毒ま りました けれど も8 度以 上 に熱 が上 しては腕員 9 尺未 満 の公 選 は例へそ れが l 尺、2

りました 、 ど うも棋 え られな いか ら私に代っ てや 尺析 であっ ても滋路敷地の中 長から 4 尺 5 寸後 退

れ とい』、 や うなお話で 、 と L に立ち ま した 宇 うな 。 した る線を 以て建築線 とする 、 か ういふ ことに一

次 第で御座いま す 、従ってお話申上 げる 内容順序 般 に指 定 して居 ったのであ りま す が、 今 IhI の法の

等 に於き ま して、別段 版案も有ち ませ ぬの で、 お 改 ｅ の ［ｦｦｬｾＪ に緩 み又 一 ￭￬ｩ￮ 従来 か ら 『 岡Ｇド 道 の ｾｮ き 公

話 申上げる と とが前後致し ま してお列り雛 い鮎 が 滋 は 耕 地を 到 ｧｾ と し て 存花し て 居た も ので市 街 地

多 々あ る 左存 じます、 との里j'i汲 め 御 諒;iJ( を駁 ひ ま ! として考へ る場合に底部l ヒ甚だ不迎 合な もの が多

す。 いので これ が改定 の必要 を感じ て居た のであ りま

兵庫 i際 と致し ま して は、今 回の法規の改定 に よ a してこ の機 合に とれ をJl 6 尺 以 ヒ 9 尺未満 と改め

りまし て、1主然 改正しな ければ な らぬ蕗の部分 と 。6 尺未満のも のは - Hm総 て棄. て L しまった のであ

との機舎 に 於 きまして従来 多少不備と 考 へて 居つ ります 、で 6 尺 以上 9 尺未満 の公遣にあ りま して

た貼を 少 し部分的 に改 正 したのであ P ます。 で、 はその路幅の 中長線 よ り4 尺 5 寸 後 退 した る線を

先づ改正き れ まし た細貝1) の順序 に よって簡 単 にお i 以て建築線 とす、 とれ も従来は多少 不 備であ りま

話申上 げま す。細 則 の 第 五俊 、 とれ ば直接法規 の : して、滋路敷地 の中長線とい」、と とにな って居ま

改 正 に関係 lまないの であ ります、 車 に字 句の改正 し＿ と ｦ 誌 に ｬＧ ｴ 際歩きｾ ］ｕ ｬ る 髭の 遣 の 中 良 と は 一 寸外れ

で、 区劃j 義 理 施行者 といふ前に 「土 地」とい 」、字を た感 じがあ っ たの であ りま す、 それで路闘とい」、

入れて 、更ら に下 に「等 J とい』、字を加 へる 、 とれ とと は貸際人 の泊り得 るffr で その道府 の中長 とれ

は耕地盤 理 組合 か ういふも のの承 諾章子とい」、ゃ う を考へ たのであ ります 、遂に ζ の道 丈 に 日本 尺を

な意味で この字を入れ た昔こに止 るの でありま す。 用 びて居 明ますが、 とれば御 承 知 の法律 が ま だ 滋

第二主主の 見 出しの建築 線の次 に「壁 而 ノ位 置 J と 路は 9 尺とい」、あの言 葉が改正 されて居な い銭に

い』、言葉 を入 れたのでありま す、 とれは 阪 に御承 他 の部分はメ ー トル に努 へ ま したが、 との遣 に関

知 の趣 り壁面 の位 置 の指 定 を法 律の第十後 で致 し す る限 P あれと 歩 調 を 合せたが い A とい」、ζ とで
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矢E量り尺を使っ て居るの であります。 第三項 に 於 : す 、で すからそ の線から 越 えさへしなければ よい

きまして、 第 一 項 の 建築 総 に接 ナ る 建築 敷地にあ ので それ を伊られる 人 の如 何に よって壁 iui の依泣

りては法第八僚 の 許 可 を受け た るものと活倣す 、 j は多少でこ If とが出来るやうな‘ hにな也 のであり

とれは御承知 の泊り法第八僚 の似守 口、 道 路 験 地 。 ま す、姿ずるに或る 一 定の線から出なげればい 与

に接 し な Ｈ て も ｾＱ ・し得るとい」、やうな ζ とがありＮんぢゃないか 、 かうい」、考で 、 突出せし もる とと

ますから 、細則第六僚で決めた 6 尺以 上 9 尺 未 満 ; を 得ずと いふとと に書いてあり ます 、倫 一、二 、

の公遣はｾ に 法第八俊 也 容 ｬ こ より 骨 Ｂ￱ ｊ を得たもの ｪ 三 項共長 ｬｴ 物 といふ言葉を 今凶ｾ 築物に改めたの で

と右倣すとい」、ことを五互に一般に! v ] かに した ので あります。

あ ります。 次は第十僚で 、 ζ れ は 法 第 八 伐 と九 僚 に多少闘

次に第七僚 はこ れ も法ｴｊｾぺ僚の改 正 に伴 ったもＺ連し て居ります「建築物 ノ敷 地 ］シテ 公凶 、 民場 、

のであ りま す、 とれ は従来 と殆ど内容は主主 り ま せ : 河、海 J iJi; ¥ ＧＢ接スノ ι 時ノ 、 ｹ ノ接ス ノ ｌ 滋 ｴ ｬｬ＿ｲ ノ処 ｧｻ ｾ 線

ぬ只 Ｓ きり ました髭 は 下 ｩｪ ･ 各銚のー ｬ 亡該 ￭ｾｾ Ｇ・ す る 土地 ヨリ道路 相良ノ - f古二 分 一以内ユ シテ且二十 四メ

に於て必 要 と 認 む る 時1';1:建築線を指定す 、 とれ は j ートル以内ノ医境外 = アル 建築 物ノ各部分 ノ高サ

従 来は指定すると 止あるペしといふ ととにな っ て i 戸支障ナキ揚合 = 限 九 Y ノ接スノL 公 閥 、ffJi 場 、

居ました 、今 回 lま! 反 則 として必要と認めたときは 河、海等ノ到 fWJ ill: 築 線 マデノ距鍛 7 限l支ト鎚スコ

指定をす る、 かういふ ζ とに改めたの であ り ま す ; ト7' i!} J とれは従来滋路伎界 とい」、言楽ーを使っ て

これは道路の開設の 如 きは御承知の泌り或程皮仮I ! 居 りま した が、今凶建築総の位置が改正され1去の

人の自由とい」、とと はあるか も知れま せ ぬが 、地 i ある場合は法敷の部分は使っ て もい A とい』、風に

方長 官が建築 線 を 指 定 す ると い」、 ζ とは 道路 用 地 : な り ま した震に前に述べました NI!雌の起 t1駄を之

を確保す るといふ意 味 を 有 っ て居 る、 その目的で に合』、様に俊へたのであります。

建築線を指定 す る、 だか ら此の 建築線nuは必ず滋。 次 が 第十 四僚で、 ζ れ は何等法規 の改 正 に闘f示

路となるの でま》ります 、地方長官がさう 考 へて 居 ・な〈 ζ の機合 に僅かに字句を盤整へた丈であり ます

るや うな建築 線 と 個 人 が 自 由 に 作 D ｩｾＧ る 滋 路は 必 次 は第十五僚で、 とれ は角地その他 の地区の さ包

ず一致させゃう 、 かうい 」、とと であ る の で あ り ま . 地 関 係 の 俊 文 で あ P ます、従 来 乙 の 係 文 は甚だ州

ず、 それで必要 と 認 め た時 は建築総 を必 ず 指 定 す 1J菰tぃ織があ った のでありました、今回 は内容は

ると いよ、 ζ とになりまして 、従来の一番絡ひにあ 少 し も後 へ て居りませぬ、多少 ζ れ で列りよ〈な

っ たものがーに上って居り ま す 、 滋 路の凶 器ｾ ｝ 礎 夏 Ｚる んぢゃないかとい」、やうな意味で 、 ま互 に 改めた

披張又 は整理 を 要 す ると認むるもの 、そ の 他 の 内 : に 過 ぎ な い の であり ます。 ζ れ は御覧下さればお

容は従 来 と 同 じ で 御 座い ます。 次 が第八僚 に行き 列 りになるとと L 存 じます。

まして 、 ζ れ は 壁面 の 位 置指定であり ま して 、従 j 次は第十八僚で 、 ζ れも 致地内の設備の 問題で

来は法 の第七 憐但書 の建築線 を 巡 用 して居った の ありまして矢張り字句を少し改めた丈で その内容

でありますが、今 回 法 鋭 の改正が壁面I の位位の如 は ちっと も後りない のであ ります 、 とれ 110r-しー

き ものは 第十 僚でｅｦｲ ｾ目ｾｾ謀総と全然引離してとれ ｪ 寸談み ます と ｦ ｩｬｬ 築物ノ敷地］ノ、 ｹ ノ接スル道路

をやるべきも のだ 、 かうい』‘ ζ とになり ま した潟 ＮＦｩｬｩ 築線 ］ 沿ヒ泡ＱＱ｜Ｇ・ナノ ι 勾 目ｾＷＧ有スル溝渠 Ｗ 談 タ

に従来建築線で やって居りました のを 、畿 II1I・の1ft ベシ 、 但シ必ｾ ナ シ卜説、 ム ノ ｌ 場合内コノ限 ］ アラ

泣 の指定に改めた のであリ まし て、 その内容 1ｴ 従 ・ズ 前後 Ｏ え前ｾｾノ溝渠ノ、 柄 内法二十セ ｙ チメート ノ ｩ

来と少しも望号りがないのであります 、只 訟 で 「 左 : 以上1 * 十センチメート ノL W.  1 : ノモノテ云 7 J か 内

Ｂ，Ｚｴｩ￬，ｾ＠ IL 建築物 7 建築線ト スJ L 場 合 = ア V テノ、 、 なって居り ま して 、一面所訪完全なる滋;絡には必

y ノ敷地前面/ 建築線 ヨ リ左記各放/ 距離 7 後 退 白ず側溝があ りますが 、そ の場 合 も作らなければな

シF ル線 7 越 A テ壁 画 チ突出セシムルコトヲ待ズ らないか とい』、や うな ζ とになり ますが 、 ζ れLt

1旦ν 特別ノ: 事由アノι 場 合 = ノ、別= 壁面ノ位低 7 制j 無論但舎により側瀞があ れ ば 必要がな い理組にな

限ス ルコト アルベシ 」壁面の 位 泣は必ずしも 一 定 。るのであ ります。

しな〈 てもい L 、 か うい」、考 か らその線を 失 凶 し 次は第二十二依、 とれは 防 鼠設備の 問題で兵w

てはいけ ない、かういふ ζ とに後へ たのであり ま I 阪 に は ζ の規定がありま す、つま P 建物の基礎で
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あ りま すが防鼠材料を以て基礎を遺ると い』、そ の ! 得

根 本 は省 令第 二十 三依 か ら来ま した防鼠 設備の問 主あり 、 とれも 今 回の法規illcIE に直接 の関係は

題であ り ます 、そ ζ で， 基礎ノ 深 ハ四十五セ ンチ メ I あ 明ませぬ、 従来 はその骨 粗が鍛 材 であれ ば床 は

ート ル 以 上 阪ノ、 二十 五 セ y チ メート ノι 以上デ底; ¥11 ｾ板 でよ ろ し い ぢ ゃ ないか 、 ス骨組が木造 であ るな

カラ二十 セ Y チ メート ノL 以 上ノ、 ニ f- セ y チメ ー ト らば床 材 必 ず不燃 材料を以て被滋せよ 、かう いふ

ノL 迄減ズノL コトヲ 得 」とい』、との 次 の20センチメ 乙 とに取扱 っ て 居っ たのであ りま すが 、今 出 少 し

ー トルを今回 18セ シチ メート ル ととれ まで滅 じ た t 強 〈 し ま し て、骨組 は全部不燃 材 料 で 構 成 せ よ

の でＦ り ます。 乙れ は 事賞 但 書を以て取扱上今 まｾ j旦しその 床組 1: 1 被覆でよろ しい. 従 来 よりも 今白l

で や って 居っ た ζ とであ りますが 、今 回乙 れを合 は強 〈 な っ たので あ りますa

理 化 し て 貨際 に宇っ て 居 りま した 18 セ ンチメ ート 次 は 第 三十僚 であり ます、 ζ れ は 長 居の制 限 で

ル l亡捜へ た 丈のものであ りますo 第 l 披 に翠 に「道 路 ハ建物ノ 前 而 = 於 テ之 ヲ有スコ

ヲたは第 二 十五後 で 、 とれ は階段の 問題 で あ りま トと いふ里占を 改 め た 丈 で あ りま す、 とれば従来の

す、階 段 は 先 程 お 話 が あ 習ました諮 り省 令 を以て 、 細見.1) で、法 第 八僚 の建築線は主tt 物の 前而[ に於 て 之

一 部、多人数と い」、言葉が入って 、それ に翁す る階 ; を有する ζ と、 かうい」、とと が書いてあ りま した

段 の 勾 配 が決 っ たのであります、 そ れで 、 兵庫ー騒 が、今 凶 建築政 地 は 道 路 政 地 に接 せし めゃうとい

の細則と しまして は、従 来は 公 衆 又 は 多 人 数 との i ｾ、と と ｬ Ｇ こ法律が改正さ れました 新来正互 に道路 とい

こ つ の言葉 を 使 っ て来て 居 りま した が 、 今凶省令ｾ、 こ と に 型軽 へ た の であります 。

が とれを示 したのであ ります から、 公 衆 用の階段 次 が 第三十 二僚 で あ ります、 c れ は 強 皮 計算 に

につ いて 筒翠にままに奉 げら れ て居ります o 適用 しま す底 の床の荷重であります、 従来の 細 則

第 二十五 銭 階 段 ノ、別 段 ノ 定 ア ル 場 合 ヲ 除 ク外 ノ で は床の 種類 は 厳館 、下 街 慮、拝宿舎、貸 座 敷の類

左 ノ 規 定 = ヨルペ シ とい』、乙 とでありま したが、今 度 共 同 住 宅 とい」、

一 公衆 ノ使用 = 供ス ノι モ ノノ、 蹴 上二十 セ Y チ ものを 入れたのであり ます 、更 らに動荷 重 370 を

メー トノι 以下 、路面 二十一セ y チメ ート ノι 以 320 に低 下したのでありま す、 ζ れ は 例 の 建築 挙

上 ト 銭 スコト 舎 の調 査 に よ りまして 、との種の 如 きも の は か う

これ は従来 稿 も入っ て居った のであ りま すが、 Ｂ Ｎｾ 、 程度 でよか ろ うとい』、やうに阪に公表さ れて

多人 数 の程度に 到らざる 人 数 の 少 いのは 闘 は普 泌 。居 P まずや うな 次第で、 先 づ それ と歩 調を合せて

階 段 で い A ん ぢゃないか、 だが 勾配 丈 は もう少 し それを 過 賞 とす るとい」、様 な 意 味で 370 を 320 に

何と か した い とい占、 己 主は再 三起 り得るのであ り 。下 げたのであ P ます。

ます、ですから餌はこ λ に入 って居ま せ ぬが、勾 ; 次 は 第四 章の 申請 手綴 であ P ます第三十閲僚と

何日丈 は もっとゆるくす る必 要あ り とする時にやら れは今 凶 の 法 律 の 改 正 に閥連ず る もので あり ます

せ苧 うといふこ とで勾 配のみをまま に決めた のであ ; 往築線ノ指定解除又ノ、捜更ノ 申請 7 銭サ ン トスル

ります o モノノ、第 一銭様式ノ申請書= 地闘ヲ 添 付 シ拠 出ス

二 多 人 数 の 使 Jf] : 1片スルモ ノノ、 y ノ階段 ノ析 ペ シ、 申Eth-者 二l二地 所 有 者 二アテ ザ ノL 場 合 = ノ、土 地

踊 場 ノ 長J え桁[ ノ、各内法ーメ ー トノl 以上トシ麹 i 所 有者 ノ蓮司耳叉ノ、承 諾 書 7 添 付ス ペシ従 来 是 丈 に

リ附段 トｾ サザ 凡 コ ト 。なって居まし たのにまわこ jll 警 を 入 た の で あ り宅す

ニれも内務省令で勾岡山よ決つて は 居り f. .t が rf!J.シ 土地区制整理施行者ス ノ、 耕 地 務 問縮行 者 =

その 幅員が決つてないので あ りますから 、之 を 従 シテ規約及本申請 = 闘 スノL 決 議事 項篤 7 添 付 スル

来 liIi ｾ 納ｊＡｬ ｊ 中 に残 して置 ま し た 。 場 合 = ハコ ノ限 = 非 ズ J 従 来は原貝IJ として地主の

IV 'I 02 

更 に 廻 階 段で はい けな い、 かうい」、 ことに した i 承 諾 が なければ ili 築 線の 申lh11 とい』、ことは出来1- ! ; '

ので あ りますo なかっ たので あ りますが、土 地 区 制理 或 は耕 地 集

第 二 十 七 僚、 とれは屋上工作物のYrg自陶干類 で 。雪量もまだ重量っ て居 ります、 かうい」、 ものは知事が

物 見塗 等 ノ 屋 上工 作物= シテソ ノ床面 七卒方メ j 認 可 す るも ので 、多少とれを助成してい L ぢない

ート ル以上ノ モ ノノ、 不燃材 料 7 以 テ構 成 スベシ か、それで規 約 な P 又 乙の 建築線 巾i請に 附 す る慮

irl シソ ノ床而 ノ、不燃 材 料 '7 )1.テ 被 覆ス ノl コ卜' 7 i  ｾ 決議 ｌ ド頁を Ｚｬｬ せ ｬ ゴ之 を 認め 宇うと い ふ ｪ 見 た 刻 Ｑ へ



られた ので あ りま す 。 更 らに 第二項で御座います 甚た、官ij¥'j守 で あ りま したが 、只 今 ql I げ た虎 が 今

地ｼ尚 ｼ の作 製 ｾ ｉｪ は同じ で あり ｦ して 、 第二骨Ｉｾの イ、 也l改疋になったので 、向 とれに告示 が 一つ 111 て居

ロ、円、 = 、 ホ、 八、 ト、 チ ‘E で同 じでノトlnj V が り ます 、そ れは法律第八僚の ＱＱＱ 舎で沈め ｾｴｊ る慌 の

附 知 っ たので あり 幸す、 この( リ〕; : 標準椛目であり ます、 ζ れ l土公 遣 は光 開 申f ‘げ 主

リ 前ｊ￭Ｇｩノ位ｾ ｾｾ紋 ］Ｍｦ 争 ノ ｬ 道路 Ｑ 土 日品川 ノ ｻ 古 置蚊 析 したiiii り細目IJ の 六倹によりまして 、特 ;] IJ rll j[ !j' をし

員 なく て もよろしい といふととに なっ て居 ま して そ

活 路 の 開 設 備 磁 を 必 要 と 認 む る 時ば原J ! IJ として 。の他のものが告示さ れ て居りま す、それ を先程京

知 事が指定をすると い とと に な って腐り ます 、 そ 都 か ら も お 話が あったゃうです が大他似て居ると

れと同じゃう に箆 す 震に道路は 1去の ある 場 合 は 所 存じま す。

ｾｲｊ＠ ｬｬｩＧ ｾ た級と一致し 幸 せぬ がこの場介 ｅ 科目ｻ の ｦ ｴ ｴＺ 泣は 「市街地主t築 物 法第 八 僚がi君子ノ規定ユ ヨル 許 可 摂

f可虚 空で も主t集 線 と 同 じ j 0f1 i にさせゃう 、 とv._..; 、 ｬｊ，ｾ概目 Ｈ 細 見 ｉｊ 第 六 僚 主 披ノ モ ノ ヲ 除 ＷＩＷ 定 ム ノι

意 味 で このリ が加 ったのであり 雫す。 コト左ノ 如 シJ

次 が 第 四ーl 六僚であ ります 、 これ はm築物 の 竣 l 一 昭 和十年一月 三十 一 日以前= 指定シ {il /t 主t

工 科前主t 築主 、法定代政! 入 、輔佐人き ういふ ものが ｾＵ 線 ］ 接 ス ル敷地 三シ テ 常駐 車 Ｑ 於テ支附 ナ シ

襲った時に ｉｴ 岡 山 をせ よ 、 で き た築主のｊＧ ｉｾ 動 ｬ 土 必す ト認 ムル モ ノ

ｩ 主将がｾ る、 新演 の人 の 占 主将 が 要 ると いふ巨に 従 l 月31 日以前に指定しま した は築 線は - 6!!i は令

来 な っ て居っ た の で あ り空すが 、 これはさ うi1i 三 郊認めてよ いぢ ゃな ν、かとも考へ られま すが 、 こ

は起 りませ ぬ が、 時 た ま 比 だ 不 都 合 な る 場 合 が 起 れは今回法律改 ｅ のＪＧ刊 Ｑ Ｑ に鐙 みまし て 総 て 無線 ｦ ｾ ・

り得る のであり ます、 1'y 際 上 合 判的 にそ の主t築 物 でい 与と い」、 ζ とも一寸 具 合 が怒 ν 、の で「支障 ナ

を譲っ て、そ の 後 に 於て新 結集j主 が 名 義援 更をし シト認ムノL モノ J かうい」、 ζ とになって居 ります

宇 うとす ると古Ij 主t築 主 が何か非IJ 銭 問 題空宇で、 感 情 二 J限災地w; 、住 宅経 替 地 l花 Y ノ{也 - 1叫ノ ニトー地

問題 も あ ります が、 之に主li 努を 拒 む とい A・者があ = 亘 リ指定シ ♂ノL 主t築 紋 = 接スJ l 敷 J 也= シ テ

ります 、 かういふ の は 殆ど ｾｕ 主 上 そ の 人が惑い と 近 夕立l ! I各竣 成 ノ 見込アリト 12・ムノL モノ

知1 ) 1皐た場合でも今まではま互に明示して居りまし. かういふ ものは 111書 で託、めると いふこ とにな り

たの で、 ! 日来なくて 困 っ た 事例 が あ っ たのであり ます。

ます 、 それで 今凶は蓮華与を筑す ζ と能はざる場合 三 軒 員 六 尺以上 ノ沼 路 = 沿 ヒ指定シタノL 建 築

はそ の事 山 を 具 し 、そ の事貨を J Eす る 害少1¥を添付 ; 線 = 接ス ル毅地

す べ し、 とい」・事 l亡数し ま した 、 とれは 今 申 j 二げ n際歩き得る 析が 6 尺以上ある ji I I路に 7f!i ひ主j ! ; 築

まし た や う に 特 別 の 場 合 に は 必 ず し も 蓮 裂 を 要 し 忠告の指定を受けた場合 は認 めるの であり ます 。

ない 、 か うい」、ことにした ので あ りまして 、単に 四 河 川 、 水路 、行事m等ノ敷地: ; 1 mテ、道 路 政

何 か政行 を して居るとか 、一 寸 今居 な い とかν、ふ 地 = 接 スノL 敷 地

やう な 背 ￭ｆｾ Ｎ な 、 さうい」瑚 Ｑ ＱＭＱでなくて 、 極〈特 別 ［ 五 山間 部 等 = シテ家 屋 連 機 ノ見込ナシト訟ム

な場合を意味するの であ ります 。 四十六僚はとれ。 ノL 土地= 於ケノL 般 地

が加った 丈であ ります。 かうい」、場 合 には 法律の m舎 を使ひまして 完令

次 がー 披 様 式 であ ります 、 ζ の様 式 も 従 来 は 時! な道路敷地 v.: 後 しなくてもよろ しい場合があると

読 者の住所 氏名 、投持、 腕係土地のイカー匠 それから い」、 ζ とになっ て居 ります。

申請事項 とい. . 1，' ]';に なって 居ましたが今凶最後の 筒形. はその建築協舎の知子をまだよく奔見し て

方に 巾 訪 の 事 ＱＱＱ 、 何が ｾｉ 亡主 ｴ ‘築 線 η 申 請をし たか 居りませ ぬ が、; 先税鳥井技師i より開 けば二 、三字

とい」、そのZま'. 111 を一 つ舎いて貰ひたいとい」、 ζ と . の間違っ た駐があります ゃ うでみりま すo 以 上で

で、申 的事項の次に Ｑ ＱＱ 日 ｩｾｪ Ｎ ｾ ｲ ｾ Ｑ 、 かろ い」、ととが入 私 の話を終り ます甚だ失滋致し ま した 。( 拍手〉

っ たので あリ ます。
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ア ス ア アル ト 防 水 施 工 に 闘 す る 研 究

建築倶楽部にて。昭和 10年 3 月 7 日夕。

材 料委 員舎 rIlJj 7j (施工に 附す る研究舎」

席上談訴 概 要望在記

出 席 者 奥 山 岩 吉 大 西 幸 七

松 井 手1I彦

出 席 委 員 高 橋 祭 治 松 久 保 役三

楠瀬 激 作 110 日出生

境 E 一 高 岡 興三 吉

高松平太郎 吉本政次郎

プ弓イマー 下地と防水層と は密策する必要が

ないから 7 ・ラ イマーを塗 らなく と もよい、やっ て

も下地の鹿挨を取る に役 ft つf立に過ぎ ない。或る

績の 材料を使 へ ば防水 の 下地モＯｉＮＭｾノ ι も不必要な

位である ( A設〉。普通のルー 7 ヰ y グや 7 エノι ト

の防水で はプ ライマー は矢張使用 すべきもの と恩

ふア ス 7 アルト が塗り1M! ; ぃ 、其の上主主- mエ の 気

分がl ! l l . . l 、もの であ る、 プ ライ7 ーも 主主ら ない の か

と艦 蔑 してかか るか ら善い仕 事 が望み符ない ( B

iift) 。金然不必要でもなく又絶惚必要なも のでも な

いが先づ有った方が良い ( C 設〉。

アスフ7) 1- トの熔 鼠 先 づ 材料にも依るが普通

は 180皮 - 2J O度 位が適蛍である 。 2Cl O度以上にな

ればア スフ アルト が型軽質するか ら惑 い 。尤 も時 季

にもよる ので、四月から十月頃までは 180 皮とし

他 の時季は多少加 減すべ きであ る。熱を低める方

は危険は少ないが塗 P 難い。

俗蔽釜 主在の 改 良は必要である 、現在のものは

甚だ不完金でF付近を汚した り叉火事告す; の危険もあ

り最 も重 大 な温度の調節苧均ー鯵 も困難 である 。

近頃霊前でや るの は粉 々 良いが、 とれ から は二 重

底にするか 、 スチームでやるとかが必要である 。

然 し 今 の 所では施工者の養1J で持ち符ないのは残

念である。是非之れ は改良 して頂 きたい 。

フェルト 防水に 1'1普 iili ルーフヰ ング が使用せ

られ るが とればノL ー フヰングの代 りに 7 エルト を

使』、方がよい o ill しフェル トは充分吟味して使 用

すベき であ る、尤 も凡 ーフ ヰ y グより 、7 エル トの

方が一見して伎の善悪が見分け易い非( l!lt 'i もある 。

其 の 上 ア スフアルトの芳 き も よ い 又 薄 く て 仕 事

も仕易い 。然しア ス 7 アルト はノι ー フヰ ングの み

を使用した時 よ りも 分立を多く使用することと 胡

隊化し無しに施工せねば其の 目的 を詮 しな い。
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) 1 - ーフインゲ ルー Ｗ イ ｹ グは Ｍｾ品 伎 が最適

である 。表 而の雲母粉を全然とら ず に施工しつ h

あ る現燃 は歎 か はしい 、 とれは充分 な 施工費を出

して完令 l亡取除〈様に しなけ れ ばなら ぬ。

有 孔 性 材 料 コツト Y とかヘシヤシの類は従来

施工されたも の を修理の 際見る と殆んど炭化して

其の用をなして居な い。 とれは施工の際普iili の 熱

で は ア ス7 アル トが充分に附かず気 泡 が 其の納自

に出来て紡 果が 惑い . 気 泡が出来 な v 様にす るに

は ア スアアルトの熱を上け' なけ ればな らぬ、そ う

すれば 材料が焼け て仕舞 ふと云」、始末で ある。

被 覆 上部表而の被Z担保護暦は絶到に必要であ

る、とれ 口充分町 民事に 下 の防水暦を 傷付けぬ様に

注 意 して直 ぐ施工せ られ たい。

施 工 一 般 諸 注 意 樋の 落 口は出来るだ け下 げて

注 意 して施工す る ζ と。

隅 は一旦切っ て別 に立ち上り を貼り他のルーフイ

y グで町略に隅を押し附け てやるとと。

裳 日 本 と表 日本とは防水施工にて は差異がある 、

特 に主主日本の工事同 鮫 ill を要する と と。

磁物質のノｾ - 7 イシグ 、 その値段だけの有効さは

保護し難いと と。

電工 、街 生 工 苦 手が 無 窓ｾに防水層を破り且跡 、 を完

会?に修理し ないT誌に従来は随分雨漏り が した。斯

の ｾｮ き 不 法を充 分 ｩ 控 く べきと と 。

防水層を煉 了 Ｇｌｾ で ｴ 甲 へる時は防 水 層の上に Ｑ 寸乃

至 Ｑ 寸 Ｕ 分のモノ ｾｾＯｉＮＭ を宣言 り煉瓦 壁 をそれに名 《 接

して築、、て: l l t ひたい 、 とのモルタ Ｏ ｾ 塗 り を 止 め る

な らば煉χ 墜と| 坊7j( 1iJ との聞は充分 に トロをつめ

るべき と と。

パ ラペッ トの立上 り抑へ を充分注意して貰ー ひたい

と と等。

結 議 設 計 者、監 特 者 、施 工 者、三者 と も 一 睡

となり防水施工の重要 さを悟 P 、種 々研究の上協

力し 、且 互 に信産自して 、誠3宝な仕事をなすべき で

あ る。

設計者l l . ' i : i守者はその方針 、材 料、材 質等1 t に研

究すべ〈 、施 工 者は出来1ぜざる i設な草11iで工事を

引受け ることな〈誠意誠心完争?な施工 に志し1泣育

者の窓に従ひ仕事を愛し名を重ん じて業界の霊長建

を:Il1Jせられた い。
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0 岸和田市ニ市ti)i也建築物法

金規定遁用ノ件

内務省令第十四絞

昭和 三年内務省令第六披中「岸和田市 J 5' i切り岡市

ノ 区 域 = 釣シテ ノ、昭和七年内務省令第- 1l1，¥' 附 則 第

二 項及昭和 ｬ ヒ 年内務省令系二披附ｊＡ ｉｊｾｾ 二項ノ規定

ア適朋セ ズ

昭和十年三 月十六日

内務大医 後 藤 文 失

( 参照〕

昭和 三年 三 月十五日内務省 令第六却炉、市街地建築

物法施行令= 依 ノL 市指定ノ1 ' j : ナリ

( 岸和岡市は昭和 3 年 4 月! 日より市街地建築

物法の綾狗規定を適用されて居りま したが前

省令により昭和 IO，p 4 月 5 日より令規定を適

用される ζ とになりました〕

0 岸和田都市計垂直織内市街地

建築物法適用医主属議張ノ件

内務省告示第百四十 五 披

岸和田 都市計鐙匿域内左ノ区域= 昭和十年四 月十

一日ヨ P 市街地建築物法 7 適用 ス

昭和十 年三 月二十二日

内務大臣 後 藤 文 夫

泉北郡忠 岡 村

泉南君Ｎｾ春 木町、貝 塚 町、北 中 沼村、 佐野 町 ノ各会

部及八木村、山直下村、 市掃守村 、土生剣l村 ノ 各

一部( 府県系道小栗街道東 fWJ 伎界線以西立立 = 同境界

線以東 四 卜メー トノι ノ区域〉

。大阪府下十四ケ町村ニ市街

地建築物注適用/ 件

内務省告示第百四十六披

左ノ 各広域 = 昭 和十年四月十一 日ヨリ市街 地建築

物法ヲ適用ス

昭和十年 三 月二十二日

内務大医 後 藤 文夫

大 阪府堂中 町、 三郷 村、布施町、小 阪町、長 瀬村、

調刀村、 知 美村、高石町、大津町

報

Ｈ 以 ｬ ニ Ｙ ヶ ｮｬｪ 村及 び岸和 問 都 市 昔 ｼ霊 ｩｬ ｾ 域内 市 街地

建築物法適用原域は全知定が適用 され ます〉

内務省告示第百 四十七披

左ノ区域 = 昭 和十年 四月卜一日 ヨリ 市街地建築物

法 7 適mシ其/ 直域 7 同法施行規則 第百四十九 依

ノニノ 規定= 依リ指定ス

昭和l十年三 月二十二 日

内務大 医 後藤文ラ巨

大阪府高槻町ノ一部( 大字高槻 、上田部、芥川、

君[i 家、西 天川、 長上下 、安 浦、別所、古曾

郎 、土橋〉

内務省告示第百 四十八披

左ノ区域= 昭和卜年四月十一日 ヨリ 市街地建築物

法 7 適J l ] ! ノ其ノ区域 7 同法施行却貝IJ第百四十 九依

/ 二 ノ規定 = 依リ指定 ス

昭和卜年手 月二十二日

内務大臣 後 藤 文 夫

大阪府 ｾ ｴ 而 村

内務省告示第百四十 九披

左/ 区域 = 昭 和十年四月十一日 ヨリ市街地建築物

法ヲ適用シ，I t ノ区峻 7 同法純行知則第百四十九俊

ノニノ規定= 依 リ指定ス

昭和十年三 月二十二日

内著者大直 後 藤 文 夫

大阪府池田 町

内務省告示第百五十君主

左ノ匿I或 = 昭和十年四月十一 日ヨリ市街地建築 物

法テ適用シ其ノ区域ア同法施行規貝IJ第百四十九僚

ノニ ノ規定 = 依 H 指定ス

昭 和十年三 月二十二 日

内務大 医 後 藤 文夫

大阪府 長野町

内務省告示第百五十一被

左ノ] J j ; 域 ユ昭 和十年内月十 一 日ヨリ市街地建築物

法 7 適用シ 白兵ソ区域 ヲ同 法 胞行規 則 第百 四十九 傑

ノニノ規定= 依 リ指定ス

昭和十年三月二ト二日

内務大臣 後 藤 文 夫

大阪府柏原町

( 以上 5 ケ町村は市街地建築物法の緩和規定が

適用 されま す〉

1.0 5.'''' 



小住宅設計国案募集

月刊雑誌『住宅』は創立第20周年を記念する震に下

記 の油 D11、住宅設計開案の懸賞募集をしてゐる 。

小 住宅設計圏実懸賞募集規程

( 第 111有企第 21告に分れてゐます 〉

延 苅i 数

第 1m;  I  15珂、ま で

第 2 11¥1 I  35坪ま で

第 1*審査に提出する図面
第 2 次 容 査 に 提 出 す る 間 面

卒而闘の み( 縮 尺50分の 1) 同E景困〈外部〉

3 商以 ーヒ( う ち 2 面は 問E

.立而闘 ( 50分の 1 ) 貴闘に表れざるも の〉

( 此の悶商 l:t 返送せ ざ る故 第 2 次審| 卒面倒〈第 l 次 稼交 に提 出 した ものを書 ( )

交のため桧案を用意し て を く事 ) I  

平面悶の み( 縮尺 l CO分 の 1 )  I  ne貴 闘( 外 部〉

3 面以1: - . (弓 ち 2 il 耳は rie
立而闘( 100分 のり

， 景聞に表れざる もの〕

( 此の間面は返送せ ざる故第 2 次総| 平面闘( 第 l 次審交に提出した ものを書 < )

査のため控案を用意してを く110 I  

第 1 ; 次稼査 f 切 5 月 15日正午た| 第 2 ヨ>::1['1"査 f 切 6 月25 日正午迄

第 1 ;官と第 2 ;:1; と、主主ふとこ ろがあるからよ く御注意下さ い。

1 . 設計の要旨 f古I設計設 明 は その概 要を 簡明に f;司|面 の除 自 に

新 時 代 に 於ける小佐宅建築の改良、延ひて は生 i 記入の こと。

活様式の改良に茶せんが ため、 下記の如〈汎 < : d 卒函 岡 第 i 次審査 に提出し? とるも の を再び

一般に募集すc ; 警告添へる ζ と。

2. 感募設計 要 件 a  以上を昭和 10年 6 月25 日E 午 迄 K 提出の と と。

a 敷 地 東京叉は 大阪近郊にあ る もの l: L 、其 : 第 2 次務査 をなし入選者を 決定す。

の大 きさ 、方 位、道路、 隣 地 との関 係 な ど 任 : 4. 入選者の等級並に 賞奥

意に想定すべ し。

( 其の欽況に就い ては卒商闘に闘示す る こと〉

16. L 、 市街地建築物法 の適用を' 受 くるものと

す。

b 建築主F数( 雨部 共主主2 枚 を以 って l 鮮となす〉

上欄参照 の ニとo

c 所 要 室 室 重 主 、大きさ 、任意とすo

A 家 族 数 任 意に想定すべ Lo

e 構 造 様 式 総 て任意とす。

賀Z

賞 奥

入 選

5  0 国|

別賞( 甲 J

佳 作

1  0 国l

高1I 賞( 乙〉

ml 負1 2  

人数 Jt・ 奥

3 人

5  0 闘i

関j 賞( 甲〉

5 人

1  0 闘

H';ll 1t ( 乙〕

部 !

人鍛

5 人

5 人

3. 所 要問函並に務査方 法

第 1 ;次株 主正を通過した る秀逸の うち入選、佳

作以外 のも の に 第 ｬ 部 、 賀 ｾ Ｒ 部共高 Ｑ ｉ 賞Ｈ丙〉を

賞奥す。

IV '  -t: C渇

a 卒面園( 北を必ず阿而の 1:-.111;にする こ と〉

此を第 l 古都、第 2 部共に 、昭和 l C年 5 月 15日

E 午迄に下記宛に提出さ れ たし 。 第 1 ; 次宥査

をな し、 秀逸30案を選出 L . 前 該 者 にiffi 知 を

なし 、更 に下記阿国 の提 出を 要求す。

も 問 ｅｩ 量闘〈外 ［ ｾ Ｑ Ｑ )  

c 立面間 3 函以七〈うち 2 面は配景阿に表れざ

るもの とす〉

筒、わ 2 ;:11の? を奥 は、封 川居主 、井村健次郎

氏 の寄贈 になるも のなり 0

5. 入選者援表

第 l 次訴'F3干の紡果は 5 月末 日迄 l'こ杭該本人に油

知をなし 、 貝ー 『 住 宅ｾ 7 月骨量誌 t に援表す。

角 ＰＲ 次 ｩｪｦ ｦＮ交 の 結 果は 『住宅 ｾ 8 月続誌上に 玉章表

す。

6. 審 査 員 ( EO音 順〉



住宅改良合顧問 よす川居主 井村 健次 郎氏

大阪市役所建築様持制i 工事士 伊 藤 E 文氏

三越 住宅部 技師 工 修 士 阿 国 孝 男 氏

{ じを改良合顧問 工 撃 陣 士 武田 五一氏

面rlr 戸 高 等 工 業 事 校 欽 授 工 事 1: 機 湾 民り氏

大阪市立都ぬ工業1 i1校 教 議 中野順次郎氏

京都 高奇? と工霊長率校教授 コ二型 1: 本 野 純 吾氏

及び本 令 側

11: 宅改良合主 l河村民次 郎氏

問 設計部主幹 本 I::J 乙彦 氏

!l iJ 編斡部主事 小 林 清 氏

7. ｾ募心得 Ｒ

a 第 1 ｾ Ｚ官 、 第 Ｒ 官官 に 分た るも 何れ を 傑 Ｚ 事 し叉爾

部共感募するも差支なし

b  ＩＺｪｾ＠ 1  : 次稼査の i剖而 は大判ケ y ト八 ツ 切 大 ( X

i土之 と 同 大 の 白 色五日制紙 〕に、 負O); 2 次年九三査1，，1

商は大判ケ y ト宇 検 大、〈必 ず 1 ;枚に納 む る こ

とＩＨ又 Ｑ ＺＱＺ之 と岡大 の ｉｾ ｬ 色ｬ￤ＮＧｩｊｬ ｊ 紙 〉に 墨書し 、

陰影叉は色彩を施す べから ず、 同E景聞は 此限

にあ らず。

ぐ 図 面 に は暗盟主を( 文字 にし て、右下問に〉附

ｌ 、 ｽＩ ｉ ｊ に 府披並に住所 、 氏名 、 ｊｦ ｩ ｾ 業〈 勤務先 〉

共を記せる紙片 を給封し 、封 書 D 表 面 に は 前

記暗放 を記す べ し。

司王 ＲＪＱＱＰ 墜に担 と出する凶 Ｍ ｲ ｩｊ ｩ は 陪 ｩｾ 主附するの

み にて よ L 。

d  Ｇｩ 市ＺＱｴの結 果 に謝して設 明を求 め 、 又は ｾ ＧＱＱ Ｑ 議を

申し立つるこ とを得 ず。

･ｾ 募翻案 に闘する一 切の縫利 は本 合 に締 鹿 す

るものと す。

f 感 募凶案 は一 切之を還附 せ ず。

ｧ ｳｭ 主主翻案波 ｩｾ 先Ｈ第 ＱＤ 、 第 Ｒ Ｉ｜Ｑ ｓ 、 同封す る

も差支なし

大阪市西区土佐射的問r 8 番 地

住 宅 改 良 合 宛

本 競 執 筆 者 紹 介
〈五十 普 順 〉

伊 藤 ，m 、 太
工敏博 1: 東大名警護士i受 早稲岡大事教授

板 井 公 !成
工率土 ｪ Ｉ て大ｾ築拳 科卒 京都府建築技削i

洩 野 清
t'i 1'1巌高等工業率 校卒 法 隆寺凶 授保存工 事 々務所技 手

大 清白 正 t住
工 務 1: 3巨大主tt 築拳科卒 文 部省婦託r丘陵寺凶安保存工事 毒々事Ifr 技 師

杉 JJf 一
京都市等工誕祭校卒 法修寺| 必質保存工事事々務所技手

政 田 3i  
エｾｾ博士 法 隆寺 凶質 保 存 工 事 務々所長

置 ;出 次 郎
工 事ーし 東大建築撃科卒 大阪府地方伎附

演 田 青 陵
文書島博士 京都帝凶大祭数段

藤 島 亥 治 郎
工事熔士 東京子育 園大号室手主役

i悔 J巨 義
ー.. エ与H : 京 都帝 l叫大 観治 Ilrli

本 田 林 八
兵庫県系建築技師 兵庫 l採建築課

松 升コ 濡 之 助
工 事士 京 大建 築与さ科卒 大阪府主J l ; 築技師

I 0 7
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曾

曾 員 徳 政 金 吾氏

合 員徳政令吾氏昭 和 10年 3 月 19 目的を 以て 逝去せ

らる 去に哀悼 に ま甚へすまｾ， て ｦｬｦｴ 宵と略目盛を偶げ謎み

て ，: Ij: 蛍を表す

報

村井氏に妹し次女藤子殿は大阪菅原野誠 iてに総し

何れ も和主主総 た々 るも のあり且男子な かりし録特

に 村 ｾ ｉ ＮＮｬ 乏の息を嗣子として愛指紋廷し居り今 日 に

歪れ り放にー而よ り之を見ればffr 初功成り名を遂

げら れ たるものにして又以て嘆すべき か享 年59歳

木材市場品寸法規絡案に 関する 意見 交 襖 曾

時 2月26日午後7時 一9時

ffr ｾ築倶楽 Ｉ ｜Ｑ Ｑ 別続

出 席 者 則 合長 武 田

オ: ｾＱＳ＠ i也聞

編 輯 島 問

合 員 ノl、 川 公 阪 弁 後 川 鈴 木

l%d;;1; 市 l，y，j j f 1 山松久保

村野中 ｾｩｩ ｾｾ田佐藤

l 午 後 7 時 一 l司着席し: 武田副合長国E長となり倒令

を宜し本夕の l. l : l 席を却し:本意見 交換舎を開催し

たる斑! 山を簡単に設 tVJ し

1 次て昨年度材料委員合委員長たりし主記池関宮

彦氏 より本件の経過を 報 告 し向御断りの鮎あ O

.ll fl ち本案メ ート ノι 法を JIJ ひ ず尺 i立法により た る

は組合の希望ありしを以てなる ζ と又本家は最

後 案 にあら ずtt は今後に於て之れ が特設餐 員合

徳 政令 吾氏は明治 10年 3 月 7 日千葉 l際 市 以 郡 東 海 . を設け調査研究の上協合集を作 りた き希望なり

村 に生れ明治33年 2 月工率院建築科( 第22凶〉を卒;

不耳支敢 昨年材料委員舎に て成案のものにイナi': 見

業 しI直に清水組本貯 に入量土し同 36ー7 年頃同 組 大 白 交換舎を開きたるもの なれ ば腹殺なく御意見を

阪支貯に勤務し同 39 1，平博多支 j占長に遜み 更に大 正

獲されたき希望を述べ順序として舎函に て御: 窓

6 年 4 月本阪支! 苫長 となる 見 を滋 付 あ ｐ し方 ＱＲ 名あり之を披 ｾｾｬ まし た しと
大 正 14年 9 月本庖土木 ]¥11長となり欧米各閣を硯妻美 i

て朗叡 をなす

して同 15年 4 月鼠朝爾後同庖 を勇退 し自 ら徳政工

1 次 て意見交換するとと L なり之を tli i記 すれば左

務 応 を 経 営 し今日 に至る ;  の如l し

氏 は守主性温 l以特に部下を愛し其度立 のn 大なる県j) :  S.  1 自分は品等規械に f、t 意見を 書面に て提出

l士一問の 敬服する 広な りし、趣 味 と して 古代 人 形 : せ り寸法、品等規物何れも重姿なるは 言

其他歴史的捜 査に興味 を持 ち 殊 に挨 l主主統諮2え古 を侠まず放に品等規持 をも早 〈決定せ ら

Ｈｾ日本と挨及等の者あり 。 れ む ととを希望す

我日本建築 協舎 に於ては 泊 ｉ ｊ 立 Ｒ 誌の ｪ より熱 心 なる 合 Ｑ 寸 Ｕ 制の次に寸 Ｗ 制 乃 ｾ 寸 Ｘ 制を加へら

員に して常に舎のお多大なる努力を fb し' 常務、委。 れた し

員長 . 監 事等 を雌任 し本舎 のfbに甚大の瓦献を銭 Y. 吋 l 希認 であ るが寸 4 制 の一行を力日 へら れた

したり 現に建築材料陳列場枠事長として今後更に し

理想的施設を 期待 した り しに其牛に於 て長逝せ ら 2  6 分と 8 分との I切に 7 分 ぬき の欄を 設け

る貨に哀悼に堪へざる次第な り ι  られ たし

乍 然 家 此ーに於ては長女w利子殿 i土同 志tt 大祭器対受 3 単に 軒 先長押勾? の外 lこ何 々記入する と と
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!l":!W: 4 丈材なるものは 10尺に働かしたし

丈材は 10尺 5 寸に 21旬材 は12尺 5 寸に し

てほしい

K. 1 メート ノι 法を用ゆるこ と ( ラウ y ドナ γ

パーを用ゆるとと〉

2 長さは現はしたる 寸 法に 働かし たし

3 長さに 1制の切り捨てを入れられたし

gS  1 会部メ ート ル法に依 られたし

2  nuの名手需を残した ければ 1 Iil H.t 1米 と か

2 聞は何米としたし

l 次に務呼に 付窓見を開< 1-:: 大多数の: 意見として

米 寸法 を用 ゆる をiiJ とす

l 次に長さに付検討

盈との閥係[二之 を 短める に難 色あり

M. 1 第 2 表中 寸法の 2 寸 5 分絡を除き粧のみ

に しては立日f i i J

2 務日子は過渡期なれば二五角を粍角として

は如何

3 手耳目乎は粍を別ひ寸分は括狐 l亡て包 む 己と

にして は如何

l 次に 池田 主記 よ り倫御意見 あ ら1' 1香蘭 l亡て提 出

方を希望し本夕の御来舎を謝しflfl 舎を告げたり

殴 備 軍S 員 曾 ( 第 1回〉

時 2 月27日午後7時50分 - 9時

Ifr 建築倶楽部別室

出 席 者 委 員 長 小 笠 原

幹 事 場弁

委 員 制f谷 竹内 田 中 凶 村 陥

村田

l 午後 7 時50分小笠原委員長座長とな P 関舎

1 允づ本年度研究方針に付協議を な し幾年 より の

研究項目を取調べ引緩き 調査研究を主主む るとと

L し下の事項に付研究をす古む るこ とに決定

( 1) 一般建築施工上に必要 なる設備の研究中

〈イ 〉ヂレツキ 其他機械

〈ロ〉一般の附帯設備施工上 に闘し J現場に於て

特に注意すべき要思占等:

l 次回委員舎には上記の研究資料持寄りの こと

1  4 月より は F の事項を 研究し専門家の臨時委員

を依嫡 し研究を進 む るとと

( 2) 建築物附特設備 の研究

( イ〉電燈 、包力 iiIi 信設備

( ロ〉援冷房、換気設備

ひっ給水給湯設備

( = ) 衛生工事

1 昨年調査研究 を終りたる 「コ './ ? Y  - トJ 配給月)I

Ｑ Ｑ ＧＺＺ 闘する件は 常 務舎にｾｾ見 を 督促する と と

常 務 曾 ( 第5回〉

時 3月4日午後5時30分一8時

ffr 建築倶楽部別家

出 席 者 理 事 片 岡 合 長

議 事

政 事 阿 部 監事 益谷監部

常 務 伊 藤 主 記 池田 主記 北垣主記

中津主記 1JI. )tこ主計 ｩｾｲ Ｗ Ｉ＼ 主 計

谷 主 計 阿 国 編*年 島国編純

1  3 月例舎に腕する 1'1: ... .. … ・・ … ・・・h ・・・……・・可決

2 株季大舎に闘する件・・………・・・・ ・目 . ... . . ・・・未決

3 建築主終合 よ り昭和 10年度大舎を京阪骨111に於て穆

行にイサ後J l ) ) 方依額の件- …ー .. .... . .... . ー… … 承認

4 住宅委員合より分科設置に付委員噌員要求のイ' i '

・・可決

Ｕ 住宅委員合より委員 ｩ 名ｾｾ退に付補絞の干 ＱＺＮＮ

Ti J i'Jと

6 耐震耐火建築語讃映笥製作に闘し脚本 を懸賞募

集の件・・・ー… ・・・… … ・… ・・ ・・ ・・・… ・・・.. …・ ・米決

7  I市街地建築物法令，JJ :lj 版委員合設 置の{や ・否決

ＸＱｾ 築 構造問集」編纂委員合設置の件・， ＮＮＮ ・ 未決

9 合員詮衡・・

報 告

l 木 材市場品規格案に闘す る意見交換台fE過 報告

災害調査委員曾 ( 第 11回)

時 3月5日午後6時30分 - 9時30分

所 建築 倶楽部別家

出 席 者 委 員 長 波 江

幹 事 黒 問

委 員 中 島 矢田 山 田 篠 原 渡部

本 多 松 井 浅野 宮 脇

l  午 後 6 時30分波江委員 長座長と な り開舎

下の事項に付協議を主主めた り

( 1) 務事事並編輯方針は前問委員合の決議 l乞依 P

ft 行 に移ること

( 2) 縞斡分権にイi ' { l ) 必要な る潟良分類 を開始す

るとと

( 3) 古建築風水害被害篤良を大阪毎日新聞批に

注文すること

( s) 次回委員舎 を 3 月13日( 木〉開合する ζ と

建 築曾 館委員曾 ( 第 1回〉

時 3月5 日午後7時一B時

所 建築倶楽部

出 席 者 委 員 阪 弁 鈴 木 谷 松祭
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副 曾Z長 松 井

主記常 務 ￬ ｾ 伊藤

l 午後 7 時開含

l 合員委員曾建築含館委員合雨委員席を同じくし

松井割合長及伊藤 主詑列席して 閑合

l 先づ松井則合長よ P本夕 の出席を謝し爾委員合

の今 日迄の経過を説明 し希望 を述べ本夕は先づ

委員長及幹事の互選 を行はれ んことを希望した

1  1t<って互選を行ひ下 の油嘗還したり

委員長 竹 腰 健治氏

幹 事 鈴 木 末 尾 氏

岡 谷 民 議 氏

l 向毎月合合定例日を下の沼申合をな す

ii-!j-

m 

毎月定例日 告j); 4 月曜日

曾 員 妥 員 曾 ( 第 1回〉

3月5日午後7時一8時

建築倶集部

出 席 者 委 員 今 林 溢 谷

高リ 舎 長 松 井

富士悶 松 本

l 委員長より本夕 よ り「アス 7 アノレ トJ 防水 に付 研

究を進めたく先づ共施工より始め たき旨を告 げ

就て は' f r 務家の松井邦彦氏外 2 名の御来舎を 願

ひ御多用中繰合せ本夕 此民主 に御 出席 を得た りと

て 3 氏 を紹介 し: 愈々 研究に入 り協議 の結果先づ

3 氏 よ り交 々意見を聴き後質 問検討に入 る順序

とな し研究 を進 めたり 〈嬰傾速記 は合誌 に委 員

合報告と して別皮掲載 〉

法 制 委 員 曾 ( 第2回〉

時 3月6 日午後7時 一8時

所 建築倶集部

出席者 幹事 玉 置

委員 山 1-1

l 市街地建築物法令第 5 版改訂編纂に付合長より

別紙の jffi 'iii' 委 員舎に援助方依賜あるを 以て 協議

の結果承諾の旨四谷 する ととに決す

l 右取調 べの震特別 委員舎 を設 ける ととに決し委

員は下記 4 氏に lt<Jlffi するとと

玉泣幹事、 内藤委員 、宮脇委 員、山口 委員

l 特別委員舎 の合合は編特に於て作成中の 「ゲ テ

ズリ J が出来次第合合 するとと

主 ｾｅ 常務伊藤

1 午後 7 時開含

「ゲ テズリ」は 4 名各 1 jili 宛準備す ると と

l 合員委員舎建築合館委員合雨委員席 を同 しくし

l 京都府、愛知l隊、兵庫l際各府l係改正の分を蒐集

松井副合長J え伊藤主詑列席して閲合

するとと〈これ は飼料に於て蒐集しある筈)

1 先づ松井則合長より本タの出席 を謝 し繭委員合

の今日迄 の経過を説明し希望を述べ本タは先づ j 住 宅 委 員 曾 ( 第2回〉

委員長及幹事 の互選を行はれん 乙とを希望 した 1時 3月7日午後6時50分- 9:t1i' 

。Jfr 建築材料陳列場

l 依って五選を行ひ下の沼首・逃したり

出腐者 委員長ｾＡｬｬ ￬Ｇ

委員長 富士間重一氏

幹 事 小川m 小川安

幹 事 今林彦太郎氏 a  委 員 赤 松 岡 本 木 村 黒 海 小 林

岡 沼井勇三郎氏

塚 本 長 谷部 松 本 当 雪 山 三木

1 倫毎月舎合定例日を下の温申合をなす 本!llJ-

毎月定例目 第 2 月躍日 l  午後 Ｖ 時 ＵＰ 分ｾＡｬｬＩＧ 委 員長座長となり開 合 、 本 タ

l 次て入曾 々員勧誘方法其他 に付意見の 交換をな は第 1 ｾ 分科第 Ｒ 分科合同して先づ 研 究問題 に付

し散合せ り !  協議し左の事 演の 研究必要なる ことを検討せり

H寺

Jfr 

出席者

材 料 委 員 曾 ( 第2回〉

3月6 日午後6時20分一 101時3コ分

建 築倶楽部別室

委 員 長 高橋

幹 事 松久保

委 員 楠 瀬 作 間 抗 訟i 阿 南松

吉本

質務家 松井 邦 彦 大 西幸七 奥山

l  午後 6 時20分一同着席 し高橋委員長座長とな り

関合
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郊外住宅街に就 て

最士宅或は特舟lと住宅街 に就て

3 次 で前 凶に引綴き 左の事: 頃研究

l  床( 平日洋) 2 床下 3 昼

4 盤の材料

2 研究 す る住宅の標準は中流以下の住宅なるとと

中流{ 主宅はエ! / ! ( 150 間前後のも の と概念を定む

和洋扇様と し和風よ P先に研究す ること

( 詳細 は別主主合誌にf易裁〉

殻 傭 蚕 員 曾 ( 第2回〉



時 哩 荏 3月13 日午後6時50分 - 9時

所 建築材料棟列場 別 室

出席者 委 員 長 小 笠 原

幹 事 末津

委 員 制I谷 竹 内 田 中 塙 村 岡

l 午後 6 時50分小笠原委員長座長となり 関合

1 前 問委員曾協議に従ひ鉾年に引続き工事場仮設

備に要する重なる器具機械の研究 を始む 、即 ち

l 杭打器減

( 1) 二本子手引 のもの

根切なき 場 合 3 問杭位

根切ある 場 合 5 問杭位 まで

モン キー 1∞ 貫 前後

数多量場合は電働ウヰ ンチを使用す

同板打にも最も多 〈使用す

( 2) 格 組

高さ 50尺乃至80尺f立の高さとす

モ Y キー は 200 貫 以 上 1 噸宇位

右は電働又は スチーム ウヰ シチを使用す

る ドロッ プ式とす

術同様にして

スチームノ、 y マー 〈重量約 7 噸ま で位あ

1) ) のものは

翠 式 錠 を 上 げ る と き 蒸 気 力 を 用 ひ落下

は自然と するも の

複 式 錠 の 上 下 共 蒸 気 力 を 使 用 す る も の

右器械は舶来としては

7 キアナ y テ リ一 、ユ z オ Y 、 ナシ ヨ

ナノι 等多〈使用 し圏産 として油谷式を

最も多〈使用す

右等蒸気機械のものはぬの底面が巾約 10

尺 長30尺位あるを以て現場のスペース l亡

依り使用方法考慮を要す

l 姻方用機械

土の揚げ方は 一般にリ 7 卜又はデレツキを

使用するが

ノぐケットコ、ペヤー 1

」 パ F ー シヤペル } 等を使用す

1 デレツ キ

り

と

J

の

機

も

働

す

E

る

用

日

ナ

一

伎

一

u

m

サ

い

υ

ハ

制

4

4

1

1

事

4

ヨ

「

、

K

、

、

古

も

プ

段

て

働

且

恥

的

y

2

し

篭

を

初

ポ

を

と

で

毎

月

ル

之

周

産

1

J

臼

ガ

は

事

圏

キ

キ

的

プ

-

合

エ

ど

ツ

ツ

軒

y

ユ

場

ト

ん

レ

レ

同

ポ

フ

き

-

殆

J

T

J

T

O

T

ト

深

p

は

胸

イ

プ

ル

Y

切

ク

今

3

ガ

y

ダ

セ

根

す

γ

昨

ポ

コ

場合に依ＱＩｾ査働 機の ものも あり時に依ＱＩ ji主

京j な P

最少 3 切線より 27切 練位まであり

方ミキサー と同時 に

イナ y デ - CI ー、 1/ 7 ーセ リリ - C l -

ポｾ 7' クリート 、等 あ るも之等は向使用

に際し十 分 に考慮研究を 裂するも のとす

勿論外にタワー 、 ジュート 、 ホッパ ー、 力

一等を附属せ しむ るものとす

1 釣り足場

一時外図製のものを使用 した るも最近 は国

産にて適宜架橋するも大位 7 = 0 ツシユ の工

事か建物作業万! として有効なるも建築現業

には矢張足場を架設する方が便利で釣足場

を使用す る場合少し

l ウヰシチ

一 般 lこ手ijjJ と電働との 2 種ありて直働の力

は最大 4 噸位なり

l 次回委員舎には各付幣工事に付施工上特に現場

監督者の注意すべき要駄に 付研究するとととす

1 本委員合定例 日に付目下申 合せし第 2 第 4 の 71<

耀日は委員中差支ある旨時1出ありしによ り更 に

協議の結果左の沼努 更するとと に決せり

毎 月定例日 第 Ｒ 第 Ｔ の ｾ￸ｭ 日とす

右各委員に沼知するとと

災害調査委員曾 〈第 12回〉

時 3月13日午後6時3J 分- 8時30分

所 建築倶楽部

出 席 者 幹 事 録 図

委 員 浅 野 谷 内 藤 本 多 三 浦

宮 脇 矢 田 山岡

l 午後 6 時3J分禁固幹事座長 とな D 閲合

本タ は委員長i依席 I亡付左の事項を議 し散合 した

り

( 1) 各自分婚の原稿は本月中に完成のとと

( 2) 次回委員合を 4 月 4 日( 木〉開合するとと

( 3) 右 2t買は本 タ車k: 席者 に沼知 すると と

教 化 蚕 員 曾 ( 第2回〉

時 3 月14 日午後6時30分- 7時

所 建築材料陳列場

出』庁{ 者委員酒井中里子刻1 - 1

l 本タは委員長及幹事飲席にして，j t 他の出席者 少

数な りしを以て研究を主主めず意見交換の後散合

したり

月 例 曾

時 3月17日午前8時45分集合午後3時解散
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防 法隆寺修理工事見祭 y  - ト」 夜間講習合開催に付後援方依績の件

出 席 者 茨 木 正 巳氏外87名 ・・・承認

1  i!t 界最古の木造建築物として有名なる大和法l盗 : 1  I市街地建築物法令」出版に 闘す る件・・・・・・ ・・可決

寺の 根本修理は着手後I i ; t に一年に主主し着 々進捗 i 1 建築倶楽部併合に闘する件. . . ・H ・. . . ………未決

しつ λ ある趣な り尤 も館協合は昨年 6 月着手早 : .1 合員詮衡

々 6 月例舎として見撃 した るも倫此際 之 が 工 事 ; 報 告

現場を見製するは最も有意義な りと 3 月例T I r と: 1 市街地建築物法令改正に付講演合開催の 件

して本日見号追放行 を決行せり

l 天気晴朗袋気倫去 らざれども 絶好の旅行日平fIに

して午前 8 時45分 の集合時 には大切L電鍬上六際

に来合する合員諸氏既 に六十偽名をi ? = す

l 一同 は午前 9 時 8 分滋天理!行常事に乗込み 出滋

す

1 同 10時 11分郡山隠に策下車 し際前に用意せ る衆

合自動車に分乗し直に出五益法隆寺 に向』、乗車20

分間 l亡して法隆寺門前に到着下車

1 門l亡入 P 境内善{ 主院に歩を主主め同院に lkてー先

づ休憩時に 10時40分

l 同Efr に午前 11時 よ り同寺修理事務所技 uili 服部勝

吉氏の修理に闘す る講演を総き正午之を終り登

食をなす

1 次で午後 l 時 よ り服部技 師の案内に より ー岡修

恋l王壇場 を巡回見与をなし

1  J司2 時半之を終日 一 同集合の上伊藤主記より代

表 して本日 の見撃に付服部技印li に到し深甚の謝

隊を述べ一 向にも挨拶の後間舎を告げ散合した

り時に 2 時40分

常 務 曾 ( 第6回〉

1P.j' 3月18日午後己時30 ー7時30分

Efr 建築倶集部別室

出 席 者 理 事 片 岡 合 長 松 井市IJ令長

監 事 阿 部 監 事

常 務 伊 藤 主 記 北 垣主記 中 海 主 記

伊東主計 清 水 主 計 局 聞 編 料

三滞納将

附 新 聞 記 者 速 記 に 闘 す る 件

1  3 月例合終了報告

1  2 月分合計報告

l 雑誌入札 に倒する報告

1 怨築撃含合長交送報告

1 大 阪材木商同業組合祭典執行の件

1 日本放送協舎に進言書の件

都市計童委員曾 ( 第2回〉

時 3月19日午後7時- 9時

Efr 建築倶築部

出 席 者 委員長 鳥 井

幹 事 吉 岡

委 員 喜 多 村

i 午後 7 時鳥井委員長座長とな P 関舎

1 南大阪中心地阿倍野橋附近の改造 I' C付研究を主主

め結局之を懸賞募集する希望となり 之を舎長 に

要求するととに決す

材 料 妥 員 曾 ( 第3回〉

時 3 月19 日午後6時40分 - 9時

所 建築倶楽部別室

出 席 者 委 員 長 高 橋

幹 事 松 久 保

委 員 楠 瀬 高 岡 選回 吉 本

専 門 家 因 島 氏

l 午後 6 時40分 I'.;'J 橋委員長座長とな P 開合

1  I均7]( 紙 lて付研究し窓見の交換をなす

l ア スフアルトに闘する研究合〈専門家の出席を

議 事 :  求め倫合員の有志参加を: 希望〉開催を次回定例

l 奉 季大合計主主& 委員依喝の件一…・・・…. . … 可決 j 日にな し合員参加希望の合告を常務舎の承認を

l 建築準合大合関西地方 にて 繁行に闘する H' 承認 : 経て曾誌に掲戴するととに決定

l 木材市場品規栴案に 闘する委員合特設の件可決 1 右研究舎には先づ日本石油合枇大阪支底へ泡賞

l 建築年鑑出版委員合特設の 1'1'. " …...・ H ・・・・・・可決 なる技術者の出席方を依頼するととに 決定す

l 設備委 員合よリ申出の「コ ;/ !I リート配給Oi' J に

闘する 件 …… … ・・… ...・ ・……・ 0 ・・・・・.. . 回答決定

l 材料委員合 よ り座談合連記並に合誌掲載 l亡腕す
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編 輯 後 記

口法隆寺の修理 も愈 k 本格に入つ f: ので 、

この機含に法隆寺に闘する記事を中心 と

して特輯披を編輯することにしに。大に

意義あること〉信する。

口伊東、武田 、藤島の各工事博士、積回文

皐博士をはじめこの方面の多数権威者の

稿を得て 、古吐寺建築の記事 として近来

にない光彩を放ち得 fこことは本蹴の震に

誇ってい〉。

口殊に法隆寺修理闘版は本誌本蹴が長初の

資表であり 、こ の方面の人々の痛 に大に

参考となるものがあらう。

口武田博士及大瀧氏の記事は直接修理に閥

係せ る賞事者のものと して興味深 きもの

であるが 、御多忙の鴬服部氏の記事が得

られなかっ? このはいさ〉か残念であつに

口圃版その他本競の編輯寓端に就いて一方

ならぬお世話を下さつに法隆寺修理事務

所の方々に多謝し度い。

口市街地建築物法施行細則の講演速記を本

競 に載せ度い震に褒行期日が幾分遅れに

来月続から大に馬力をかげ護行日の正確

を期し度いと思って居る。

口それからク市街地建築物法令クの第五版

が出来 f=。 この改訂版にあにつては監督

官醸の技師の方 k にお願ひして充分なる

校閲をな したもので この類書中では本舎

の ものが充分自信がもて る、 ; 亙刻，丸善

か柳々堂か 、本合へ申込ん で下さい。

( 新名〉

川

一
唯
一
唯

一
唯

一

止

す

一
唯
一

同

一

1

1

1

1

1

三

一

建 築 と 紅 曾

第 18 戦 第 4 披

禁 轄 載

本ままに鋳歳せるものは、 一切 と れ を 無 断 にて

鱒載し叉は E現行本に上梓その他の複製行 it を

なす ζ とを禁ず。

鹿 告 掲 載 料 金

ー，
15.00 通 I 1 頁 I 1 図

釦.∞

建築事務所録 1 欄 1.切l 図

{ 竃築掴保蔵書案内) I  1 繍 5. ∞ l 図

御 注 文

御 注 交 は す 4 て前金で本曾直接叉は特約庖券

録替貯金叉はｾ容で御告申込を鼠ひます 。 郵 へ
代 用は一割唱、代金引換はお節 P重量し宣す。
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